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1  概要 
 

すべての NEOxl 40のインストールは、40巻のテープカートリッジを収容できるベースモジ

ュールと 3台のハーフハイト LTOテープドライブよりスタートします。 

 

NEOxl 40 は拡張可能であり、データ要件の増加に応じて、テープストレージ容量を増やす

ことが可能です。データストレージニーズの増大に応じて、NEOxl 40 は 1 台またはそれ以

上の拡張モジュールを追加することにより拡張が可能です。各拡張モジュールは、追加の

40 テープカートリッジスロットを提供し、追加 3 台のハーフハイト LTO テープドライブを

サポートします。 

 

最大 6 台の拡張モジュールをベースモジュールに追加することにより（上に 3 台、下に 3

台）、最大 280 巻のテープカートリッジと 21 台のハーフハイト LTO テープドライブという

総ライブラリ容量をもたらします。 

 

概要のトピック 

・サポート構成 

・モジュールフロントパネル 

・モジュールリアパネル 

・ドライブスレッドバックパネル 

・電源リアパネル LED 

・構成エレメントナンバリング 

・テープカートリッジサポート 

 

サポート構成 

NEO XL シリーズテープライブラリは、ベースモジュールと最大 6 台のオプションの拡張モ

ジュール（上に 3 台、下に 3 台）からなるラックマウントシステムとして構成されていま

す。 

 

ラックマウント構成 

次の表は、1台からトータル 7台までのモジュールによるライブラリに関し、サポートして

いる構成を示します。 
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テープドライブサポート 

NEOxl 40 は、業界標準の IBM LTO Ultrium テープドライブの統合により開発されました。

単一ライブラリ内および単一モジュール内で異なる世代のドライブや異なるインターフェ

ースでの使用がサポートされています。 

下表は本テープライブラリでの使用のために提供および認定されているテープドライブで

す。 

 

モジュールフロントパネル 

以下はベースモジュールと拡張モジュールフロントパネルの各部の説明です。 

 

ベースモジュールフロントパネル 

 

1 左マガジン緊急排出用アクセスホール 

2 左マガジンアクセスハンドル 

3 左マガジンリリース 

4 電源ボタン 

5 Ready LED（緑） 

6 ユニット識別 LED（青） 
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7 クリーン LED（橙色） 

8 警告 LED（橙色） 

9 エラーLED（橙色） 

10 USBポート 

11 右マガジンリリース 

12 メールスロット/右マガジンアクセスハンドル 

13 右マガジン緊急排出用アクセスホール 

14 オペレーターコントロールパネルディスプレイ 

15 バック/リターンボタン 

16 ナビゲーションボタン/左 

17 ナビゲーションボタン/上 

18 ナビゲーションボタン/下 

19 ナビゲーションボタン/右 

20 Enterボタン 

 

拡張モジュールフロントパネル 

 

1左マガジン緊急排出用アクセスホール 

2左マガジンアクセスハンドル 

3左マガジンリリース 

4右マガジンリリース 

5右マガジン/メールスロットアクセスハンドル 

6右マガジン緊急排出用アクセスホール 

 

モジュールリアパネル 

以下は、ベースモジュールと拡張モジュールの背面パネル各部の説明です。 

拡張モジュールには、USB またはイーサネットポート（診断および RMI）がありません。 
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DC-DCドライブ電源ボードは、シャーシ内コントローラーパネルの後ろにあります。 

 

ベースモジュールリアパネル 

 

1 電源供給ベイ 1 

2 電源供給ベイ 2 

3 コントローラー(ドライブ電源ボード内蔵) 

4 上部拡張ケーブル接続ポート 

5 USBポート 

6 イーサネット診断用ポート(CVTL データ検証接続) 

7 モジュールシリアルナンバータグ 

8 ハーフハイトテープドライブベイ 

9 正常ステータス LED（緑） 

10 エラーLED（橙色） 

11 ユニット識別 LED（青） 

12 下部拡張ケーブル接続ポート 

13 イーサネット管理ポート(RMI接続) 

14 モジュール調整レバー 

 

拡張モジュールリアパネル 

拡張モジュールコントローラーパネルには、USB、MGMT、および DIAGポートがありません。

オプションの DC-DCドライブ電源ボードは、内部のコントローラーパネル背後にあります。 
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1 電源供給ベイ 1 

2 電源供給ベイ 2 

3 コントローラー(ドライブ電源ボード内蔵) 

4 上部拡張ケーブル接続ポート 

5 モジュールシリアルナンバータグ 

6 ハーフハイトテープドライブベイ 

7 正常ステータス LED（緑） 

8 エラーLED（橙色） 

9 ユニット識別 LED（青） 

10 下部拡張ケーブル接続ポート 

11 モジュール調整レバー 

 

ドライブスレッドバックパネル 

NEO Tape Libraryは LTO-8、LTO-7、LTO-6のテープドライブをサポートしています。 

 

IBM LTO-8/7/6 HH SAS ADI Dual ポート 

 

1 SASポート A 

2 SASポート B 

3 テープドライブパワーLED（緑） 
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IBM LTO-8/7/6 HH FC ADI Single ポート 

 

1 FCポート A 

2 テープドライブパワーLED（緑） 

 

IBM LTO-8/7/6 HH FC ADI Dual ポート 

 

1 FCポート A 

2 FCポート B 

3 テープドライブパワーLED,緑 

 

電源リアパネル LED 

 

1 緑 モジュール電源 ON 

2 白 AC電源接続済み/モジュール電源 OFF 

 

構成エレメントナンバリング 

ライブラリでは、モジュール、ストレージスロット、および下から上に順に 1 からスター

トするテープドライブの論理構成エレメントのナンバリングが表示されます。 

 

 

 



  

15 

 

 

 

 

テープカートリッジサポート 

ライブラリでは、使用するテープドライブのタイプに基づき、Ultriumデータおよびクリー

ニングテープカートリッジを使用して下さい。 
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すべてのテープドライブで Ultrium ユニバーサルクリーニングカートリッジ（50 回使用）

を使用します。詳細については、Overland-Tandberg Webサイトの LTO外付けドライブおよ

びメディアをご覧下さい。 

 

リード/ライト互換性 
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2  インストール 
 

インストールのトピック 

・インストール計画 

・インストールに関する注意事項 

・ライブラリモジュールの準備 

・モジュールのラックへのインストール 

・テープドライブのインストール 

・ライブラリケーブルの取り付け 

 

インストール計画 

NEOをインストールするには、次の 4つの計画ステップが必要です。 

・ライブラリを設置するラック位置の選択。 

・ラックへのインストールのためのラックレイアウトの計画。 

・ホストインターフェース構成の計画および必要なケーブルの入手。 

・TCP/IPネットワーク構成の計画。 

 

設置要件 

ライブラリはラック設置用に設計されており、付属のラックレールを使用する必要があり

ます。 

下表の基準を満たすようホストサーバーとのアクセスを考慮し、設置場所を選択します。 

基準 定義 

ラック要件 標準 19インチラック（奥行き最小 1m）において設置予定のモジ

ュール数に応じ適切なラックユニット数の空きがあること 

ラックスペース要件 ベースモジュール・・・3U 

各拡張モジュール・・・3U 

室温 10-35℃（50-95°F） 

電源 ・AC電圧：100-240 VAC 

・電源周波数：50-60 Hz 

・近くに ACコンセントがあること 

AC電源コードはライブラリの主要な AC電源切断機器であり、常

に簡単にアクセスできるようにして下さい。 

クリーン度 ISO14644-1 class 8レベルのクリーン度 

湿度 20-80%RH（最大湿球温度：26℃） 
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ホストインターフェース 

スピード等のパラメーターにより、必要なホストインターフェースケーブルと接続アクセ

サリーを入手し、SASまたはファイバーチャネルでの構成を計画します。 

 

SAS 設定要件 

Serial Attached SCSI（SAS）は、主にディスクドライブやテープドライブを含むストレー

ジ機器間でデータを転送するために使用されるコンピューターインターフェーステクノロ

ジーです。すべてのテープドライブでサポートされる SASのスピードは 1.5 Gbps、3 Gbps、

および 6 Gbpsです。 

SASはシリアル接続を使用し、ホストサーバーと各ストレージデバイスを直接接続します。 

ホストサーバーには、外部コネクタを備えた SASホストバスアダプター（HBA）が必要です。 

HBAは複数の論理ユニット番号（LUN）を使用してライブラリと通信します。 

ほとんどの RAIDコントローラーは複数の LUNをサポートしていないので、使用する HBAが

それをサポートしていることを確認します。ほとんどの SAS HBA ポートには 4 つの SAS チ

ャネルがあります。テープドライブは 1つのチャネルを使用するため、各 HBA ポートは 

4 台のテープドライブをサポートします。両端にコネクタが 1つあるケーブルを使用し、チ

ャネルは 1つだけ使用されます。 

                                          

警告：SAS ドライブと同じ転送速度の高品質な SAS ケーブルを使用して下さい。使用する

SAS ケーブルがコンポーネントのインターフェースデータ転送速度と合っていることを常

に確認して下さい。“equalized”と表示のある SASケーブルは、6Gb/sデータレートが確認

されていない場合、6Gb/sデータレートをサポートしていない可能性がありますので、LTO-5

以降の世代のテープドライブで使用すべきではありません。 

ライブラリでは各 SAS テープドライブに、1 つあるいはそれ以上の mini-SAS コネクタがあ

ります。mini-SASコネクタは鍵固定されています。固定が変形する可能性がありますので、

テープドライブに接続する SASケーブルの mini-SAS コネクタに力を加えないで下さい。   

 

SASテープドライブは、World Wide Name（WWN）または World wide Identifier（WWID）と

呼ばれる一意の識別子によって識別されます。ライブラリは、ドライブベイに WWIDを割り

当てます。テープドライブが交換されると、新しいテープドライブに、WWID が再割り当て

されます。 

 

オペレーティングシステムは、各 HBAチャネルのテープドライブの WWIDを追跡します。そ

れぞれの fan-out ケーブルのドライブコネクタは、HBA チャネルに関連付けられています。

テープドライブが差し込まれるとすぐに、HBAチャネルと WWIDの関連付けを保持するため、

同じチャネルを維持します。 
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ファイバーチャネル設定要件 

ファイバーチャネル（FC）テープドライブは、ホストバスアダプター（HBA）またはストレ

ージエリアネットワーク（SAN）を通してサーバーに直接接続することが可能です。 

インストールには、テープドライブごとに 1本のファイバーチャネルケーブルが必要です。

テープドライブはすべて LCスタイルのコネクタを利用します。一部のドライブには 2つの

FC ポートがありますが、1 台のドライブに 1 本のケーブル接続のみが必要です。ケーブル

をいずれかのドライブ FCポートに接続します。 

すべてのテープドライブでサポートされるスピードは、2 Gbps、4 Gbps、および 8 Gbpsで

す。 

                                         

重要：パフォーマンス要件により、テープドライブに適切な HBA を使用して下さい。Gbps

の低い HBAは高圧縮のデータを高 Gbテープドライブへ転送する際にパフォーマンスの低下

を引き起こす可能性があります。 

SANのインストールにおいて、ホストとライブラリ間のすべてのスイッチは適切なタイプで

なければなりません。パス上の低 Gbスイッチはパフォーマンスの低下を引き起こす可能性

があります。バックアップサーバーのみがライブラリにアクセスするようゾーンニングを

設定して下さい。                                  

 

モジュールとラックのレイアウトの計画 

可能な場合は、ベースモジュールをラックの中央に取り付けて、上に 3 台の拡張モジュー

ル、下に 3 台の拡張モジュールの設置が可能なスペースを確保して下さい。詳細について

は、第 1章の「サポート構成」を参照して下さい。 

 

内部 IP範囲の選択 

モジュール間の内部通信では、テープライブラリは内部 IPアドレスの範囲でイーサネット

接続を使用します 

                                          

重要：内部 IP アドレス範囲と外部 IP アドレスのコンフリクトを避けるため、テープライ

ブラリが外部イーサネットと接続する前に内部 IP アドレスを選択するようにして下さい。 

 

内部 IP範囲を含むファイルは、ベースモジュールバックプレーンに保存されます。 

値は「RANGE = 192.0.2」の形式にする必要があります。 
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注：IPアドレスの最後のセクションは内部的にセットされます。 

 

このファイルは、ライブラリが初めて起動するか、ユニットが製造時のデフォルトにリセ

ットされた場合、OCP またはリモート管理インターフェース（RMI）を介してリセットした

場合に、オペレーターコントロールパネル（OCP）の IP範囲選択画面で作成されます。 

 

下記の一般的なガイドラインに従って下さい。 

・ホストコンピューターの電源を切る前に、システム管理者に確認を行って下さい。 

・SAS ライブラリでは、複数の LUN をサポートする SAS HBA をインストール可能である

ことを確認して下さい。 

・直接接続ファイバーチャネルライブラリでは、ファイバーチャネル LC光ホストインタ

ーフェース接続をインストール可能であることを確認して下さい。 

・互換性のあるスイッチによるファイバーチャネルライブラリの接続については、使用

するテープドライブのファイバーチャネル要件をサポートするすべてのテープドライ

ブにおいて、ポートが利用可能であることを確認して下さい。 

 

インストールに関する注意事項 

警告 

製品重量 各 NEOxl 40モジュールの重量は、ドライブまたはテープなしで約 55ポンド（25kg）

です。モジュールを移動または持ち上げる前に、重量を減らすためテープマガジンとドラ

イブを取り外して下さい。 

人身傷害のリスク モジュールを移動または持ち上げる前に 

・手動での製品取扱いについて、地域の健康と安全の要件、およびガイドラインを遵守

して下さい。 

・すべてのテープを取り除いて重量を軽減し、カートリッジがロボットのパスへ落下し

ライブラリが損傷するのを防ぎます。 

・重量を減らすためにテープドライブはすべて取り外して下さい。 

・設置または取り外しの間は、モジュールを持ち上げて安定させるために適切な支援を

受けて下さい。 
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デバイス損傷のリスク モジュールをラックに配置したり、ラックから取り外したりする

際に 

・ラックのレベリングジャッキを床まで伸ばします。 

・ラックの全重量がレベリングジャッキに掛かっていることを確認します。 

・ラックに安定脚を取り付けます。 

・一度に拡張できるラックコンポーネントは 1つだけです。 

 

静電気への注意 

以下のようなデバイス損傷のリスクがあります。 

・静電気の放電により、静電気の影響を受けやすいデバイスまたはマイクロ回路が損傷

する恐れがあります。 

・損傷を避けるため、適切な梱包や設置技術は必要な予防措置です。 

 

湿気                                   

警告：ライブラリを湿気にさらさないで下さい。損傷を引き起こす可能性があるので、モ

ジュールをモジュールの端上に置かないで下さい。 

ライブラリ操作を行う室内の温度が、モジュールの保管されていた場所と 15℃（30°F）以

上の開きがある場合は、開梱に先立ち少なくとも 12 時間操作環境になじませて下さい。  

 

ライブラリモジュールの準備 

コンポーネント 

各モジュールボックスには、次のコンポーネントが同梱されています。 

・ベースまたは拡張モジュール 

・ラックレール 2本 

・以下を含むアクセサリキット： 

・1つのラックマウントハードウェアキット 

・電源コード 1本 

・拡張相互接続ケーブル（拡張モジュールのみ） 

・NEOxl 40クイックスタートガイド 

 

SASライブラリの場合、使用する HBAに合った構成の SASケーブルを用意する必要がありま

す。ファイバーチャネルライブラリの場合、テープドライブごとに 1 本のファイバーチャ

ネルケーブルを用意する必要があります。 
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トップおよびボトムモジュールの準備 

注：拡張モジュールなしでベースモジュールをインストールする場合は、この手順をス

キップして下さい 

 

ベースモジュールには、取り外し可能なトップカバーとボトムカバーがあります。そのう

ちの 1 つまたは両方を拡張モジュールに付け替えて下さい。カバーは同一であり、それら

を変更する手順は、トップカバー/ボトムカバー両方とも同じです。 

・ベースモジュールの下に拡張モジュールを取り付ける場合は、ベースモジュールから

ライブラリの一番下に設置される拡張モジュールへボトムカバーを移動します。 

・ベースモジュールの上に拡張モジュールを取り付ける場合は、ベースモジュールから

ライブラリの一番上に設置される拡張モジュールへトップカバーを移動します。 

 

ライブラリカバープレートをベースモジュールから拡張モジュールに移動するには、 

1. ベースモジュールを箱から取り出し、作業台の上に置きます。 

 

将来使用するために梱包材を保存しておきます。 

2. ベースモジュールでは、ロボット機構は出荷時にフォームインサートによって保護

されています。インストール前に取り除いて下さい。 

a. 2 本の小型ドライバーを使ってトップカバーのロックを外し、ベースモジュー

ルからトップカバープレートを外します。 

 

両方のスロットでドライバーを内側に押し下げて下さい。 

b. トップカバーの前端を約 4.75インチ（12cm）持ち上げ、モジュールの中心にあ

るピボットポイントから外れるように前方にカバーを静かに引き出します。 
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c. フォームインサートを取り外します。 

3. ベースモジュールを単独で（拡張モジュールなしで）またはライブラリのトップモ

ジュールとしてインストールする場合には、ベースモジュールにトップカバーを再

取り付けします。 

トップカバーの前端を約 4.75インチ（12cm）持ち上げた状態で、開口部の背面にあ

るピボットポイントにカバー後面をかみ合わせ、トップカバーの前面をラッチが両

側でかみ合うまでおろします。 

4. ベースモジュールの上に 1 つ以上の拡張モジュールを取り付ける場合は、ベースモ

ジュールから最上部の拡張モジュールへトップカバーを移動させて下さい。 

a. 拡張モジュールを作業台に置きます。 

b. トップカバーの前端を約 4.75インチ（12cm）持ち上げた状態で、拡張モジュー

ルのピボットポイントでカバー後面をかみ合わせます。 

c. ラッチが両側でかみ合うまで、トップカバーの前面をおろします。 

5. ベースモジュールの下に 1 つ以上の拡張モジュールを取り付ける場合は、ベースモ

ジュールから最下部の拡張モジュールへボトムカバーを移動させて下さい。 

a. ベースモジュールを作業台に置きます。 

b. ユニットの前端を約 6 インチ（16cm）持ち上げ、ユニットの後部をピボットエ

ッジとして使用します。 

注：ボトムカバーを取り外す間、モジュールを支えておいて下さい。 

c. 片手でボトムカバーを支え、小型のフラットヘッドまたはトルクドライバーを

穴に差し込み、約 1/4インチ（4mm）横にスライドさせてスプリング式ロックを

解除します。 

d. カバーの前端を約 4 インチ（10cm）下げ、モジュール中心のピボットポイント

からゆっくりと前に引いて外します。 

 

e. 拡張モジュールを上下逆さまにして作業台に置きます。 

f. カバーの前端を約 4 インチ（10cm）持ち上げた状態で、カバー後面を拡張モジ

ュールの中心点に差し込んで下さい。 
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g. しっかりと止まるまでカバーの前端を下げ、モジュールの前面でカバーをロッ

クします。 

 

モジュールのラックへのインストール 

NEO モジュールは、EIA 310A 規格に準拠したラックに簡単にインストールすることができ

ます。このプロセスには＃2プラスドライバーを使用します。 

 

ラックレールの取り付け 

複数のモジュールを取り付ける際にレールの設置場所を決めるには・・・ 

注：各モジュールには、それぞれ 3U（5.25 インチ）のラックスペースが必要です。 

1. モジュールを設置するラック内の場所を決め、鉛筆を使用して、ラックの各垂直レ

ールにその位置をマークします。 

安定性のため、ラックの最も低い位置から始めることをお勧めします。ボトムマー

クは、一番下の Narrow gapにあるようにして下さい。 

 

2. ラックの前面に、左右のアダプターブロックをモジュール用底部 1Uスペースの中央

の穴にある下部固定ナットで取り付けます。 

 

3. アダプターを前面から中央の穴の 1つにねじで固定します。 

4. 後部アダプターを取り付けて、前部アダプターと同じ高さになるようにします。 



  

25 

 

 

5. LH ラックマウントレールを左のアダプターブロックに、トレイフランジが床と平行

になるように内側を向けて取り付けます。 

 

6. RHラックマウントレールを右側のアダプターブロックに取り付けます。 

 

モジュールのラックへの取り付け 

1. メカニカルリフターを使用して、一番下のモジュールをラックの前に配置し、レー

ルを最も低い位置に合わせます。 

2. モジュールをレールフランジにスライドさせ、止まるまでラックに押し込みます。 

 

2. モジュールの前面中央にある埋め込み式のプラスネジで、アダプターブラケットの

上部固定ナットを手で締めラックに取り付けます。（締めすぎないでください） 

 

 

モジュールの調整と接続 

注：ライブラリに拡張モジュールがない場合は、この手順をスキップして下さい。 

ロボットがモジュール間を自由に移動できるようモジュールを調整します。調整機構がロ

ック位置にない限りライブラリは動作しません。 
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1. ライブラリの前面で、各モジュールの埋め込み式プラスネジを 2周り回し緩めます。 

2. ライブラリの背面で、一番下のモジュールのペアから始めて、上側モジュールの位

置合わせレバーをロック位置に移動し、各モジュールを下のモジュールに合わせま

す。 

 

抵抗があった場合は、上側モジュールを調整して、位置合わせ機構ピンを下側モジ

ュールのかみ合う穴に移動します 

3. モジュールのペアごとにステップ 2を繰り返します。 

4. ライブラリの一番下のモジュールの調整機構が解放位置にあることを確認します。

5. ライブラリの前面で、モジュールをラックに固定するすべてのモジュールの埋め込   

み式プラスネジを締めます。 

6. 拡張相互接続ケーブルをモジュールポートから隣接する任意のモジュールに接続し

ます。 

 

テープドライブのインストール 

注：ドライブの位置合わせをしやすくするために、一度に 1つのドライブのドライブベイ

カバーのみを取り外してください。 
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1. ライブラリの背面で適切な空のドライブベイを見つけます。フルハイトドライブに

は 2つのドライブベイが必要です。 

2. ドライブベイを固定しているネジを外して、ドライブベイを覆っているフェースプ

レートを取り外します。 

3. ハンドルでテープドライブを持ち、下から支えながらライブラリ背面とぴったり重

なるまで位置合わせレールに沿ってスライドさせドライブベイに押し込みます。 

4. 青色の非脱落型ネジを指で締めて、テープドライブをシャーシに固定します。 

つまみネジを締めることができない場合は、テープドライブが正しく位置合わせさ

れていることを確認して下さい。 

 

警告：手や指を挟み重大なけがを引き起こさないよう、操作中は手に何も持たないように

して下さい。テープドライブがインストールされていないドライブベイには必ずベイカバ

ーを付けるようにして下さい。 

 

ライブラリケーブルの取り付け 

警告：関連するサーバーをシャットダウンすることをお勧めします。接続されているすべ

ての機器の電源を切って下さい。サーバーおよびすべての接続されているアクセサリーの

電源ケーブルを抜いて下さい。ホストインターフェースケーブルの接続前にそれらの機器

の電源ケーブルを抜き忘れると、ライブラリの損傷につながる可能性があります。 

 

すべてのケーブル接続、電源接続、および冷却機は背面パネルにあります。 

1. ホストインターフェースケーブルの一端をライブラリに接続します。 

・シリアル接続 SCSI（SAS）接続ライブラリの場合、SASケーブルの一端を SASドラ

イブのポート A（上部）SAS HBAに接続します。 

SASファンアウト/ヒドラケーブルを使用している場合は、mini-SASコネクタの１

つを各テープドライブのコネクタに接続します。 SAS ファンアウトケーブルの未

使用端は単一チャンネルであり、ディスクアレイでの使用には適していません。

もう一方の端を使用してテープドライブに接続し、またはケーブルを巻いてラッ

クに固定しコネクタへのストレスを最小限に抑えます。 
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・ファイバーチャネル（FC）ライブラリの場合、必要に応じてキャップを取り外し、

ファイバーケーブルの一端を FC ドライブのポート A（上部）コネクタに接続しま

す。 

 
2. 次のように、ホストインターフェースケーブルのもう一方の端を接続します。 

・SAS ライブラリの場合は、直接 SFF-8088 接続を使用して、ホストインターフェー

スケーブルをホスト HBA に接続します。未使用の SAS コネクタは、終端処理する

必要はありません。 

SAS ファンアウト/ヒドラケーブルを使用している場合、1 つだけのコネクタ側の

ケーブルの端を HBAに接続する必要があります。 

・ファイバーチャネルライブラリの場合、ファイバーケーブルをホストまたはスイ

ッチに接続します。 

3. ネットワークイーサネット（管理）ケーブルをライブラリの背面パネルにある下側

のイーサネットポート（2）に差し込みます。 

イーサネットがサーバーまたはノート PCに直接接続されている場合、クロスオーバ 

ーイーサネットケーブルが必要な場合があります。 

 

4. リモートアクセスの際は、ネットワークイーサネット(管理)ケーブルをネットワー

クに接続してください。 

5. 電源ケーブルを各モジュールの電源コネクタ（1）と電源コンセントに差し込みます 

注：ライブラリにはデュアル冗長電源が搭載されています。冗長性を高めるには、

各電源コードを別の AC電源回路に接続します。 
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3  初期設定 
 

すべての NEO ハードウェアがインストールされ接続された後、最初のステップとして、ラ

イブラリの設定を開始します。 

・電源を入れます。 

・ネットワーク IPアドレスを決定します。 

・OCPから初期設定ウィザードを実行します。設定についてウィザードが案内します。 

・管理者 PIN 

・タイムゾーン、日付、時刻の設定 

・基本ネットワーク設定 

ウィザードの項目をスキップして、いつでもウィザードを停止できます。完了後、初

期システムテストがスタートします。 

・RMIを使用して設定を終了します。 

この章では、上記項目の詳細な手順を説明します。 

 

初期設定のトピック 

・ライブラリの電源 ON 

・OCPウィザードを使用した初期設定 

・ホスト接続の確認 

・テープカートリッジのローディング 

・インストールの確認 

・追加機能の設定 

 

ライブラリの電源 ON 

ベースモジュールの OCP パネルの電源ボタンを 3 秒間押し続けてライブラリの電源を入れ

ます。ライブラリの電源がオンになると、マガジン内のテープカートリッジのインベント

リ、すべてのモジュールのファームウェアバージョンの確認、テープドライブの設定、新

しいモジュールの検索、およびネットワークのチェックを行います。 

 

前面パネルの緑色のライトが点灯し、ライブラリのステータスが準備完了であることを示

します。 

最初の電源投入時に、ライブラリは OCPディスプレイにネットワーク IPが正しくない旨の

メッセージを表示します。OCPを使用して IPアドレスを更新して下さい。 

 



  

30 

 

 

注：詳細については、第 5章「オペレーターコントロールパネル」も参照下さい。 

 

1. ナビゲーションボタンを使用して、OCP で[Configuration] > [Network Settings]

画面に移動します。 

2. 必要に応じて次の設定を行います。 

・ホスト名 

・ドメイン名 

・プロトコル 

・IPv4または IPv6関連の設定 

3.「Down」を押して[Submit]に移動します。 

4.「Enter」を押します。 

テープライブラリが自動的に再起動します。 

 

OCP ウィザードを使用した初期設定 

ネットワーク設定を行い、テープライブラリを再起動すると、初期設定ウィザードを実行

するように求められます。ウィザードの案内に従って、タイムゾーン、日付と時刻、ネッ

トワーク、管理者パスワードを設定し、初期システムテストをスタートします。項目をス

キップして、いつでもウィザードを停止することができます。ネットワーク設定を行い、

管理者パスワードを設定するとすぐに、RMIからウィザードを開始して、残りの設定を完了

することができます。 

 

注：ウィザードを完全に実行し、[Finish] ボタンをクリックして終了することをお勧め

します。それ以外の場合、OCPにログインするたびに、ユーザーは再びウィザードを

実行するよう求められます。 

 

ホスト接続の確認 

ホストコンピューターとライブラリ間の接続を確認するには、 

 

1. ライブラリと互換性のあるアプリケーションソフトウェアやドライバーをインスト

ールします。バックアップソフトウェアパッケージによっては、ライブラリロボッ

トと通信するための追加のソフトウェアまたはライセンスが必要になる場合があり

ます。 

2. ホストサーバーの OSユーティリティを使用して、ライブラリとホスト間の接続を確

認します。 
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テープカートリッジのローディング 

ライブラリはカートリッジなしで電源を入れることができますが、データの読み取り/書き

込み操作、またはカートリッジを転送するテストや操作を実行する前にカートリッジをイ

ンストールする必要があります 

 

メールスロットまたはマガジン全体を開けてメディアをローディングする最も簡単な方法

として、フロントパネルのマガジンロック解除ボタンを使用します。半透明ボタンの LED

は、メールスロットまたはマガジンの様々な状態を表示します。 

・LEDが点灯－メールスロットが有効 

・LEDがゆっくり点滅－ロック解除操作が進行中 

・LED が高速で点滅－メールスロットまたはマガジンのロックが解除され、取り外し可能 

・LEDが消灯－マガジン/メールスロットがロック中 

 

メールスロットは、開ける前に有効にする必要があります。 

 

例：メールスロットが有効で上の 2 つのモジュールのロックが解除されている 3 モジュー

ル構成の NEOxl 40テープライブラリ 

 

注：[Operation] > [Open Mailslot]または[Operation] > [Open Magazine]を使用して、

RMIからメールスロットまたはマガジンを開くこともできます。OCPからメールスロ

ットまたはマガジンを開くことはできません。 
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テープカートリッジへのラベル貼り付け 

本番環境では、ライブラリでのインベントリの改善およびライブラリ外でのカートリッジ

運用プロセスを容易にするため、バーコードラベルの使用が推奨されます。第 4 章「基本

的なライブラリ操作」の「テープカートリッジの使用とメンテナンス」を参照して下さい。 

 

メールスロットを使用したテープカートリッジのローディング 

メールスロットが有効になっている場合（右のマガジンロック解除ボタンの LED が点灯）、

カートリッジをライブラリにローディングするために使用することができます。 

1. 3秒以内で右ボタンを押します。 

これにより、メールスロットのロック解除操作が開始され、LEDがゆっくり点滅しま

す。 

2. メールスロットのロックが解除されると、LED がすばやく点滅し始めます。 

3. 止まるまでメールスロットをライブラリから引き出します。 

 

注：メールスロットはマガジンに取り付けられており、完全に取り外すことはでき

ません。メールスロットを開けないと 30 秒後に再度ロックされます。 

 

メールスロットが引き出されるとすぐに、LED は OFFに切り替わります。 

 

重要：RMI の[Configuration] > [Mailslots]ページからのみメールスロットを有効化する

ことが可能です。OCPからメールスロットを有効化することはできません。メールスロット

を引き出す前に、LEDがすばやく点滅し OCPがメールスロットのロックが解除されたメッセ

ージを表示するまで待って下さい。 

 

 

マガジンの一括読み込み 

1. OCP または RMI から、ローディングを行うモジュールマガジンを選択し、[Open 

Magazine]を選択します。 
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2. マガジンアクセスハンドルを使用して下から支え、ライブラリの外にマガジンを引

き出します。 

 

3. 後部からスタートしテープカートリッジをマガジンにロードします。 

4. 完了したら下から支えながらマガジンをマガジンベイに挿入します。 

5. リリースラッチが元の位置に戻りマガジンがロックされるまで、ハンドルでマガジ

ンをゆっくり押します。 

6. すべてのカートリッジがロードされるまで、他のマガジンについて手順 1〜5を繰り

返します。 

 

インストールの確認 

ライブラリのファームウェアが最新リビジョンであることを確認します。 

ライブラリファームウェアリビジョンは、RMIホームページの左上隅、または[OCP Home] > 

[Status] > [Library] > [Library Status]画面に表示されます。 

必要に応じて、ライブラリファームウェアを更新します。 RMI（[Maintenance] > [Firmware 

Upgrades] > [System Firmware]）または OCP（[Maintenance] > [Library Firmware Upgrade]）

からファームウェアを更新することができます。 

 

ライブラリを設定した後、設定を OCP から USB フラッシュドライブへ、または RMI の

[Configuration] > [Save/Restore]ページからコンピューター上のファイルに保存するこ

とが可能です。 

ライブラリ設定のバックアップがあると、設定エラーからの回復の際、またはライブラリ

がサービスを必要とする場合に役に立ちます。 84ページの第 6章「リモート管理インター

フェース」にある「ライブラリ設定の保存/復元」を参照して下さい。 
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追加機能の設定 

この時点で、OCPを使用して追加機能を設定することができます。 

 

SNMP ネットワーク管理の有効化と設定 

第 6章「リモート管理インターフェース」の 94ページ「SNMP設定」を参照して下さい。 

 

イベント通知メール 

第 6章「リモート管理インターフェース」の 95ページ「SMTP設定」を参照して下さい。 

 

デフォルトテープドライブ設定の変更 

注：LTO-7以降の FCテープドライブをホストに直接接続する場合は、FCポートをループ

モードに設定して下さい。 

 

第 6章「リモート管理インターフェース」の 98ページ「ドライブ設定」を参照して下さい。 

 

メールスロットの有効化 

第 6 章「リモート管理インターフェース」の 100 ページ「メールスロット設定」を参照し

て下さい。 

 

パーティションの設定 

・基本パーティションウィザード 

基本パーティションウィザードを使用して、同じリソースのパーティションの設定、

またはホストアプリケーションに報告するバーコードの文字数、および単一パーティ

ションのライブラリについて、ラベルの左端または右端から報告するかの設定を行い

ます。 

・エキスパートパーティションウィザード 

エキスパートパーティションウィザードを使用して、異なるリソースのパーティショ

ンの設定、または既存のパーティションまたは基本パーティションウィザードで作成

されたパーティションのリソース割り当てを調整します。 

 

第 6 章「リモート管理インターフェース」の 100 ページ「パーティション設定」を参照し

て下さい。 
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4  基本的なライブラリ操作 
 

この章では、NEO XL シリーズテープライブラリの操作に使用する基本機能について説明し

ます。 

ライブラリには 2つの主要なインターフェースがあります。 

 

・オペレーターコントロールパネル（OCP）－ ベースモジュールフロントパネルからラ

イブラリを監視、設定、および制御。 

・リモート管理インターフェース（RMI）－ Web ブラウザからライブラリを監視、設定、

および制御。RMIは専用の保護されたインターネットサイトを使用し、ライブラリをグ

ラフィッカルに表現します。背面パネルに接続したイーサネットネットワーク経由で

アクセスします。 

 

基本的なライブラリ操作のトピック： 

・ユーザーレベル 

・OCPライブラリ操作 

・RMIライブラリ操作 

・マガジンのマニュアルリリース 

・テープカートリッジの使用とメンテナンス 

 

ユーザーレベル 

OCPと RMIの両方のユーザーレベルとデフォルトのパスワードについて： 

・ユーザー － パスワードは必要ありません（[Configuration] > [User Accounts]にて

ユーザーパスワードが設定されていない限り、パスワードは空白のままにしておきま

す）。 ユーザーアカウントでは、ステータス情報へのアクセスが提供されますが、設

定、メンテナンス、または操作機能は提供されません。 

・管理者 － 管理者パスワードは、管理者としてログインする際に必要です。初期管理

者パスワードは、セットアップウィザードを使用して作成されます。管理者パスワー

ドは、[Configuration] > [User Accounts]で変更できます。 

管理者ユーザーは、ログ設定、セキュリティアクセス、およびサービスアクセスを除

くすべての機能にアクセスすることができます。 

・サービス － サービスユーザーへのアクセスは、サービス担当者のみが行います。サ

ービスパスワードは工場で設定されます。サービス担当者はサービスエリアに入るた

め、管理者とサービスの両方のパスワードが必要です。 
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OCP ライブラリ操作 

基本モジュール前面の OCP パネルには、ディスプレイの右側に LCDディスプレイ、5つのナ

ビゲーションボタン、および Enterキーがあり、またディスプレイの下側に電源ボタン、5

つの LED、USBポートがあります。また、下隅に LED が付いた 2つのマガジンボタンがあり

ます。 OCP によりライブラリのフロントパネルから監視、設定およびほとんどのライブラ

リ機能を操作することができます。 

 

詳細については、第 5章「オペレーターコントロールパネル」を参照して下さい。 

 

RMI ライブラリ操作 

Webインターフェースは使いやすく、オンラインヘルプを含む追加機能へのアクセスが提供

されるため、リモート管理インターフェース（RMI）をプライマリのライブラリンターフェ

ースとして使用することをお勧めします。製品を使用するために RMI は必要ありません。

ただし、SNMP、IPv6、暗号化、パーティション等の拡張機能を設定することが可能です。 

 

RMIを使用する前に、アクセスできるように OCPでライブラリネットワークの設定を行う必

要があります。これは初期構成ウィザードで行います。（36ページの OCPウィザードによる

初期設定をご覧下さい） 

詳細については、第 6章「リモート管理インターフェース」を参照して下さい。 

 

マガジンのマニュアルリリース 

テープマガジンとメールスロットは、NEO XL シリーズテープライブラリのフロントパネル

から手動でアクセスすることができます。 

各テープマガジンには、中央パネルの下隅にロック解除ボタンがあります。ボタンには、

マガジンのステータスを示す LEDがあります。 
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右の各マガジンは、前部をメールスロットとして指定する設定が可能です。メールスロッ

トのロックを解除するためには、右のマガジンボタンを 3秒未満押します。 

左右のマガジンを完全に解除するには、マガジンボタンを 3 秒以上押します。ロックが解

除されるとマガジンを手動で引き出すことができます。マガジンの開閉後は自動でライブ

ラリンベントリが行われます。 

ボタン LEDは、下表の通りマガジンの現在の状態を示します。 

 

注：マガジンのロック解除が進行中の場合、他のマガジンまたはメールスロットのロッ

クを解除することはできません。もしロック解除されたマガジンが 30秒以内に開か

れなかった場合、マガジンは再度ロックされます。 

 

テープカートリッジの使用とメンテナンス 

警告：LTOデータカートリッジを消磁しないで下さい！データカートリッジには磁気サーボ

信号があらかじめ記録されています。この信号はカートリッジを LTO テープドライブで使

用する際に必要です。磁気を帯びた物質をカートリッジから遠ざけるようにして下さい。 

 

可能な限りのデータカートリッジの長寿命化のため、次のガイドラインに従って下さい。 

・デバイス用に指定されたデータカートリッジのみを使用して下さい 

・クリーンドライブ LEDが点灯している場合にのみ、Ultriumユニバーサルクリーニング

カートリッジを使用してテープドライブをクリーニングして下さい。 

・カートリッジを落下させないで下さい。過度の衝撃は、カートリッジの中味またはカ

ートリッジケース自体を損傷させ、カートリッジが使用できなくなる可能性がありま

す。 
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・データカートリッジを直射日光やポータブルヒーター/暖房ダクトを含む熱源にさらさ

ないで下さい。 

・データカートリッジの動作温度範囲は 10〜35ºC です。保管温度範囲は、相対湿度が常

に 20％〜80％（結露しないこと）で、ホコリのない環境にて-40〜+60ºC です。 

・データカートリッジが指定範囲外の温度にさらされた場合、その温度にさらされたの

と同じ時間または 24時間のいずれか短い時間カートリッジを室温で安定させて下さい。 

・データカートリッジをコンピューターモニター、電気モーター、スピーカー、X線装置

などの電磁エネルギー源や強力な磁界源の近くに置かないで下さい。 

電磁エネルギーまたは磁界へさらすことにより、データとカートリッジメーカーがメ

ディアに書き込んだ埋め込みサーボコードを破壊し、カートリッジが使用不可になり

ます。 

・カートリッジの指定された領域にのみ識別ラベルを貼り付けて下さい。 

 

テープカートリッジへのラベル貼り付け 

装置にはバーコードリーダーがあり、テープラベルを読み取り、メモリーにインベントリ

データを保存します。装置はそしてホストアプリケーション、OCPおよび RMIにインベント

リ情報を提供します。各テープカートリッジにバーコードラベルを貼付すると、バーコー

ドリーダーはカートリッジをすばやく識別し、インベントリ時間が短縮されます。テープ

カートリッジにバーコードラベルを使用することを習慣にして下さい。 

 

適切なバーコードラベルには、バーコードの最後の 2文字にメディア IDが含まれています。

ライブラリは、バーコードメディア IDをもとに、テープドライブに互換性のないカートリ

ッジのローディングを行いません。例えばライブラリは LTO-3 というラベルのカートリッ

ジを LTO-6 テープドライブにローディングしません。これにより、カートリッジをローデ

ィングし、テープドライブがカートリッジをリジェクトするのに必要な時間を節約できま

す。 

 

ホストソフトウェアによっては、関連するバーコードから下記情報を追跡する必要がある

場合があります。 

・フォーマットまたは初期化日 

・テープのメディアプール 

・テープにあるデータ 

・バックアップ経過時間 

・テープの使用中に発生したエラー（テープに障害があるかどうかを判別するため） 
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重要：バーコードに関する間違った使用や理解により、バックアップおよびリストアの失

敗をもたらす可能性があります。高品質なラベルのみを使用して下さい。しばしばバーコ

ード読み取り問題の原因となるため。自作ラベルの使用はお勧めしません。 

 

LTOテープカートリッジには、カートリッジ前面のライトプロテクトスイッチの横に凹んだ

領域があります。このエリアを使用して、裏面に粘着性のあるバーコードラベルを貼り付

けます。下図に示す通りにのみ貼り付けを行って下さい。 

 

重要：バーコードラベルは示す通り、英数字の位置がテープカートリッジのハブ側になる

ようにのみ貼り付けて下さい。１つのカートリッジに複数のラベルを貼り付けないで下さ

い。テープドライブの中でカートリッジが詰まってしまう原因になる可能性があります。 

 

テープカートリッジの書き込み保護 

すべての書き換え可能なデータカートリッジには、偶発的な消去やデータの上書きを防止

するためのライトプロテクトスイッチがあります。カートリッジをデバイスにローディン

グする前に、ライトプロテクトスイッチが希望するポジションになっていることを確認し

て下さい。 

 

1 挿入矢印刻印 

2 バーコードラベル 

3 ライトプテクトスイッチ 

4 書き込み可能位置（空白） 

5 ロックアイコンのある書き込み禁止位置 
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スイッチの位置 

・スイッチを左にスライドさせて、デバイスがカートリッジにデータを書き込めるよう

にします。 

・スイッチを右にスライドさせて、カートリッジを書き込み禁止にします。赤マークま

たは小さな南京錠等の表示により、カートリッジが書き込み禁止になっていることを

視覚的に示します。 
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5  オペレーターコントロールパネル 
 

ベースモジュールフロントのオペレーターコントロールパネル（OCP）には、LCD ディスプ

レイ、5 つのナビゲーションボタンに加えてディスプレイの右側に Enterボタンが、またデ

ィスプレイの下側に電源ボタン、5 つの LED、および USB ポートがあります。また下隅に、

LEDの付いた 2つのマガジンボタンもあります。OCP から、監視、設定、およびほとんどの

ライブラリ機能の操作を行うことが可能です。 

 

OCP画面は、RMIの全機能と比較して、メニュー項目の一部分を提供します。 

（第 6章「リモート管理インターフェース」を参照） 

 

オペレーターコントロールパネルのトピック： 

・OCPレイアウト 

・設定変更手順 

・設定メニュー 

・メンテナンスメニュー 

・オペレーションメニュー 

・ステータスメニュー 

・ログアウト 

 

OCP レイアウト 

OCP画面は 3つの領域で構成されています 
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・左枠 － ライブラリとモジュールのステータス概要 

・右枠 － ライブラリの詳細と機能およびオプションへのアクセス 

・下枠 － 追加ステータス情報の表示 

 

OCP ホームページエレメントの詳細 

左枠 

ライブラリのステータス（ファームウェアリビジョン[FW]、モジュール数[Modules]、スロ

ット数[Slots]、ドライブ数[Drv]、エラー数[Err]、警告数[Warn]）。 

 

右枠 

ライブラリを操作および設定するためのアクセス、ならびに追加ステータス情報を表示す

るためのアクセスを提供します。（Operation, Configuration, Maintenance, Status, 

Logout） 

 

下枠 

追加ステータス情報（ライブラリステータス、時刻/日付、または IPv4/IPv6アドレス）を

表示します。ステータス枠には、1 つのステータス情報が 10 秒間表示され、次のステータ

ス情報に切り替わります。 

 

LED インジケータ 

電源ボタンの右側に 5つの LEDインジケータがあります。 
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LED 色 状態 

Ready 緑点灯 ライブラリ電源 ON 

緑点滅 テープドライブまたはライブラリロボットの動作中 

UID 青 OCP のメンテナンス画面から識別ライトの ON/OFF 動作を行う

ことにより、ユニット識別（UID）LED をコントロール。OCP

上の UID およびベースモジュール背面パネルが一緒に稼働ま

たは非稼働となる。UIDはデータセンターにおけるライブラリ

コンポーネントの位置を特定するのに役立つ。 

Clean 橙色 テープドライブクリーニング要求。 

Attn 橙色点滅 ライブラリは注意が必要な状況を検知。ただし大半の操作は

実行可能 

Error 橙色 修復不能なテープドライブまたはライブラリエラー発生。OCP

画面に関連するエラーメッセージを表示。ライブラリの一部

動作は実行不能なため、対応が必要。 

 

NEOxl 40 OCP メニュー 

OCPホーム画面には、この章で詳細に説明される 5 つのメニューカテゴリーがあります。 

 

OCPは、RMIの全機能と比較して、メニュー項目の一部を提供します。 

・初期設定 

・オペレーション(オペレーションメニューを参照) 

・メディアの移動 

・ドライブからホームスロットへのカートリッジの移動 

・インベントリスキャン 

・UID LED コントロール 

・設定（設定メニューを参照） 

 ・日付/時刻 

・ネットワーク設定 

・ドライブ電源 ON/OFF 

・ユーザーアカウント 

・PINの変更 



  

44 

 

 

・制限付き RMIログイン 

・保存/復元 

・設定ファイルの保存 

・設定ファイルの復元 

・デフォルト設定にリセット 

・既知ドライブとモジュールのリストをリセット 

・デフォルトの製造設定にリセット 

・メンテナンス（メンテナンスメニューを参照） 

・ライブラリテスト 

・システムテスト 

・スロット間テスト 

・ロボットテスト 

・OCPテスト 

・ウェルネステスト 

・イベントチケットログの表示 

・ドライブサポートチケットのダウンロード 

・ライブラリサポートチケットのダウンロード 

・ライブラリログのダウンロード 

・ドライブファームウェアアップグレード 

・ライブラリファームウェアのアップグレード 

・ロボットをベースモジュールに移動 

・システムの再起動 

・LCD調整 

・SSH（セキュアシェル） 

・マガジン/メールスロットのオープン 

・ステータス（41ページのステータスメニューを参照） 

・ネットワーク設定 

・ライブラリ 

・ドライブ 

・OCPについて 

・ログアウト(ログアウトを参照) 

 

ライブラリへのログイン（OCP 経由） 

フロントパネル OCPを使用してライブラリにログインするには： 

1. OCP スクリーンセーバーが ON になっている場合は、[Enter]キーを押してログイン画

面を表示します。 
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2. ドロップダウンユーザーリストから、ユーザーのタイプを選択します。 

 

3. 必要に応じて、PINを入力します。 

 

4. ログインボタンを選択して、フロントパネルの[Enter]キーを押します。 

ログインをキャンセルするには、[Clear]を選択します。 

 

設定変更手順 

OCPにて変更をナビゲートし行うには、LCDディスプレイの右側にある 5つのナビゲーショ

ンボタン（[Up]、[Down]、[Left]、[Right]、および[Back]）ならびに[Enter]ボタンを使

用します。 

 
1. 変更を行うには、ナビゲーションボタンを使用して OCP画面に表示されるオプション

を選択します。 

選択したオプションの周囲に太字のボックスが表示されます。 

2. [Enter]キーを押してオプションを選択します。 

・テキストオプション－最初の文字（またはスペース）の下にアンダースコア（_）

が表示されます。 
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・リストオプション－リスト特有の選択肢については、ドロップダウンリストが表

示されます。 

3. 設定を作成または変更します。 

・テキストオプション－[Left]/[Right]を使用してテキスト文字を選択し、

[Up]/[Down]を使用して置換文字（a-z、A-Z、0-9、ピリオド[.]またはハイフン[-]）

を選択します。[Up]を押すとリスト内で次に行き、[Down]を押すと戻ります。

[Up]/[Down]を長押しすると一度に 4文字スキップします 

・リストオプション－リストから項目を選択するには、[Up]/[Down]を使用します。 

4. [Enter]キーを押して変更を受け入れ、選択プロセスに戻ります。 

変更をキャンセルするには、オプションの最後に移動して[Cancel]を選択します。 

 

設定メニュー 

ナビゲーションボタンを使用して、ホーム画面の[Configuration]メニューを選択します。 

 

設定メニューには、次のサブメニューがあります。 

・初期システム設定 

・日付/時刻 

・ネットワーク設定 

・ドライブ電源 ON/OFF 

・ユーザーアカウント 

・保存/復元 

 

初期システム設定 

NEOの初期設定については、[Configuration] > [Initial System Setup]画面に移動します。 
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初期設定ウィザードは、ライブラリネットワーク設定、日付/時刻の設定、および管理者 PIN

の設定を通してガイドを行います。項目をスキップし、いつでもウィザードを停止するこ

とが可能です。ネットワーク設定を行うと、RMIからウィザードを開始して、残りの設定を

完了することができます。 

 

注：ライブラリの最初の電源投入時には、初期設定ウィザードを実行するように求めら

れます。[Finish]を選択しウィザードを完全に実行の上、初期設定を完了すること

をお勧めします。そうでなければ、OCP画面にログインするたびに、もう一度ウィザ

ードを実行するよう求められます。 

 

ネットワーク設定が行われると、RMIからウィザードを開始し残りの設定を完了することが

できます。 RMI を初めて使用するときは、デフォルトの管理者パスワード「adm001」にて

「管理者」ユーザーとしてログオンします。 

1. 初期システム設定画面で、[Next>]を選択し、[Enter]キーを押してネットワーク設定

ウィザードを開始します。 

 

ネットワーク設定では、ナビゲーションボタンを使用して以下の項目を設定すること

ができます： 

・ホスト名 

・ドメイン名 

・プロトコル 

・IPv4関連の設定 

 ・メソッド 

・IPv4アドレス 

・ネットマスク 

・IPv4ゲートウェイ 

・IPv4 DNS1 

 ・IPv4 DNS2 

・IPv6関連の設定 

・メソッド 

・IPv6アドレス 
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・IPv6ゲートウェイ 

・プレフィックス長 

・IPv6 DNS1 

・IPv6 DNS2 

2. ネットワーク設定を変更します。  

3. ネットワーク設定が完了したら、[Next>]を選択し、[Enter]キーを押して日付/時刻

設定を続行します。 

 

4. 日付と時刻の設定が完了したら、[Next>]を選択して[Enter]キーを押し、オペレータ

ーパネルの PIN設定を続行します。 

 

5. PIN の変更が完了したら、[Next>]を選択して[Enter]キーを押し、終了画面に移動し

ます。 

 

6. 設定を保持するには、[Finish]オプションを選択して[Enter]キーを押します。 

[Cancel]を押すと設定をスキップし、ウィザードを変更なしのままにします。送信す

る前に変更を修正するためには[<Back]ボタンを押します。 

 

日付/時刻 

日付と時刻を設定するには、[Configuration] > [Date/Time]画面に移動します。 
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1. 日付/時刻画面で日付フィールドを選択し、[Enter]キーを押して「日」からスタート

して日付を変更します： 

a. [Up]/[Down]を使用して日を選択します。 

b. [Right]を押すと月に移動します。 

c. [Up]/[Down]を使用して月を選択します。 

d. [Right]を押すと年に移動します。 

e. [Up]/[Down]を使用して年を選択します。 

f. [Enter]キーを押して変更を保存します。 

2. [Down]を押して時刻フィールドに移動します。 

3. [Enter]キーを押して、「時」からスタートして時刻を変更します 

a. [Up]/[Down]を使用して時を選択します。 

b. [Right]を押すと分に移動します。 

c. [Up]/[Down]を使用して分を選択します。 

d. [Right]を押して秒に移動します。 

e. [Up]/[Down]を使用して秒を選択します。 

f. [Enter]キーを押して変更を保存します。 

4. [Down]を押して[Submit]に移動します。 

5. [Enter]キーを押して、新しい日付と時刻を送信します。 

 

ネットワーク設定 

ネットワーク設定を行うには、[Configuration] > [Network Settings]画面に移動します。

次の設定を変更することができます。 

・ホスト名 

・ドメイン名 

・プロトコル 

・IPv4関連の設定 

・メソッド 

・IPv4アドレス 

・ネットマスク 

・IPv4ゲートウェイ 
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・IPv4 DNS1 

・IPv4 DNS2 

・IPv6関連の設定 

・メソッド 

・IPv6アドレス 

・IPv6ゲートウェイ 

・プレフィックス長 

・IPv6 DNS1 

・IPv6 DNS2 

 

ドライブ電源 ON/OFF 

[Configuration] > [Drive Power On/Off]画面からのドライブ電源の ONまたは OFF 

 

1. インストールされているすべてのドライブのリストから、ドライブ電源ステータスを

変更するドライブを選択します。 

2. [Enter]キーを押します。 

3. 選択したドライブの詳細画面で（電源ステータスはデフォルトの選択です）、[Enter]

キーを押します。 

 
4. 確認メッセージで[Yes]を選択して、[Enter]キーを押します。 

 

ユーザーアカウント 

[Configuration] > [User Accounts]画面には、次のサブメニューがあります。 

・PINの変更 

・制限付き RMIログイン 
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PIN の変更 

[Configuration] > [User Accounts] > [Change PIN]画面から、OCP画面へのアクセスに使

用する PINを変更することができます。 

 

1. [Select User]ドロップダウンボックスに移動し、リストから[User]を選択します。 

2. [Enter PIN]フィールドに移動し、[Enter]キーを押します。 

3. 設定変更手順を使用して、PINを変更します。 

4. [Enter]キーを押して変更を承諾します。 

5. [Repeat PIN]フィールドに移動し、[Enter]キーを押します。 

6. [Change Setting Procedure]を使用して、PINを変更します。 

7. [Enter]キーを押して変更を承諾します。 

8. [Submit]を有効にして、[Enter]キーを押して新しい PINを送信します。 

9. PIN として「0000」が選択されている場合（この場合自動的にシステムにログインさ

れます）、確認メッセージが表示されます。 [Yes]を選択して[Enter]キーを押します。 

 
PIN更新確認メッセージが表示されます。 

 

注：ログインしている限り、新しい PIN はアクティブになりません。ログアウトした後

にのみ新しい PIN が有効になります。 

 

制限付き RMI ログイン 

OCP の[Configuration] > [User Accounts] > [Restricted RMI Login]画面から、RMI Web

インターフェースへ制限付きでアクセスすることができます。 

制限付き RMI ログインが有効になっている場合、管理者およびセキュリティでの RMI への

ログインを行うことはできません。管理者は OCPから制限を無効にする必要があります。 

 



  

52 

 

 

制限付き RMIログインオプションを選択すると、次の画面が表示されます。 

 
[Enter]キーを押して、制限付き RMIログインオプションを有効にします。次の画面が表示

され、制限付きモードが有効であることを通知します。 

 

 

保存/復元 

[Configuration] > [Save/Restore]画面には、次のサブメニューがあります。 

 

・ライブラリ設定ファイルの保存 

・ライブラリ設定ファイルの復元 

・デフォルト設定にリセット 

・既知ドライブとモジュールリストのリセット 

・デフォルトの製造設定にリセット（サービス PIN でのみアクセス可能） 

・内部 IP範囲のリセット 

 

ライブラリ設定ファイルを保存 

[Save/Restore] > [Save Configuration File]画面にて、USBデバイスにライブラリ設定を

保存することができます。 
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1. USBデバイスを OCPの USBポートに挿入します。 

2. USBデバイスに設定ファイルを保存するに、[Submit]を選択して、[Enter]キーを押し

ます。保存プロセスが開始したことを通知するダイアログが表示されます。これには

数分かかる場合があります。 

3. 正常に保存されたメッセージが表示されたら、[Close]を選択し、[Enter]キーを押し

ます。 

設定ファイルの保存メッセージに戻ります。終了するには、必要に応じて[Back]を押して

下さい。 

 

ライブラリ設定ファイルの復元 

[Save/restore] > [Restore Configuration File]画面にて、USB デバイスからライブラリ

の設定を復元することができます。 

 
1. 設定を保存した USBデバイスを OCPの USBポートに挿入します。 

2. USBデバイスから設定ファイルを復元するには、[Submit]を選択して、[Enter]キーを

押します。 

3. 確認メッセージで[Yes]を選択し、[Enter]キーを押して復元を開始します。 

ダイアログが表示され、復元プロセスが開始したことが通知されます。これには数分

かかる場合があります。 

4. 正常に保存されたメッセージが表示されたら、[Close]を選択し、[Enter]キーを押し

ます。 

設定ファイルの復元メッセージに戻ります。終了するには、必要に応じて[Back]を押して

ください。 
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デフォルト設定にリセット 

[Save/Restore] > [Reset Default Settings]画面から、ライブラリをデフォルト設定にリ

セットすることができます。 

 

1. 設定をデフォルトにリセットするには、[Submit]を選択して、[Enter]キーを押しま

す。 

リセットプロセスを確認するダイアログが表示されます。 

 

2. [Yes]を選択して[Enter]キーを押し、リセットを開始します 

3. 正常にリセットされたメッセージが表示されると、ライブラリは自動的に再起動しま

す。 

 

既知ドライブとモジュールリストのリセット 

[Save/Restore] > [Reset List of Known Drives and Modules]画面では、ライブラリスタ

ックリストから存在しないモジュールとドライブを削除することができます。 

 

1. ライブラリ内のドライブとモジュールのリストをリセットするには、[Submit]を選択

して、[Enter]キーを押します。リストのリセットプロセスを確認するダイアログが

表示されます。 

2. 確認メッセージで[Yes]を選択し、[Enter]キーを押してリセットします。 
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3. 正常にリセットされたメッセージが表示されたら[Close]を選択し、[Enter]キーを押

します。 

 

デフォルトの製造設定にリセット（サービス PIN でのみアクセス可能） 

サービスとしてログオンした後、このオプションを使用するとデフォルトの製造設定に戻

ります。 

 

内部 IP範囲をリセット 

内部 IPアドレス範囲は、初期ライブラリセットアップウィザードで設定されます。将来的

に顧客ネットワークへ変更のため、内部 IP アドレス範囲をリセットする必要がある場合、

この設定オプションを使用します。 

 

メンテナンスメニュー 

ナビゲーションボタンを使用して、ホーム画面のメンテナンスメニューを選択します。 

 

メンテナンスメニューには、次のサブメニューがあります。 

・ライブラリテスト 

・イベントの表示 

・ドライブログのダウンロード 

・ライブラリログのダウンロード 

・ドライブファームウェアアップグレード 

・ライブラリファームウェアアップグレード 

・LCDの調整 

・SSH（セキュアシェル） 

 

ライブラリテスト 

[Maintenance] > [Library Tests]画面には、次のサブメニューがあります。 
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・システムテスト 

・スロット間テスト 

・ロボットテスト 

・OCPテスト 

 

注：ウェルネステストやエレメント間テストなどの他のライブラリテストは、RMIでのみ

実施可能です。これらのテストを実行するには、RMI の[Maintenance] > [Library 

Tests]画面に移動して、メニューリストからテストを選択してください。 114 ペー

ジの第 6章内「ライブラリテスト」を参照して下さい。 

 

システムテスト 

[Maintenance] > [Library Tests] > [System Test]画面では、カートリッジをスロットか

らドライブに移動し戻すことによりライブラリ機能全般の動作に関するシステムテストを

実行します。 

 

システムテスト機能の要点： 

・各サイクル中に、ライブラリはカートリッジをフルスロットから空のドライブに移動

し、次にそれを元のスロットに戻します。テストのサイクル数は選択可能です。テス

トがキャンセルされると、ライブラリはカートリッジを元のスロットに戻します。 

・ライブラリはテスト中にクリーニングカートリッジを移動しません。 

・テストはライブラリ全体で動作し、パーティション設定は考慮されません。 

・テスト中、ライブラリはオフラインになります。 
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システムテストの設定： 

・サイクル－テストを繰り返す回数（1〜10）。 

・メディア－実行されるテストのタイプ（シートまたはスレッド）。 

 

スロット間テスト 

[Maintenance] > [Library Tests] > [Slot to Slot Test]では、マガジンスロット間での

カートリッジの移動により、ライブラリ機能全般の動作を実行します。 

 

・各サイクル中に、ライブラリはカートリッジをフルスロットからランダムに選択され

た空きスロットに移動します。テストのサイクル数（1〜10）を選択することができま

す。 

・テストがキャンセルされた場合、ライブラリは現在の移動を完了してから停止します。 

・テスト中、ライブラリはオフラインになります。 

 

ロボットテスト 

[Maintenance] > [Library Test] > [Robotic Test]では、モーターの初期化およびセンサ

ーとバーコードリーダーの確認を行うことにより、ロボット機能全般の動作を実行します。

テスト中、ライブラリはオフラインになります。 

 

テストステータスフィールドには、次のステータス情報が表示されます。 

・テスト未実施 

・テスト中 

・テスト合格 

・テスト中止 

・テスト失敗 (失敗のチケット IDも表示されます) 
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OCP テスト 

[Maintenance] > [Library Tests] > [OCP Test]で、フロントパネルの LED の機能を実行

します。テストでは、すべての LEDを左から右、右から左に順番に ON/OFFの切り替えを行

います。テスト中、ライブラリはオフラインになります。 

 

注：[Reset LCD Adjustment]テストは、RMIでのみ実行可能です。 

 

イベントの表示 

[Maintenance] > [View Events]画面から、すばやく最近のエラーと警告イベントの概要を

見ることができます。 

 

1. [Up]/[Down]ボタンで移動して、イベントログを選択します。 

・エラーイベントの表示 

・警告イベントの表示 

2. [Enter]キーを押します。 

画面には次のコンポーネントが表示されます。 

・チケット番号 

・イベントコード 

・時間 

・コンポーネント 

・ID 

・説明 

 

注：左側と右側の小さな矢印は、ログに複数のチケットが含まれていることを示し

ます。前/次のチケットに移動するには、[Left]または[Right]ボタンを使用し

ます。 
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エラーイベントログの表示例： 

 

警告イベントログの表示の例： 

 
 

ドライブログのダウンロード 

[Maintenance] > [Drive Logs]画面から、ライブラリにインストールされているすべての

ドライブのログをダウンロードすることができます。 

 

1. [Up]/[Down]ボタンを使用してドライブを選択し、[Enter]キーを押します。 

2. [Up]/[Down]ボタンを使用してドライブログタイプを選択し、[Enter]キーを押します。 

 

・[Regular Dump]と[Forced Dump]のログタイプでは、USB デバイスを OCP の USB ポ

ートに差して下さい。 

・[Dump to Flash]タイプは USBデバイスを必要としません。ログはドライブの内部

フラッシュに書き込まれます。 
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3. [Down]ボタンを押して[Save]ボタンをアクティブにし、[Enter]キーを押してダウン

ロードを開始します。 

 

ライブラリログのダウンロード 

[Maintenance] > [Library Log]画面から、ライブラリログを USBデバイスにダウンロード

することができます。 

 

USBデバイスを挿入し、[Enter]キーを押してダウンロードを開始します。 

 

ドライブファームウェアアップグレード 

[Maintenance] > [Drive Firmware Upgrade]画面から、ライブラリにインストールされて

いる 1台またはすべてのドライブをアップグレードすることができます。 

 

ドライブのファームウェアを更新するには、ファームウェアファイルが USB ドライブで利

用可能である必要があります。 

1.[Up]/[Down]ボタンを使用して、ドライブリストからドライブタイプを選択し、[Enter]

キーを押します。 

2.[Up]/[Down]ボタンで移動して、インストールされている同じタイプ（同じ世代、フォ

ームファクターおよびインターフェースタイプ）または以前に選択したタイプの特定

のドライブのどちらをアップグレードするかを選択します。 
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3. [Enter]キーを押して選択を確認します。 

4. [Next]に移動して[Enter]キーを押します。 

5. [Up]/[Down]ボタンを使用して、アップグレードプロセスに使用するファームウェア

イメージ名を選択します 

 

6. [Enter]キーを押して選択を確認します。 

7. [Submit]に移動し、[Enter]キーを押してアップグレードプロセスを開始します。 

 

ライブラリファームウェアアップグレード 

[Maintenance] > [Library Firmware Upgrade]画面から、ライブラリファームウェアをア

ップグレードすることができます。ライブラリファームウェアが更新されると、ライブラ

リは拡張モジュールのファームウェアも互換性のあるバージョンへ更新します。 

 

ライブラリファームウェアを更新するには、ファームウェアファイルが USB ドライブにて

利用可能である必要があります。 

1. USBデバイスを OCPの USBポートに差し込み、[Enter]を押して続けます。 

 
USBデバイスに 1つ以上のファームウェアファイルがある場合、ここに表示されます。 

2. [Up]/[Down]を使用して、アップグレードプロセスに使用するファームウェアイメー

ジ名をハイライト表示し、[Enter]キーを押します。 

 



  

62 

 

 

3. [Down]を押して[Submit]に移動し、[Enter]を押してアップグレードプロセスを開始

します。 

 

 

LCD 調整 

[Maintenance] > [LCD Adjustment]画面では、バックライトの輝度と LCD ディスプレイの

コントラストを調整することができます。 

 

1. [Adjust Contract]ボタンに移動し、[Enter]キーを押してコントラスト調整画面を開

きます。 

 

2. [Right]ボタンを使用してスライダーを右に移動し、コントラストを上げるか、また

は[Left]ボタンを押してスライダーを左に移動してコントラストを下げて下さい。 

3. 終了したら、[Back]を押して、[Maintenance] > [LCD Adjustment]画面に戻ります。 

4. [Adjustment Backlight]ボタンに移動し、[Enter]キーを押してバックライト調整画

面を開きます。 

5. [Right]ボタンを使用してスライダーを右に移動し、明るさを上げるか、または[Left]

ボタンを使用してスライダーを左に移動して明るさを下げて下さい。 

6. 終了したら、[Back]を押して、[Maintenance] > [LCD Adjustment]画面に戻ります。 

7. [Down]を押して[Submit]に移動し、[Enter]を押して新しい調整値を送信します。 
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SSH（セキュアシェル） 

[Maintenance] > [SSH(Secure Shell)]画面で、ネットワークインターフェースの SSHポー

トを有効にすることができます。 

 

1. [Enter]キーを押して SSH（Secure Shell）ボックスをチェックし、[Submit]をアクテ

ィブにします。 

2. [Down]を押して[Submit]に移動し、[Enter]を押して変更を送信します。 

 

オペレーションメニュー 

ナビゲーションボタンを使用して、ホーム画面の[Operation]メニューを選択します。 

 

 

[Operation]メニューには、次のサブメニューがあります。 
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・メディアの移動 

・ドライブからホームスロットへのカートリッジの移動 

・インベントリスキャン 

 

メディアの移動 

OCPの[Operation] > [Move Media]画面を使用して、ソースエレメントにあるカートリッジ

を、同じパーティション内の利用可能な宛先エレメント（例えばメールスロットからドラ

イブ）に移動させることができます。 

・ソースエレメント － テープカートリッジが存在する有効なメールスロット、テープ

ドライブ、およびストレージスロット（その順に） 

・宛先エレメント － 空の有効なメールスロット、テープドライブ、およびストレージ

スロット。 

 

テープドライブは、各エレメントリストの一番上に、ドライブ番号順にリストされます。

テープドライブは Drive(1)からスタートし、ライブラリの物理的に上から番号が付けられ

ています。 

メールスロットと通常のスロットは、スロット番号順にリストされています。スロットに

は m.sの番号が付けられており、ここで mはモジュール番号、sはモジュール内のスロット

です。 

1. Move Media画面において、[Enter]キーを押し[Source]選択画面を開きます。 

 

カートリッジの場所のリストが表示されます。[Back]ボタンを押すと、操作メニュー

に戻ります。ナビゲーションボタンを使用してソースを選択します。 

2. ソースを選択したら、[Enter]ボタンを押して[Destination]選択画面を開きます。 

 

可能な宛先リストが表示されます。[Back]ボタンを押すと、操作メニューに戻ります。
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ナビゲーションボタンを使用して宛先を選択します。 

3. 宛先を選択した状態で[Enter]ボタンを押すと、サマリー画面が表示されます。 

 

[Submit]がすでに選択されているため、[Enter]ボタンを押すだけでメディアの移動

を開始します。[Back]ボタンを押すと手順が中止され、操作メニューに戻ります。そ

こでもう一度画面をステップ実行して、選択を変更することができます。 

 

[Move]コマンドが完了すると、ホーム画面に戻ります。 

 

ドライブからホームスロットへのカートリッジの移動 

[Operation] > [Move Cartridge from Drive to Home Slot]機能を使用すると、ドライブ

から元々のスロットにカートリッジを戻すことができます。 

 

[Operation] > [Move Cartridge from Drive to Home Slot]画面には、カートリッジが入

っているすべてのドライブが表示されます。 

1. ナビゲーションボタンを使用して、元々のスロットに戻したいカートリッジの入って

いるドライブを選択します。 

2. [Enter]キーを押します 

 

3. [Submit]を選択し、[Enter]キーを押して[Move]コマンドをアクティブにします。 
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インベントリスキャン 

[Operation] > [Inventory Scan]機能は、ライブラリンベントリを手動でスキャンします 

 

再スキャンがすでに選択されているため、[Enter]ボタンを押すだけでインベントリスキャ

ンが開始されます。 

 

ステータスメニュー 

NEOテープライブラリとそのコンポーネントのステータスを OCPで表示するには、ナビゲー

ションボタンを使用し、ホーム画面の[Status]メニューを選択します。 

 

ステータスメニューには、次のサブメニューがあります。 

・ネットワーク設定（ステータス） 

・ライブラリ（ステータス） 

・ドライブ（ステータス） 

 

ネットワーク設定（ステータス） 

[Status] > [Network Settings]画面から、以下のネットワーク設定のステータスに関する

情報を確認することができます： 

・ホスト名 

・ドメイン名 

・プロトコル 

一般的なネットワーク設定 

・Macアドレス 

・リンクステータス 

・リンク速度 
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・デュプレックス 

IPv4 

・DHCP 

・アドレス 

・ネットマスク 

・ゲートウェイ 

・DNS 1 

・DNS 2 

IPv6 

・メソッド 

・アドレス 

・プレフィックス長 

・ゲートウェイ 

・DNS 1 

・DNS 2 

 

ライブラリ（ステータス） 

[Status] > [Library]画面から、次のライブラリステータス情報を確認することができま

す。 

・ライブラリステータス 

・スタック内の各モジュールのモジュールステータス（最大 7つ） 

 

ライブラリステータス画面 

[Status ] > [Library] > [Library Status]画面には、次のステータス情報が表示されま

す。 

ライブラリ情報： 

・ベンダー 

・製品 ID 

・シリアルナンバー 

・ベースファームウェアリビジョン 

・拡張ファームウェアのリビジョン 
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・ロボットハードウェアリビジョン 

・ロボットファームウェアリビジョン 

・バーコードリーダーハードウェアリビジョン 

・バーコードリーダーファームウェアリビジョン 

ライブラリステータス： 

・ライブラリステータス － Scanning、Moving、Idle等 

・トータル電源 ON時間 － 日/時間/分 

・移動中のカートリッジ － 現在移動中のカートリッジのソーススロット 

・走行距離計 － ロボットアセンブリの移動回数 

・ロボット位置 － スタック内の位置 

・輸送用ロック － Lockedまたは Unlocked 

 

モジュールステータス画面 

[Status] > [Library] > [Module #]画面には、次のステータス情報が表示されます。 

・コントローラーリビジョン － ベース/拡張コントローラー 

・電源ステータス － 電源の冗長ステータスを表示 

・下部電源 － Presentまたは Not Present 

・上部電源 － Presentまたは Not Present 

 

ドライブ（ステータス） 

[Status] > [Drive]画面から、ライブラリにインストールされている各ドライブの設定と

ステータスを確認することができます。 

ドライブリストからドライブを選択するには、[Up]/[Down]ボタンを使用します。ドライブ

リストにはすでにドライブの電源状態（ONまたは OFF）が表示されています。 

 

[Status] > [Drive] > [Drive #]画面には、次のステータス情報が表示されます。 

・ベンダー 

・パーソナリティ 

・ファームウェア 

・世代 

・フォームファクター － HHまたは FH 
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・インターフェースタイプ － FCまたは SAS 

・製造者 S/N 

・電源 － ONまたは OFF 

・WWNN 

・温度 

・論理ライブラリ 

・暗号化 

・カートリッジ － バーコードラベルまたはカートリッジがロードされていない場合は

N/A 

・モジュールの場所 

・冷却ファンのステータス － Activeまたは Not Active 

ファイバーチャネルドライブ：ポート 0およびポート 1（存在する場合）のステータス 

・WWPN 

・速度 

・ポートタイプ 

・ポート IDまたはループ ID/ALPA 

・インターフェース 

SASドライブ：ポート 0およびポート 1のステータス 

・WWPN 

・インターフェース 

・速度 

 

ライブラリステータス 

ライブラリ情報とステータスの概要が左枠内に表示されます。追加ライブラリモジュール

の設定とステータス情報については、OCP の[Status] > [Library Status]画面に移動しま

す。 

ステータス画面には 3つの領域があります。 

・ライブラリ情報 

・ライブラリステータス 

・モジュールステータス 

 

ライブラリ情報 

必要に応じて、オプションバーをタッチして、このセクションにリストされている次の項

目を表示します。 

・ベンダー 

・製品 ID 
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・シリアル番号 － ライブラリのシリアル番号。 

・ファームウェアリビジョン 

・ロボットハードウェアリビジョン 

・ロボットファームウェアリビジョン － 現在インストールされているロボットアセン

ブリファームウェアバージョン。ロボットアセンブリファームウェアはライブラリフ

ァームウェアにバンドルされてインストールされます。 

・バーコードリーダーハードウェアリビジョン 

・バーコードリーダーファームウェアリビジョン － 現在インストールされているバー

コードリーダーファームウェアバージョン。バーコードリーダーファームウェアは、

ライブラリファームウェアにバンドルされてインストールされます。 

 

ライブラリステータス 

必要に応じて、オプションバーをタッチして、このセクションにリストされている次の項

目を表示します。 

・ライブラリステータス（トップバナーのステータスと一致）。 

・Idle － ライブラリロボット機構のアクションを実行する準備ができています。 

・Moving － ライブラリロボット機構がカートリッジを移動しています。 

・Scanning － ライブラリロボット機構がカートリッジのインベントリを実行してい

ます。 

・Offline － ライブラリロボット機構はライブラリによってオフラインになりました。 

・トータル電源 ON時間 － 製造されてからベースモジュールの電源が投入された合計時

間。 

・移動中のカートリッジ － 該当する場合、現在ロボットアセンブリ内にあるカートリ

ッジのバーコードラベルを表示します。 

・走行距離計 － ロボットアセンブリの移動回数。 

・ロボットの場所 － ロボットが現在配置されているモジュールを表示します。 

・輸送用ロック － ロボット機構の輸送用ロックが解除されているか、ロックされてい

るかを示します。 

 

モジュールステータス 

インストールされている各モジュールには、個別のステータスが表示されます。必要に応

じてオプションバーをタッチして、このセクションにリストされている次の項目を表示し

ます。 

・ベース/拡張コントローラーリビジョン － 選択したモジュールに現在インストールさ

れているコントローラーボードのハードウェアリビジョン 

・電源ステータス － 電源の冗長性のステータスを表示します。 
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・下部電源装置 － 下部 PSUベイの電源装置のステータスを表示します。 

・上部電源装置 － 上部 PSUベイの電源装置のステータスを表示します。 

・ドライブ電源ボード － モジュールのドライブスロットのドライブ電源ボード（DC-DC

コンバーター）のステータス。 

 

[Refresh]を押すと、ステータスを更新することができます。 

 

カートリッジインベントリ 

ライブラリスロット、カートリッジ、ドライブをモジュールごとに表示するには、OCP の

[Status] > [Cartridge Inventory]画面に移動します。そこからグラフィック表示または

リスト表示のいずれかを選択します。両方のインベントリビューオプションとも、スロッ

トまたはドライブに保管されているカートリッジの情報とともに各々のエレメントが表示

されます。 

 

注：移動操作できない未使用のスロットに保管されているカートリッジはグレー表示さ

れ、どのパーティションにも割り当てられません。 

 

モジュールごとのエレメントリストを表示するには、[Status] > [Cartridge Inventory] > 

[List View]に移動します。すべてのスロットエレメントの 1つがデフォルトのビューにな

っています。 

 

リストビューの表示： 

・モジュール － モジュール番号。 

・スロット番号 

・スロットの場合、スロット番号を示し（m.s の形式で、mはモジュール番号、sは 

スロット番号です）カートリッジが現在どこにあるかを示します。 

・ドライブの場合、ドライブ番号を示し（下から上に番号が付けられています） 

カートリッジが現在どこにあるかを示します。 

・バーコード － バーコードラベル（ある場合）。 

・Full － カートリッジがスロットにある場合は X。 

・Gen. － カートリッジの LTO世代。 

・パーティション － パーティション番号。 

デフォルトのビューは、スロット内のカートリッジです。上部のボタンはビューを切り替

えて表示をフィルタリングすることができます： 

スロットまたはドライブ － リストをテープドライブのみに制限するには、[Drive]をクリ

ックします。ドライブエレメントのみが表示されボタンが[Slots]に変わります。デフォル
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トのスロットビューに戻るには、[Slots]をクリックします。 

 

カートリッジまたはエレメント － リストを中のカートリッジとともにライブラリエレメ

ントのみに制限するには、[Cartridge]をクリックします。空/フルを問わずエレメントの

完全なリストに戻るには、[Elements]をクリックします。 

 

バーコードラベルによる検索 － バーコードラベルをもとにリストをフィルタリングする

には、検索フィールドにポップアップキーボードを使用してバーコード文字を入力し、

[Search]を押します。ラベルのどの文字でも検索が可能です。検索文字は大文字と小文字

が区別されません。ワイルドカード（任意文字）は使用できません。フィルタリングを無

効にしてすべてのスロットを表示するには、検索フィールドの検索テキストを押し、キー

ボードの[Back]を押し、[Search]を押します。 

 

パーティションマップ 

パーティションごとのエレメントを表示するには、OCPの[Status] > [Partition Map]画面

に移動します。 

 

注：移動操作できない未使用のスロットに保管されているカートリッジはグレー表示さ

れ、どのパーティションにも割り当てられません。 

 

パーティションごとのエレメントリストを表示するには、[Status] > [Partition Map] > 

[List View]に移動します。すべてのスロットエレメントのうちの 1つがデフォルトのビュ

ーになっています。  

 

レイアウトと機能は、カートリッジインベントリの場合と同じです。リストのグループ化

はモジュールの代わりにパーティションごとに行われます。 

 

ドライブステータス 

OCP の[Status] > [Drive Status]画面には、ライブラリにインストールされている各ドラ

イブの設定とステータスが表示されます。 
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ドライブ情報はオプションバーに表示されます： 

・ドライブ番号 － ドライブはライブラリの下部から上に向かって番号が付けられます。 

・シリアル番号 － ライブラリによってテープドライブに割り当てられたシリアル番号

（S/N）がホストアプリケーションに報告されます。シリアル番号は変更できません。 

・ベンダー/LTO世代/フォームファクター/インターフェース － 基本的なドライブ情報。 

・ライブラリの健康状態 － ライブラリの全体的なヘルスステータスを示すアイコン。 

・ドライブステータス － 現在のドライブアクティビティ。 

・電源ステータス － ドライブの電源が現在 ONか OFFかを表示します。 

 

必要に応じて、ドライブオプションバーをクリックして開きます。ドライブステータスペ

ージには、次の情報が表示されます。 

・ベンダー 

・ファームウェア － 現在ドライブにインストールされているファームウェアのバージ

ョン。 

・電源 － ドライブの電源が現在 ONか OFFかを表示します。 

・温度 

・暗号化 － ドライブにて KMIPライセンスを使用した暗号化機能が設定されているかど

うかを表示します。 

・IPアドレス 
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・モジュールロケーション － モジュールの場所。複数モジュール構成の場合、ドライ

ブがどのモジュールに設置されているかを示します。 

・冷却ファンステータス － ドライブの冷却ファンのステータス。 

・SCSIエレメントアドレス 

・パーソナリティテープドライブの OEM ベンダーに固有。これは、使用されているファ

ームウェアによって決まります。テクニカルサポートが情報を要求した場合に必要で

す。 

・製造者 S/N － ドライブの製造時に割り当てられたシリアル番号。テクニカルサポート

とやり取りする場合は、このシリアル番号を使用して下さい。 

・WWNN － ドライブのワールドワイドノードナンバー。 

・パーティション － パーティションの番号。パーティションに現在、ライブラリと SCSI

通信を行っているドライブが含まれている場合、「（Library LUN）」で指定されます。 

・カートリッジ － カートリッジがドライブ内にある場合、そのカートリッジのバーコ

ード。 

・メディアの取り出し － 許可または禁止。多くのホストアプリケーションがテープド

ライブ内のカートリッジにアクセスしている際にメディアの取り出しを行わないよう

にします。Disallowed の場合、ドライブはロックされ、OCP または RMI 経由でドライ

ブからカートリッジを移動またはアンロードすることができません。ドライブを解放

するためにはバックアップアプリを使用する必要があります。 

・データ圧縮 － 有効または無効。ドライブがデータ圧縮を使用しているかどうかを示

します。 

・製品 ID 

 

水平バーの後に、ポート情報が表示されます。 

 

FC ドライブの場合： 

・速度 － 2 Gb/s、4 Gb/s、または 8 Gb/sを示します。 

・ポートタイプ － ループ（タイプ）またはファブリック。 

・インターフェース － ログイン完了や光検出なしなどのインターフェースのステータ

スを表示します。 

・ループ ID/ALPAまたはポート ID 

SASドライブの場合： 

・速度 － 1.5 Gb/s、3 Gb/s、または 6 Gb/sを示します。 

・インターフェース － 接続済みまたは未接続のいずれかを表示します。 
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ステータスを更新するには、[Refresh]をクリックします。すべてのパーティションデータ

セクションを展開するには、[Expand All]をクリックします。展開次第[Collapse All]を

クリックして、すべてのドライブデータセクションを折りたたみオプションバーだけにし

ます。 

 

ネットワークステータス 

OCP の[Status] > [Network Status]画面に、ライブラリが接続されているネットワークの

設定とステータスが表示されます。 

 

必要に応じてオプションバーをタッチして開き、すべての情報を表示します。 

・ホスト名 － ライブラリのホスト名。 

・ドメイン名 

・プロトコル － IPV4または IPv6。 

・一般的なネットワーク設定 

・MAC アドレス － xx：xx：xx：xx：xx：xx 形式のライブラリコントローラーネット

ワークインターフェースのユニーク ID。 

・リンクステータス － 有効または無効。 

・リンク速度 － ライブラリへのイーサネット接続の速度（Mbit/s）。 

・デュプレックス － 有効または無効。 

・IPv4設定（使用する場合）： 

・DHCP － DHCPが有効な場合、ライブラリは電源 ONのたびに DHCPサーバーから IPア

ドレスを要求します。 

・アドレス － ライブラリが使用する IP アドレス。DHCP が有効の場合、アドレスは

DHCPサーバーから取得されます。DHCPが有効でない場合、アドレスは静的に設定さ

れたものになります。 
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・ネットマスク － DHCP が無効の場合に使用されるライブラリコントローラーのネッ

トワークマスク。 

・ゲートウェイ － DHCPが有効になっていない場合に使用されるゲートウェイ。 

・DNS 1 － プライマリ DNSサーバーの IPアドレス。 

・DNS 2 － セカンダリ DNSサーバーの IPアドレス。 

・IPv6設定（使用する場合）： 

・ステートレスアドレス指定 － 有効にすると、ルーターアドバタイズメントと MAC

アドレスから取得したルーティング情報に基づき、デバイスは自身のアドレスを生

成します。デバイスは異なるルーターから割り当てることができる最大 5 つのグロ

ーバルアドレスを同時に管理できます。 

・静的アドレス指定 － 有効にすると、ライブラリは静的に設定されたアドレスを使

用します。 

・静的割り当てアドレス － 静的アドレス指定が有効の場合の IPv6アドレス。 

 

ログアウト 

ナビゲーションボタンを使用して、ホーム画面の[Logout]メニューを選択します。 

ログアウト画面では、OCP画面の現在のセッションを終了して、デフォルトのログイン画面

に戻ることができます。画面では[Submit]が事前に選択されているため、[Enter]キーを押

すだけで済みます。 
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6  リモート管理インターフェース 
 

リモート管理インターフェース（RMI）は、ブラウザ経由でオンラインヘルプを含むすべて

のライブラリ設定機能を提供する NEOの Webインターフェースであり、OCPより使いやすい

ものです。 

 

RMIを使用する前に、OCPを使用してライブラリネットワーク設定を行い、管理者パスワー

ドを設定する必要があります。これは通常、ライブラリが最初に起動されたときに行われ

ます。（30ページの「OCPウィザードを使用した初期設定」を参照） 

 

RMI を起動してライブラリにログインするには、サポートされている HTML ブラウザの最新

バージョンを開き、ブラウザのアドレスバーにライブラリの IPアドレスを入力します。サ

ポートされているブラウザには Internet Explorer、Firefox、Chrome、Safari などがあり

ます。 

 

注：追加情報については、RMIのオンラインヘルプを確認して下さい。ヘルプページはフ

ァームウェアの更新と同時に更新され、多くの場合、本ドキュメントには含まれて

いない可能性のある最新の技術詳細が含まれています。RMIオンラインヘルプにアク

セスするには、RMI トップバナーの右側のクエッションマークアイコン（?）をクリ

ックします。 

 

RMIを使用してリモートでライブラリにログインするには： 

1. サポートされている Webブラウザを開き、ブラウザのアドレスバーにライブラリの IP

アドレスを入力します。 

2. ドロップダウンリストから、ユーザータイプを選択します。 

 

3. 必要に応じて、[Password]を入力します。 

4. [Login]をクリックします。 

 

リモート管理インターフェースのトピック： 

・RMIレイアウト 

・ホームページエレメントの詳細 
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・RMI設定オプション 

・RMIメンテナンスオプション 

・RMI操作オプション 

・RMIステータスオプション 

 

RMI レイアウト 

RMIホームページは、次の領域で構成されています: 

 

・トップバナー － ホーム、ログアウト、ヘルプ（?）ボタンが含まれ、ライブラリとユ

ーザーに関する全体的なステータスと一般的な情報を表示します。 

・左枠 － ライブラリ IDとモジュールステータスを表示します。 

・中央枠 － ライブラリを操作および設定を行い、追加のステータス情報を表示するた

めのアクセスを提供します。 

・右枠 － 最近のイベントログ（ホームページのデフォルト）または中央枠オプション

が選択されると追加機能を表示します。 

 

ホームページエレメントの詳細 

RMIデフォルトホームページのトップバナー、左枠、中央枠、右枠セクションの詳細 

 

RMI トップバナーエレメント 

・Home Icon － ホームアイコンをクリックして、メインページに戻ります。 

・Library Health － ライブラリの全体的なヘルスステータスを示すアイコン。 
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・Status OK Icon － 緑のチェックマークアイコンは、すべてのライブラリコンポ

ーネントは完全に機能しており、ユーザーの介入が必要ないことを示します。 

・Warning Status Icon － 黄色の三角形の（！）アイコンはユーザーの注意が必要

であるが、ライブラリはまだ大半の操作を実行できることを示します。イベント

チケットログを表示するにはアイコンをクリックします。 

・Error Status Icon － 赤い丸の（X）アイコンは、ユーザーの介入が必要であり、

ライブラリの一部操作が実行できないことを示します。イベントチケットログを

表示するにはアイコンをクリックします。 

・Status － ライブラリロボット機構のステータス。 

・Idle － ライブラリのロボット機構はアクションを実行する準備ができています。 

・Moving － ライブラリのロボット機構はカートリッジを移動しています。 

・Scanning － ライブラリのロボット機構はカートリッジのインベントリを実行し

ています。 

・Offline － ライブラリのロボット機構はライブラリによってオフラインになりま

した。 

・Library Time & Date － イベントログとサポートチケットの分析に役立つ情報であり、

サポートに連絡するときに必要になる場合があります。 

・User － このセッションにログインしたユーザーアカウント。 

・Logout － この RMIセッションからログアウトし、ビューを[Login]ページに変更しま

す。 

・Help － ライブラリのオンラインヘルプにアクセスします。 

 

RMI 左枠のエレメント 

・Serial # － ベースモジュールのシリアルナンバー。 

・Hostname － ライブラリのホスト名。 

・IPv＃ － IPバージョン（IPv4または IPv6）と IPアドレス。 

・Firmware － ライブラリのファームウェアバージョン。 

・Module Status Overviews － 各モジュールの設定と健康状態の概要。別のモジュール

を選択するにはモジュールステータス領域をクリックします。 

 

・Module Health Icon － ライブラリの健康状態を示すアイコン（緑：OK、黄色：
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警告、または赤：エラー）。 

・Module Number － モジュールは、ライブラリの物理的な位置に基づき、最下部を

[Module 1]として順に番号が付けられます。ベースモジュールには[Base]と注釈

が付けられます。 

・Drive Status － モジュールにインストールされているドライブの数、各ドライ

ブの健康状態（カラーコード）、およびインストールされているドライブを示すバ

ー。ドライブの設定およびステータス情報のポップアップを表示するには、ドラ

イブバーの長方形をクリックします。 

・黒長方形 － ドライブが完全に機能していて、介入が不要であることを示し

ます。 

・黄色長方形 － 注意が必要であるもののドライブのほとんどの操作が実行可

能であることを示します。 

・赤長方形 － ユーザーの介入が必要であること、またはドライブの一部操作

が実行不能であることを示します。 

・Magazine Slot Usage － 使用中のスロット番号/利用可能なカートリッジスロッ

ト総数。カートリッジのインベントリとステータス情報を表示するには、右側の

スロットバーをクリックします。（[Status] > [Cartridge Inventory] > [List 

View]） 

・Drive Status － モジュール内の各ドライブの現在の動作状況。ドライブ操作状

況は選択したモジュールのみが表示されます。ドライブ設定とステータス情報の

ポップアップを表示するには、ドライブアイコンをクリックします。アイコン下

のテキストは現在のステータスです： 

・Write － ドライブは書き込み操作を実行しています。 

・Read － ドライブは読み取り操作を実行しています。 

・Idle － カートリッジはドライブ内にありますが、ドライブは操作を実行し

ていません。 

・Empty － ドライブは空です。 

・Encrypt － ドライブは暗号化されたデータを書き込んでいます。 

 

RMI 中央枠のエレメント 

 

注：一般ユーザーとしてログインした場合、利用できるオプションは青いステータスボ

タンのみとなります。他のボタンは非アクティブの白表示となり、管理者使用のみ

を示します。サービスボタンはサービスユーザーとしてログインしたときのみ表示

されます。 
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以下へのリンクを提供する大ボタンが表示されます。 

・Open Mailslot － クリックして選択したモジュールのメールスロットのロックを解除

します。詳細については、121ページの「メールスロットを開く」を参照して下さい。 

 

注：メールスロットは、使用する前に有効にする必要があります。メールスロットの有

効化については、100ページの「メールスロット設定」を参照して下さい。 

 

・Open Magazine － クリックして選択したモジュールのマガジンのロックを解除します。

一度に開けることのできるライブラリのマガジンは 1 つのみです。詳細については、

129ページの「マガジンを開く」を参照して下さい。 

・Configuration － クリックしてライブラリの設定を行います。83ページの「RMI設定

オプション」を参照して下さい。 

・Maintenance － クリックしてメンテナンス機能にアクセスします。113ページの「RMI

メンテナンスオプション」を参照して下さい。 

・Operation － クリックして操作機能にアクセスします。 127ページの「RMI オペレー

ションオプション」を参照して下さい。 

・Status － クリックしてステータス情報にアクセスします。 132 ページの「RMI ステ

ータスオプション」を参照して下さい。 

 

RMI 右枠のエレメント 

最近のイベントのログ（ホームページのデフォルト）、または中央枠オプションが選択され

た場合追加オプションを表示します。サブオプションがあるオプションには、二重の下矢

印が表示されます。 
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設定サブオプション 

 

メインテンスサブオプション 

 

ステータスサブオプション 
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RMI 設定オプション 

 

RMIを使用してNEOの設定を行うには、メインページで[Configuration]をクリックします。

設定ページの右枠には、選択可能な多数のオプションがあります。 

 

詳細については、以下のセクションを参照して下さい： 

・初期設定ウィザード 

・システム設定 

・ネットワーク設定 

・ネットワーク管理 

・ドライブ設定 

・メールスロット設定 

・パーティション設定 

・暗号化設定 

・ユーザーアカウント設定 

・Web管理設定 

 

初期設定ウィザード 

これはライブラリの電源を最初に ONにした際に、OCPで実行したのと同じウィザードです。

最小限のネットワーク設定が行われている場合、RMI でウィザードを再実行して、管理者パ

スワード、ネットワーク設定、タイムゾーンの選択、日付と時刻を設定し、設定を更新す

ることが可能です。ウィザードでは [Next]、[Back]、および[Finish]ボタンを使用して移

動します。 
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システム設定 

[Configuration] > [System]オプションには、次のサブオプションがあります。 

 

・ライブラリ設定の保存/復元 

・日付と時刻の形式 

・メディアバーコードの互換性チェック 

・ラベルのないメディアの許可 

・ライセンスキーの取り扱い 

・RMIタイムアウト 

 

ライブラリ設定の保存/復元 

[Configuration] > [System] > [Save/Restore Configuration]画面から、ライブラリ設定

をファイルに保存したり、設定を復元したり、ライブラリ設定をデフォルトの設定にリセ

ットすることができます。保存された設定データベースは、ベースモジュールまたはベー

スモジュールコントローラーを交換する必要がある場合、ライブラリの回復を容易にしま

す。 
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設定ファイルを保存するには： 

1. [Configuration] > [System] > [Save/Resore Configuration]に移動します。 

2. 設定ファイルをライブラリの USB デバイスに保存するには、ベースモジュールの USB

ポートの 1つに USBフラッシュドライブを挿入します。 

3. 設定ファイルの保存先を選択します。 

・RMI －（RMIのみ）RMI実行中のブラウザまたはシステムに設定ファイルをダウン

ロードします。 

・USB Device Front － ライブラリ前面の USB ポートに挿入された USB フラッシュ

ドライブに設定ファイルをダウンロードします。 

・USB Device Rear － ライブラリ背面の USBポートに挿入された USBフラッシュド

ライブに設定ファイルをダウンロードします。 

4. [Save Configuration File]にて、[Save]をクリックします。 

これによりRMIを実行しているブラウザまたはシステムに設定ファイルがダウンロー

ドされます。ファイルが保存されている旨のメッセージが表示されます。 

5. オプションボタンが表示されたら、[Download]をクリックします。 

6. [Save File]を選択し、[OK]をクリックして zip ファイルを保存します。 
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以前保存した設定ファイルを復元するには： 

 

注：USB デバイスから設定ファイルを復元する場合、復元したい設定ファイルを USBデバ

イスへコピーし、それ以外の設定ファイルを USBデバイスから削除します。 

 

1. [Configuration] > [System] > [Save/Restore Configuration]に移動します。 

2. [Restore Configuration File]バーをクリックして開きます。 

3. ライブラリの USB デバイスから設定ファイルを復元するには、USB フラッシュドライ

ブをベースモジュールの USBポートの 1つに挿入します。 

4. どこから設定ファイルを復元するかを選択します。 

・RMI －（RMIのみ）RMIを実行しているコンピューターから設定ファイルを復元し

ます。[Browse]をクリックして、設定ファイルに移動して選択します。 

・USB Device Front － ライブラリ前面の USB ポートに挿入された USB フラッシュ

ドライブから設定ファイルを復元します。 

・USB Device Rear － ライブラリ背面の USBポートに挿入された USBフラッシュド

ライブから設定ファイルを復元します。 

5. [Choose File]をクリックして、保存されている設定ファイルに移動して選択します。 

通常 zipファイルは「sysconf-」で始まります。 

6. [Open]をクリックします。 

7. [Restore]セクションに表示される[Upload File & Restore]ボタンをクリックします。 

これによりアップロードプロセスが開始され、RMI を実行しているシステムから設定

ファイルが復元されます。アップロードとライブラリの再起動を示すメッセージが表

示されます。ライブラリがオンラインに戻ったら、再度ログインして下さい。 

 

ライブラリ設定をデフォルト設定にリセットするには： 

1. [Configuration] > [System] > [Save/Restore Configuration]に移動します。 

2. [Reset Default Settings]バーをクリックして開きます。 

3. [Reset]をクリックします。 

デフォルト設定に関する情報については、付録 C「技術的仕様」の 221 ページ「デフ

ォルト設定」を参照して下さい。 

 

既知のドライブとモジュールのリストをリセットするには： 

1. [Configuration] > [System] > [Save/Restore Configuration]に移動します。 

2. [Reset the List of Known Drives and Modules]バーをクリックして開きます。 

3. [Reset]をクリックします。 

この機能は、インストールされたハードウェアコンポーネントの再検出を行います。
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この検出の間、ライブラリスタックに存在しないモジュールおよびドライブはリスト

から削除されます。 

 

日付と時刻の形式 

 

注：ライブラリは、夏時間の調整を行いません。手動で時間を調整して下さい。 

 

日付と時刻のフォーマットパラメータを設定し、SNTP サーバーを使用するには、

[Configuration] > [System] > [Date and Time Format]に移動します。 

 

ライブラリクロックのタイムゾーンを設定するには： 

1. [Time Zone]バーをクリックしてオプションを開きます。 

大陸、国、地域のリストが表示されます。 

2. リストからロケーションを選択します。 

コラム内で選択したアイテムの前に大なり記号（>）記号が付いている場合（例：

>America）、次のコラムにロケーションのサブメニューが表示されます。 

 

3. 次のコラムに展開されたタイムゾーンリストが表示される場合は、適切なタイムゾー

ン（「>」なし）のロケーションが表示されるまで手順 2を繰り返し、そのロケーショ

ンを選択します。 

4. [Submit]をクリックします。 
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日付と時刻の形式を設定するには： 

1. [Date/Time Format]バーをクリックしてオプションを開きます 

 

2. ドロップダウンリストから、[Time Format]を選択します。 

3. ドロップダウンリストから、[Date Format]を選択します。 

例えば、選択した形式に応じて、2018年 6月 30日は次のように表示されます。 

・DD.MM.YYYY –「30.06.2018」 

・MM/DD/YYYY –「06/30/2018」 

・YYYY-MM-DD –「2018-06-30」 

4. [Submit]をクリックします。 

 

ライブラリの時計を現在の日付と時刻に設定するには： 

1. [Set Date/Time]バーをクリックしてオプションを開きます 

 

2. [Time]と[Date]を所定の形式で入力します。 

または、ローカル PCの現在の日時を使用するには、[Now]をクリックします。 

3. [Submit]をクリックします。 

 

SNTPサーバーを使用してライブラリの時計を設定するには： 

 

注：SNTP サーバーを使用してライブラリクロックを設定するためには、ライブラリは、

SNTP（Simple Network Time Protocol）サーバーへのネットワークアクセスが必要

です。 

 

1. [SNTP]バーをクリックしてオプションを開きます 
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2. [SNTP Enabled]ボックスにチェックを入れます。 

3. [SNTP Sever]のアドレスを入力します。 

4. [Submit]をクリックします。 

 

メディアバーコード互換性チェック 

バーコードメディア ID チェックを有効または無効にするには、[Configuration] > [System] 

> [Media Barcode Compatibility Check]に移動します。デフォルトは有効です。無効にす

るには、オプションボックスのチェックをはずし、[Submit]をクリックします。 

 

[Barcode Media ID Restriction]ボックスがチェックされていると、ライブラリは適切な

バーコードメディア ID（バーコードの最後の 2 文字）のテープカートリッジのみテープド

ライブにローディングを許可します。例えば、LTO-8のラベルが付いたカートリッジは、 

LTO-7テープドライブへの移動は許可されません。 

無効にすると、ライブラリはあらゆるテープをあらゆるテープドライブに移動します。カ

ートリッジがテープドライブと互換性がない場合、ライブラリはエラーメッセージを表示

します。 

 

注：すべてのカートリッジに正しいメディア IDのバーコードラベルを付けること、およ

び[Barcode Media ID Restriction]が有効になっていることを強くお勧めします。 

 

ラベルのないメディアの許可 

ラベルのないカートリッジをライブラリで使用することを許可または禁止するには、次

[Configuration] > [System] > [Allow Unlabeled Media]に移動します。デフォルトでは

許可されていません。許可するには、オプションボックスにチェックを入れ、[Submit]を

クリックします。 
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ライセンスキーの取り扱い 

ライセンスキーを追加または削除するには、[Configuration] > [System] > [License Key 

Handling]に移動します。 

 

ライセンスキーを追加するには： 

1. ライセンスキーを入力します。 

ライセンスキーは 15文字の長さにする必要があります。 

2. [Add License]をクリックします。 

 

すべてのライセンスキーを削除するには： 

 

注：すべてのライセンスキーを削除するボタンは、サービスレベルでのみ使用できます。 

 

1. [Delete License Key(s)]をクリックします。 

 

重要：[Delete License Key(s)]ボタンをクリックすると、現在ライブラリにあるすべ

てのライセンスキーを削除します。現在インストールされているすべてのライセンスキ

ーは[License Key(s) in System]バーの下にリストアップされています。 

 

2. 警告メッセージが表示されたら、「OK］をクリックしてアクションを完了します。 

 

RMI タイムアウト 

 

注：タイムアウトは RMI に対してのみ選択可能です。 OCP のタイムアウトは常に 5 分に

設定されています。 
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RMI のタイムアウトを設定するには、[Configuration] > [Web Management] > [Session 

Timeout]ページに移動します。 

 

1.ドロップダウンメニューから、タイムアウト値（5または 30分）を選択します。 

2. [Submit]をクリックします。 

 

ネットワーク設定 

[Configuration] > [Network]オプションを使用して、次の項目を設定します。 

・一般的なネットワーク設定 

・プライマリネットワークポート 

・セカンダリネットワークポート 

・内部 IP範囲のリセット 
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一般的なネットワーク設定 

初期設定ウィザードで設定されたホスト名とドメイン名は RMI へのアクセスに使用され、

形式は次の通りです。 

“<Host Name>, <Domain Name>” 

これらの設定を変更するには： 

1. [Configuration] > [Network]ページに移動します。 

2. [General Network Settings]オプションを開いた状態で、[Host Name]と[Domain Name]

を更新します。 

3. [Submit]をクリックします。 

 

プライマリネットワークポート 

これらの設定を使用して、プライマリポートの設定を変更します。 

1. [Primary Network]オプションを開いた状態で、2つのドロップダウンメニューを使用

して下記を選択します： 

・Protocol － IPv4、IPv6、または IPv4 ＆ IPv6のいずれかを選択します。 

・Max. Link Speed － 10 Mbit、100 Mbit、または 1 Gbit（デフォルト）のいず

れかを選択します。 

2. 選択したプロトコル設定に基づいて、IPv4および/またはIPv6セクションを使用して、

プロトコル設定を行います。 

ライブラリに静的 IP の代わりに DHCP サーバーから IP アドレスを取得させるには、

[DHCP]（IPv4）または[Stateless]（IPv6）メソッドを選択します。 

3. [Submit]をクリックします。 

 

セカンダリネットワークポート 

セカンダリネットワークポートを使用する場合は、[Secondary Network Port]オプション

を開き、[Port Enabled]ボックスにチェックを入れ、プライマリネットワークポートで使

用されているのと同じオプションを設定します。 

 

内部 IP範囲のリセット 

 

注：ネットワーク環境で同じ範囲を使用している場合にのみ、内部 IP範囲をリセットし

て下さい。 

 

内部 IP 範囲をリセットするには、[Reset Internal IP Range (in case of conflict)]バ

ーを開き、[Submit]をクリックします。 

 



  

93 

 

 

モジュール間の内部通信では、テープライブラリは内部 IPアドレス範囲でのイーサネット

接続を使用します。内部 IPアドレス範囲と外部 IPアドレスのコンフリクトを避けるため、

テープライブラリが外部イーサネットポートに接続される前に、内部 IP範囲を選択する必

要があります。 

内部 IP範囲を含むファイルは、ベースモジュールバックプレーン

(/opt/storage/mfg/stack/network.rangeおよび 

LCM/opt/storage/configuration/network.range）に保存されます。 

このファイルは、NEOが最初に起動する際、またはライブラリが製造時デフォルトにリセッ

トされる際に、OCPの[IP Range]選択画面で作成されます。ファイルは OCPまたは RMIでリ

セットすることができます。 

値は次の形式にする必要があります。 

RANGE=192.0.2 

 

注：IPアドレスの最後のセクションは内部で設定されるため、設定されません。 

 

ネットワーク管理 

[Configuration] > [System]ページには、次のサブオプションがあります。 

 

・SNMP設定 

・SMTP設定 

・リモートロギング（rsyslog） 
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SNMP 設定 

[Configuration] > [Network Management] > [SNMP]ページを使用して、アプリケーション

がデバイスを管理できるように、SNMP（Simple Network Management Protocol）を有効に

して設定します。ライブラリは、SNMP設定と SNMPトラップの両方をサポートしています。 

 

一般的な SNMP設定： 

・SNMP Enabled － チェックを入れると、ライブラリが SNMP Targetsリストにあるコン

ピューターによって管理できるように SNMPとその設定が有効になります。 

・Download MIB File － クリックして MIBファイルをダウンロードします。 

・Community Name － SNMP 管理ステーションとライブラリの照合に使用される文字列。

管理ステーションとライブラリの両方で同じ名前に設定する必要があります。デフォ

ルトのコミュニティ名は[public]です。 
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・Notification Level － ドロップダウンボックスを使用して、ライブラリが E メール

送信を行うためのイベントの種類を選択します。 

・Inactive － イベントは送信されません。 

・Critical － 重大なイベントのみが送信されます。 

・+Warning － 重大なイベントと警告イベントのみが送信されます。 

・+Configuration － 重大、警告、および設定イベントのみが送信されます。 

・+Information － すべてのイベントが送信されます。 

 

SNMPを有効にすると、SNMP ターゲットのターゲット情報を追加、編集、または削除するこ

とができます。 

 

SNMPターゲットを追加または編集するには： 

1. リストで、適切な SNMPターゲットの[Edit]をクリックします。 

新しい SNMPターゲットを追加する場合は、[IP /Host Name]なしでターゲットの横に

ある[Edit]をクリックします。 

2. ターゲットの[IP/Hostname]を入力または変更します。 

3. [Port]番号を入力または変更します。 

4. ドロップダウンメニューから、SNMP[Version]を選択または変更します。 

5. ターゲットの SNMP[Community]文字列を入力または変更します。 

通常は[Public]になっています。 

6. 新規に SNMPv3 ターゲットを追加する場合は、リスト下の[SNMPv3]フィールドにも入

力を行います。 

7. [Submit]をクリックします。 

 

既存の SNMPターゲットを削除するには： 

1. リストで、削除するターゲットの横にある[Delete]をクリックします。 

2. [Submit]をクリックします。 

 

以前入力した SNMPv3オプションをクリアするには： 

[Clear SNMPv3 Options]をクリックして確認します。 

 

SMTP 設定 

[Configuration] > [Network Management] > [SMTP]ページから、SMTP（Simple 

Mail Transfer Protocol）機能を有効にし、ライブラリベントの電子メール通知を設定す

ることができます。ライブラリは、SMTPサーバーへのネットワークアクセスが必要です。 
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・SMTP Enabled  －チェックを入れると、SMTPが有効になり、設定が有効になります。 

・Notification Level － ドロップダウンボックスを使用して、ライブラリが E メール

送信を行うイベントの種類を選択します。 

・Inactive － イベントは送信されません。 

・Critical － 重大なイベントのみが送信されます。 

・+Warning － 重大なイベントと警告イベントのみが送信されます。 

・+Configuration － 重大、警告、および設定イベントのみが送信されます。 

・+Information － すべてのイベントが送信されます。 

・SMTP Sever － SMTPサーバーのホスト名または IPアドレスを入力します。 

・Security －ドロップダウンボックスを使用して、SMTPサーバーにアクセスするための

セキュリティプロトコルを選択します。[None]、[SSL/TLS]、または[STARTTLS]から選

択します。 

・SMTP Port － ドロップダウンボックスを使用して、SMTPサーバーポートを選択します。

デフォルトポートは選択したプロトコルが選択されます。デフォルトのポートの 1 つ

を選択するか、カスタムポートを設定します。 

・To Email Address － レポートされたイベントを受信する電子メールアドレス（例え

ば、firstname.lastname@example.com）を入力します。設定できるメールアドレスは 1

つだけです。 

・Mailer Name － 通知メールの送信者の名前を入力します。 

・Email Subject － 電子メールメッセージの件名を入力します。 

・Emailer Address － Eメールメッセージに使用する返信アドレスを入力します。 
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・Authentication Required － チェックを入れると、SMTPサーバーにアクセスするため

にユーザー名とパスワードが必要になります。適切なフィールドがアクティブになり

ます。 

・Username － 認証要求の際に SMTPサーバーにログインするためのユーザーアカウント。 

・Password － 認証要求の際にユーザー名に関連付けられたパスワード。 

 

[Submit]をクリックして変更を行い、テストメールを送信します。 

 

リモートロギング（rsyslog） 

[Configurarion] > [Network Management] > [Remote Logging（rsyslog）]ページを使用

して、ライブラリへのリモートログインを可能にします。 

 

・Remote Logging Enabled － チェックを入れると、リモートロギングが有効になり、

設定が有効になります。 

・Notification Level － ドロップダウンボックスを使用して、ライブラリが E メール

送信を行うイベントの種類を選択します。 

・Inactive － イベントは送信されません。 

・Critical － 重大なイベントのみが送信されます。 

・+Warning － 重大なイベントと警告イベントのみが送信されます。 

・+Configuration － 重大、警告、および設定イベントのみが送信されます。 

・+Information － すべてのイベントが送信されます。 

・Remote Logging Server － リモートロギングサーバーのホスト名または IP アドレス

を入力します。 

・Remote Logging Port － ドロップダウンボックスを使用して、リモートロギングサー

バーポートを選択します。デフォルトのポートを選択するか、カスタムポートを設定

できます。 
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・Transport Protocol － ドロップダウンボックスを使用して、リモートロギングサー

バーにアクセスするためのトランスポートプロトコルを選択します。 [UDP]または

[TCP]から選択します。 

 

ドライブ設定 

[Configuration] > [Drives] > [Settings]ページを使用して、ドライブ設定を表示および

変更します。 

 

ドライブ情報はオプションバーに表示されます。 

・ドライブ番号 － ドライブには、1からスタートしてライブラリの一番下から順に番号

が付けられています。ライブラリと現在 SCSI 通信を行っているドライブには（LUN）

が指定されます。 

・シリアル番号（S/N）－ ライブラリによってテープドライブに割り当てられたシリア

ル番号。このシリアル番号は、ホストアプリケーションに報告されます。シリアル番

号を変更することはできません。 

これは、製造者によってドライブに割り当てられたシリアル番号ではありません。そ

のシリアル番号は[Manufacturer S/N]に表示されます。 

・LTO Generation － サポートされている LTOドライブのバージョン： 

・LTO-7 － LTO-7 Ultriumテープドライブ 

・LTO-8 － LTO-8 Ultriumテープドライブ 

・ドライブフォームファクター： 

・HH － ハーフハイト 

・FH － フルハイト 
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・ドライブインターフェース： 

・FC － ファイバーチャネル 

・SAS － シリアル接続 SCSI 

・（Modified）－ このテキストが存在する場合、1つ以上の設定が変更されたことを示し

ます。変更を適用するには、[Submit]をクリックします。変更されたフィールドをす

べてリセットして以前に保存した値に戻すには、[Undo]をクリックします。 

・Power Status（Pwr：) － ドライブの電源が現在 ONか OFFかを示します。 

 

オプションバーの下に表示される追加情報： 

・Firmware － 現在ドライブにインストールされているファームウェアのバージョン。 

・Manufacturer S/N － 製造時にドライブに割り当てられたシリアル番号。テクニカル

サポートとやり取りする場合は、このシリアル番号を使用して下さい。 

 

設定可能なオプション： 

・Power On － ドライブが ONの場合、ボックスにチェックが入ります。ドライブの電源

を OFFにするには、ボックスのチェックをはずして下さい。 

 

注：テープドライブをライブラリから取り外す前、または新しいライブラリの場所に移

動する前に、必ずテープドライブの電源を切って下さい。 

 

・Port x Configuration（FCのみ）－ FCドライブの各ポートのポート設定。 

・Speed － ドロップダウンボックスを使用して速度を選択します。デフォルトは

[Automatic]です。[2GB/s]、[4GB/s]、または[8GB/s]が選択可能です。 

・Port Type － ドロップダウンボックスを使用してタイプを選択します。デフォル

トは[Automatic]です。[Loop]と[Fabric]が選択可能です。 

・Addressing Mode － [Port Type]が[Loop]に設定されている場合、[Addressing 

Mode]が選択可能です。[Soft]と[Hard]から選択できます。 

・Loop ID/ALPA － [Addressing Mode]が[Hard]に設定されている場合、ドロップダ

ウンリストから[ALPA]アドレスを選択することができます。 

 

変更を適用するには、[Submit]をクリックします。変更されたすべてのフィールドを以前

保存した値にリセットするには、[Undo]をクリックします。 

 

注：ホストアプリケーションに報告するバーコード文字の数と、ラベルの左端または右

端のどちらから報告するのかを設定するには、[Basic Partition Wizard]または

[Expert Partition Wizard]を使用します。 
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メールスロット設定 

[Configuration] > [Mailslots]ページには、各メールスロットが一覧表示され、ステータ

スが表示されます。 

 

メールスロットの状態を変更するには、適切なメールスロットの右端にあるステータスボ

タンをクリックし、[Submit]をクリックします。メールスロットとして有効になっていな

いスロットは、ストレージスロットとして使用することができます。 

ドロップダウンメニューを使用し、[30 seconds] （default）または[5 minutes]のどちら

かを選択し、自動メールスロット再ロック時間を決定し、[Submit]をクリックします。 

 

パーティション設定 

[Configuration] > [Partitions]ページのウィザードを使用して、ライブラリのパーティ

ションの設定または変更を行います。 

 

[Configuration] >[Partitions]ページには、次のサブオプションがあります: 

 

ライブラリには、いくつかの重要な制約とともに、柔軟なパーティション分割スキームが

あります。 

・各パーティションには、少なくとも 1台のテープドライブが必要です。 
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・各パーティションのドライブ 1 台は、そのパーティションのライブラリ LUN が指定さ

れます。 

・パーティションの最大数は 21です。 

・マガジンスロットは 5スロットグループで割り当てられます。 

・パーティションに割り当てる前に、モジュールのメールスロットを有効にする必要が

あります。パーティションには、メールスロットは必要ありません。パーティション

にメールスロットがない場合、カートリッジをインポートまたはエクスポートするに

は、フルにマガジンにアクセスする必要があります。マガジンを開けるとライブラリ

はオフラインになります。 

メールスロットマガジンはパーティション間で共有できますが、メールスロットはパ

ーティションに個別に割り当てられます。 

 

パーティションウィザードは、パーティション設定プロセスを案内します。ウィザードは

RMIからのみアクセスすることができます。 

・Basic Partition Wizard 

・Expert Partition Wizard 

最初に Basic Partition Wizardでパーティションを作成した後、Expert Partition Wizard

のみを使用して、リソースの割り当てを調整することができます。 

 

注意：パーティションの設定中、ライブラリはオフラインになります。パーティションウ

ィザードによる作業を行う前に、すべてのホスト操作が行われていないことを確認して下

さい。 

 

Basic Partition Wizard 

Basic Partition Wizard を使用して、同様のリソースを持つパーティションの設定を行い

ます。ウィザードは現在のパーティション設定を削除し、ドライブとストレージスロット

をパーティションにできるだけ均等に割り当てます。追加のドライブまたはスロットは最

初のパーティションに割り当てられます。 
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注：単一パーティションライブラリの場合、それを使用してホストアプリケーションに

報告するバーコード文字数と、ラベルの左端または右端のどちらから報告するかを

設定します。 

 

1. [Configuration] > [Partitions] > [Basic Wizard]に移動して、ウィザードを開始

します。 

パーティションがすでに存在する場合は、[Information]ページにそれらが表示され

ます。それらはウィザードによって削除され、また[Cancel]して既存のパーティショ

ンを保持することが可能です。 

2. 続行するには、[Proceed]をクリックしてから[Next]をクリックします。 

3. [Create Partition Scheme]ページには、そのライブラリのスロット、メールスロッ

ト、テープドライブ、使用可能な最大パーティション数が表示されます。 

 

注：メールスロットを有効または無効にする場合は、パーティション設定の前にウィザ

ードをキャンセルして、メールスロット設定を更新します。 

 

4. パーティション数を選択します。 

5. ホストアプリケーションに報告されるバーコード文字数を選択します。 

このオプションは、より制限されたバーコード読み取り機能を持つライブラリとの互

換性を提供します。最大長は 15 で、デフォルトは 8 です。この設定はすべてのパー

ティションに適用されます。 
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注：LTOバーコードラベルの業界標準長は 8文字です。8文字を超える長さのバーコード

ラベルは、特に高品質でない場合、正しくスキャンされない可能性があります。 

 

6. ホストアプリケーションへの報告が文字の最大数より少ない場合、バーコードラベル

の左端と右端のどちらからバーコード文字を報告するかを選択します。 

例えば、バーコードラベル 12345678の 6文字のみを報告する場合、左端からの場合、

デバイスは 123456を報告します。右端からの場合、デバイスは 345678を報告します。

デフォルトは左です。 

7. [Next]をクリックします。 

[Finish Configuration]ページには、ライブラリリソースのパーティション割り当て

提案が表示されます。 

8. 次のいずれかを実行します。 

・設定に他の変更を行うには、[Back]をクリックします。 

・表示の通りウィザードでパーティションを設定するには、[Finish]をクリックし

ます。 

ウィザードがパーティションを再設定すると、ライブラリは自動的にオンラインに戻

ります。 

9. ウィザードを終了するには、[Exit]をクリックします。 

 

Expert Partition Wizard 

Expert Partition Wizard を使用して、異なるリソースを持つパーティションを設定する、

または既存のパーティションまたは Basic Partition Wizardで作成されたパーティション

のリソース割り当てを調整します。このウィザードにより、現在のパーティション設定か

らパーティションを追加または削除することができ、また各パーティション設定を編集し

て、ライブラリリソースを追加または削除します。 
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[Configuration] > [Expert Wizard]をクリックして、ウィザードを開始します。 [Create 

Partition Scheme]ページには、現在のパーティション（存在する場合）と空きリソースを

リスト化します。ウィザードを使用して一度に 1つのパーティションを設定します。 

 

注：メールスロットを有効または無効にする場合は、パーティション設定の前にウィザ

ードをキャンセルして、メールスロット設定を更新します。 

 

パーティションを追加するには： 

 

注：追加オプションと[Add]ボタンは、利用可能なリソースがある場合にのみアクティブ

になります。利用可能なリソースがない場合、パーティションを編集してリソース

を解放するか、余分なリソースを含むパーティションを削除します。 

 

1. [Add]をクリックし、[Next]をクリックします。 

2. パーティションの名前を入力します。 

3. ホストアプリケーションに報告されるバーコード文字数を選択します。 

このオプションは、より制限されたバーコード読み取り機能を持つライブラリとの互

換性を提供します。最大長は 15 で、デフォルトは 8 です。この設定はすべてのパー

ティションに適用されます。 

 

注：LTO バーコードラベルの業界標準長は 8 文字です。8 文字を超える長さのバーコ

ードラベルは、特に高品質でない場合、正しくスキャンされない可能性があります。 
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4. ホストアプリケーションへの報告が文字の最大数より少ない場合、バーコードラベル

の左端と右端のどちらからバーコード文字を報告するかを選択します。 

例えば、バーコードラベル 12345678の 6文字のみを報告する場合、左端からの場合、

デバイスは 123456を報告します。右端からの場合、デバイスは 345678を報告します。

デフォルトは左です。 

5. [Next]をクリックします。 

6. [Assign Storage Slots]ページで、[>>]および[<<]ボタンを使用して、新しいパーテ

ィションにスロットを割り当て、[Next]をクリックします。 

7. [Assign Mail Slots]ページで、[>>]および[<<]ボタンを使用して、新しいパーティ

ションにメールスロットを割り当て、[Next]をクリックします。 

個々のメールスロットエレメントをパーティション間で共有することはできません。

メールスロットの割り当てなしでのパーティション内カートリッジのインポート/エ

クスポートにはマガジンへのアクセスが必要となり、ライブラリがオフラインになり

ます。 

8. [Assign Drive]ページで、[>>]および[<<]ボタンを使用して、新しいパーティション

にドライブを割り当て、[Next]をクリックします。 

9. パーティションに複数のテープドライブがある場合は、SCSI通信を実行するドライブ

を選択し、[Next]をクリックします。 

パーティション内の最も小さい番号のドライブがデフォルトです。 

10.パーティション設定を確認して、[Finish]をクリックします。 

ウィザードがパーティションを再設定した後、ライブラリは自動的にオンラインに戻

ります。 

 

パーティションを削除するには： 

1. パーティションを選択し、[Remove]をクリックして、[Next]をクリックします。 

2. パーティションを削除することを確認し、[Finish]をクリックします。 

ウィザードがパーティションを削除すると、ライブラリは自動的にオンラインになります。 

 

暗号化設定 

このオプションには、セキュリティユーザーのみがアクセスできます。 
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セキュリティユーザーとしてログインしている場合、このオプションを使用してパーティ

ションまたはライブラリ全体の暗号化を制御します。 

[Set Default Encryption Mode for New Partition]にて、ドロップダウンメニューを使用

し、新しいパーティションをバックアップアプリケーションで暗号化するかどうか、また

はライセンスされた KMIP暗号化を使用するかどうかを選択します。 

以前に作成したパーティションを暗号化する場合は、[Apply to All Existing Partition]

をクリックします。 

[General Setting]にて、チェックボックスにチェックを行い、管理者がパーティション単

位でセキュリティをバイパスして暗号化を有効または無効にできるようにします。 

[Set Encryption Mode per Partition]にて、ドロップダウンメニューを使用して既存の各

パーティションの暗号化を選択します。 

KMIP暗号化がライセンスされている場合、KMIPウィザードを実行して設定することができ

ます。 

 

ユーザーアカウント設定 

[Configuration] > [User Account]ページには、次のサブオプションがあります。 

 

・ユーザーアカウント設定（パスワードルール） 

・ローカルユーザーアカウント 
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・LDAP 

・Kerberos（サーバーおよびユーザー） 

 

ユーザーアカウント設定（パスワードルール） 

 

[Configuration] > [User Accounts] > [User Accounts Setting]オプションを使用して、

使用するパスワードルールを設定します。ドロップダウンメニューを使用して選択を行い、

[Submit]をクリックします。 

サポートされるユーザータイプは次の通りです。 

・ユーザー － このアカウントは、ライブラリステータス情報のみへのアクセスが許可

され、設定、メンテナンス、または操作機能へのアクセスは禁止されています。ユー

ザーアカウントにはパスワードは不要です。ユーザーパスワードを設定すると、ステ

ータス情報へのアクセスも制限されます。初期状態ではライブラリにはユーザーパス

ワードはありません。 

・管理者 － 管理者パスワードを設定すると、RMIの管理者機能に対し制限付きのアクセ

スが提供されます。ライブラリには[adm001]というデフォルトの管理者パスワードが

初期設定されています。管理者パスワードは、RMI からのみ変更することができます。 

 

ローカルユーザーアカウント 
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[Configuration] > [User Accounts] > [Local User Accounts]オプションを使用して、最

大 80個のユーザーまたは管理者パスワードを設定します。 

新しいユーザーアカウントを作成するには、[Add User +]ボタンをクリックします。ドロ

ップダウンメニューからユーザータイプを選択し、空白のフィールドに新しいパスワード

を入力して確認します。パスワードは 8〜16 文字の必要があり、大文字と小文字、数字、

および特殊文字を使用できます。 

リストでユーザーを強調表示し、[Action]ドロップダウンメニューを使用して、パスワー

ドの変更、マガジンとメールスロットのロール権限、OCP PINの変更、または基本ユーザー

と管理者以外の既存ユーザーの削除が可能です。 

 

LDAP 

 

[Configuration] > [User Accounts] > [LDAP]オプションを使用して、LDAP サーバーとユ

ーザーを設定します。 

新しい LDAPアカウントを作成するには、[Add Server +]または[Add User +]ボタンをクリ

ックします。適切なポップアップウィンドウが表示されます。 



  

109 

 

 

 

フィールドに適切に入力を行い、[OK]をクリックします。サーバーの設定をテストするに

は、[Test Connection]をクリックします。 

オプションページで、リスト内のサーバーまたはユーザーを強調表示し、[Actions]ドロッ

プダウンメニューを使用して、サーバー/ユーザーを変更または削除します。 

非常に長いリストの場合は、検索フィールドに名前の一部を入力して、[Filter By Name]

をクリックします。 

ワイルドカードはサポートされていません。 

 

Kerberos（サーバーおよびユーザー） 

[Configuration] > [User Accounts] > [Kerberos]オプションを使用して、Kerberos サー

バーとユーザーを設定します。 



  

110 

 

 

 

Web 管理設定 

このオプションは、SSL/TLS 接続、セッション制御、および RMIログイン制限をカバーしま

す。 

 

これらの項目を設定するには、[Configuration] > [Web Management]ページを使用します。 

・安全な通信 

・証明書の設定 

・カスタム証明書の作成 

・カスタム証明書のバックアップ 
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・カスタム証明書の復元 

・セッションタイムアウト 

・OCP/RMIセッションロック 

・制限付きリモート管理インターフェースのログイン 

 

安全な通信 

[Secure Communications]オプションバー下の[Configuration] > [Web Management]ページ

から、Secure Socket Layer（SSL）を使用した RMI への安全なアクセスを有効または無効

にします。SSLが有効になっている場合、RMIへの接続には HTTPSを使用する必要がありま

す。デフォルトは無効です。 

 

 

証明書の設定 

このオプションを使用すると、自己署名証明書（システムデフォルト）とウィザードを使

用して作成されたカスタム証明書を切り替えることができます。 

 

 

カスタム証明書の作成 

このオプションでは、ウィザードを使用してカスタム証明書を作成します。ボタンをクリ

ックしてウィザードを開始します。 
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カスタム証明書のバックアップ 

[Backup Custom Certificate]ボタンを使用して、ウィザードで作成されたカスタム証明書

をダウンロードします。 

 

 

カスタム証明書の復元 

このオプションでは、以前保存された証明書ファイルを見つけて復元します。 

 

[Browse]をクリックして証明書ファイルを見つけ、[Restore Custom Certificate]をクリ

ックして復元します。 

 

セッションタイムアウト 

このオプションは、ユーザーがログアウトされるまでどのくらいの時間非アクティブな状

態を維持できるかを決定します。 

 

ドロップダウンリストを使用して時間を選択し、[Submit]をクリックします。 

 

OCP/RMI セッションロック 

チェックボックスにチェックを入れ、[Submit]をクリックして、一度に 1 つの OCP または

RMIセッションのみを管理者によって許可します。 
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制限付きリモート管理インターフェースのログイン 

管理者は、管理者ログインとセキュリティログインのログイン制限を設定することができ

ます。制限モードが有効になっていれば、管理者またはセキュリティユーザーは、RMIへの

ログインは許可されません。管理者は OCP にログインして制限モードを無効にし、そこで

設定を変更します。 

管理者のみが制限付き RMI ログインを設定およびリセットすることができます。 

 

チェックボックスにチェックを入れ、[Submit]をクリックします。 

 

RMI メンテナンスオプション 

 

RMIによりNEOテープライブラリのメンテナンスを行うには、メインページで[Maintenance]

をクリックします。メンテナンスページの右枠には、選択可能な多数のオプションがあり

ます。 
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ホームページで、[Maintenance]をクリックして、ライブラリのメンテナンス機能にアクセ

スします。 

・ライブラリテスト 

・ログとトレース 

・ファームウェアのアップグレード 

・ドライブログのダウンロード 

・システムの再起動 

・ドライブの再起動 

・UID LEDコントロール 

・ロボットのベースモジュールへの移動 

・サポート情報 

 

ライブラリテスト 

[Maintenance] > [Library Tests]ページには、次のオプションがあります。 

 

・システムテスト 

・スロット間テスト 

・エレメント間テスト 

・ポジションテスト 

・ウェルネステスト 
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・ロボットテスト 

・OCPテスト（LCD調整リセット付き） 

 

システムテスト 

システムテストは、カートリッジをライブラリ内部で移動することにより、ライブラリ機

能全体を実行します。 

 

・各サイクル中に、ライブラリはカートリッジをフルスロットから空のドライブに移動

し、次にそれを元のスロットに戻します。テストのサイクル数を選択できます。テス

トがキャンセルされると、ライブラリはカートリッジを元のスロットに戻します。 

・ライブラリは、テスト中にクリーニングカートリッジを移動しません。 

・テストはライブラリ全体で行われ、パーティション構成は考慮されません。 

・テスト中、ライブラリはオフラインです。 

 

テストを実行するには： 

1. [Maintenance] > [Library Tests] > [System Test]ページに移動します。 

2. サイクル数を選択します。 

3. Seating testか Threading testかを選択します。 

4. 表示される[Start Test]ボタンをクリックします。 

 

スロット間テスト 

スロット間テストは、スロット間でカートリッジをランダムに交換して、ライブラリが正

常に動作していることを確認します。 

 

・テスト終了時に、カートリッジは元のスロットに戻されません。 
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・テープが互換性のないドライブに移動された場合、ドライブは設計通りにテープをリ

ジェクトします。 

・テストはライブラリ全体で動作し、パーティション構成は考慮されません。 

・テスト中、ライブラリはオフラインです。 

 

注：サービスと診断には、ロボットテストを使用します（119ページのロボットテストを

参照）。 

 

テストを実行するには： 

1. [Maintenance] > [Library Tests] > [Slot-to-Slot Test]ページに移動します。 

2. サイクル数を選択します。 

3. 表示される[Start Test]ボタンをクリックします 

 

エレメント間テスト 

エレメント間テストでは、選択したカートリッジを選択したスロットまたはテープドライ

ブに移動し、次にそれを元のスロットに戻します。選択したカートリッジを宛先の場所に

移動し戻す回数を選択できます。このテストはライブラリの正常動作を示すことを意図し

ています。 

 

・1つのエレメントにはカートリッジがあり、もう 1つのエレメントは空である必要があ

ります。 

・選択したカートリッジを宛先の場所に移動し戻す回数を選択できます。 

・テープが互換性のないドライブに移動された場合、ドライブは設計通りにテープをリ

ジェクトします。 

・テスト中、ライブラリはオフラインです。 
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注：ロボットアセンブリの問題の診断、またはロボットアセンブリが正しく交換された

ことを確認するには、ロボットテストを使用します（119ページのロボットテストを

参照）。 

 

テストを実行するには： 

1. [Maintenance] > [Library Tests] > [Element-to-Element Test]ページに移動しま

す。 

2. [Source Elements]リストからカートリッジを選択します。 

カートリッジのサブセットから選択するには： 

a. [Filter On]をクリックします。 

b. 検索ボックスにバーコードラベル文字を入力します。 

c. [Search]をクリックします。 

[Source Elements]リストが更新され、検索文字を含むバーコードラベルの付い

たカートリッジのみが含まれるようになります。 

3. [Destination Elements]リストから空の場所を選択します。 

4. サイクル数を選択します。 

5. 表示される[Start Test]ボタンをクリックします。 

 

ポジションテスト 

ポジションテストでは、ロボットアセンブリを 2 つのエレメントロケーションの間で垂直

に移動します。このテストではカートリッジは移動しません。このテストはロボットアセ

ンブリの垂直移動の正常動作を示すことを意図しています。 

 

・2つのエレメントポジション間でロボットアセンブリを移動する回数を選択できます。 

・テスト中、ライブラリはオフラインです。 
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注：ロボットアセンブリ自体の問題の診断、またはそれが正しく交換されていることを

確認する場合は、ロボットテストを使用します（119ページのロボットテストを参照）。 

 

テストを実行するには： 

1. [Maintenance] > [Library Tests] > [Position Test]ページに移動します。 

2. [Source Elements]リストからソースロケーションを選択します。 

3. [Destination Elements]リストから宛先ロケーションを選択します。 

4. サイクル数を選択します。 

5. 表示される[Start Test]ボタンをクリックします。 

 

ウェルネステスト 

ウェルネステストでは、次の部分的なテストを実行することにより、ライブラリ機能の一

般的なヘルスチェックを実行します。 

 

・基本的なハードウェアレビュー 

・ロボットの初期化 

・バーコードスキャンテスト 

・メディア移動テスト 

 

テストを実行するには、各モジュールに以下が必要です。 

・少なくとも 1台の有効で動作可能なドライブ。 

・バーコードラベルが付いた 1つのカートリッジ。 

テストが開始されると、[Stop Test]ボタンがアクティブになります。ボタンをクリックす

ると、ウェルネステストが中断されます。ただし、現在の部分テストが完了するまでは中

断されません。 

・テストはライブラリ全体で動作し、パーティション構成は考慮されません。 
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・テスト中、ライブラリはオフラインです。 

[Info]コラムは、各部分テストのステータスと結果を通知します。 

 

テストを実行するには： 

 

注：テストを最も迅速に実行するには、それぞれのモジュールに動作可能なドライブを 1

台、および同じモジュールのコーナースロットに互換性のあるカートリッジを 8 つ

搭載することをお勧めします。 

 

1. [Maintenance] > [Library Tests] > [Wellness Test]ページに移動します。 

2. [Start test]をクリックします。 

 

ロボットテスト 

ロボットテストは、すべてのロボットアセンブリの動作とセンサーを実行します。テスト

中ライブラリはオフラインです。 

 

テストを実行するには： 

1. [Maintenance] > [Library Tests] > [Robotic Test]ページに移動します。 

2. [Start Test]をクリックします。 

 

OCP テスト（LCD 調整リセット付き） 

[Maintenance] > [Library Tests] > [OCP Test]は、フロントパネル LED の機能を実行す

るか OCP LCDディスプレイのコントラストと輝度をリセットします。 

 

テスト/リセットを開始するには、ドロップダウンメニューからテスト/リセットを選択し、

[Start]をクリックします。 
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・LED テスト － すべての LED の ON/OFF を左から右、右から左に順番に切り替えます。

テスト中、ライブラリはオフラインです。 

・LCD調整のリセット － OCP LCDコントラストと輝度をリセットしてデフォルト（50％

および 100％）に戻します。 

 

ログとトレース 

ログは、すべてのイベント、情報アラート、および設定変更について作成されます。 

[Maintenance] > [View Logs and Traces]ページには、次のオプションがあります。 

 

・ログの表示 

・ログとトレースのダウンロード 

 

ログの表示 

ライブラリログファイルを表示するには、[Maintenance] > [Logs and Traces] > [View Logs]

ページに移動し、次にログの 1 つを選択します。右側のドロップダウンメニューを使用し

て、ログのタイプを選択します。特定のログを表示するには、テーブルリストの行をクリ

ックします。 
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利用可能なログの種類は次の通りです。 

・イベントチケットログ － ライブラリのエラーおよび警告イベントを記録します。ロ

グエントリにはチケット番号、日時コード、イベントコード、説明、現在のイベント

状態、コンポーネントタイプ、コンポーネント ID、および重大度が含まれています。 

・情報ログ － ライブラリ情報の警告を記録します。ログエントリには日付、タイムコ

ード、イベントコード、説明が含まれています。 

・設定ログ － 設定の変更を記録します。ログエントリには日付、タイムコード、イベ

ントコード、説明が含まれています。 

・すべて表示 － 3種類のログが表に一覧表示されます。 

ログエントリは、新しいものから古いものの順に表示されます。日付とタイムコードの書

式は： 

DD.MM.YYYY HH.MM.SS （Day. Month. Full_Year. Hour. Minute. Second） 

 

ログとトレースのダウンロード 

 

注：サポートチケットには、各ライブラリベントに関する完全な情報が含まれており、

読みやすくなっているため、ユーザーと管理者は、ログとトレースファイルの代わ

りにサポートチケットをダウンロードします。サポートチケットを生成する方法に

ついては、123ページの「ドライブログのダウンロード」を参照して下さい。 

 

RMIからライブラリログとトレースファイルをダウンロードするには： 

1. [Maintenance] > [Logs and Traces] > [Download Logs and Traces]ページに移動し

ます。 

2. [Save]をクリックします。 

 

ファームウェアのアップグレード 

ライブラリとドライブのファームウェアを最新バージョンにアップグレードできます。こ

のページからライブラリのカスタマイズを行うことも可能です。 

[Maintenance] > [Firmware Upgrades]ページには、次のオプションがあります。 
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・システムファームウェアのアップグレード 

・ドライブファームウェアのアップグレード 

・カスタマイズ 

 

システムファームウェアのアップグレード 

ライブラリに現在インストールされているファームウェアバージョンは、ホームページの

左上隅のライブラリステータス領域に表示されます。ライブラリのファームウェアは、

[Maintenance] > [Firmware Upgrades] > [System Firmware]ページでアップデートするこ

とができます。 

 

RMIでライブラリファームウェアを更新するには： 

1. [Browse]をクリックして、ローカルコンピューターからファームウェアファイル（.FBI）

を選択します。 

2. 表示される[Start Upgrade]をクリックします。 

 

注：ライブラリのファームウェアを更新すると、ライブラリは拡張モジュールのファー

ムウェアも互換性のあるバージョンに更新します。 

 

ドライブファームウェアのアップグレード 

ドライブファームウェアは、同じタイプの複数のドライブで同時に更新することが可能で

す。ドライブファームウェアは RMI でのみ更新することができます。各ドライブはそのド

ライブタイプに適したファームウェアのみを受け付けます。 
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ドライブに現在インストールされているファームウェアのバージョンを確認するには、

[Maintenance] > [Firmware Upgrades] > [Drive Firmware]ページに移動します。 

 

RMIでドライブのファームウェアを更新するには： 

1. [Maintenance] > [Firmware Upgrades] > Drive Firmware]ページに移動します。テ

ープドライブは、ドライブタイプ別に編成されています。 

2. 適切なドライブタイプオプションを展開し、1 つ以上のテープドライブを選択します。 

テーブルタイトルバーのボックスをクリックして、そのタイプのドライブをすべて選

択します。 

3. [Choose File]をクリックし、ローカルコンピューターからファイルを選択します。 

4. [Submit]をクリックします。 

 

カスタマイズ 

重要：このオプションは工場でのみ使用します。 

 

 

ドライブログのダウンロード 

 

注：ログのダウンロード用に選択できるドライブは一度に 1台のみです。 
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[Maintenance] > [Download Drive Logs]ページから、ライブラリまたは任意のテープドラ

イブのサポートチケットをダウンロードすることができます。 

 

ドライブログをダウンロードするには： 

1. 必要に応じて、オプションバーをクリックしてドライブログリストを展開します。 

リストには以下の内容が表示されます。 

・ドライブ － ドライブ番号。ドライブには、物理的にライブラリの下から上に向

かって番号が付けられています。 

・タイプ － ドライブの製造元、LTOバージョン、フォームファクター（ハーフハイ

トまたはフルハイト）、およびインターフェース（FCまたは SAS）。 

・ファームウェア － 現在のドライブファームウェアのバージョン番号。 

・シリアル － ドライブのシリアル番号。 

・モジュール － テープドライブを含むモジュール。 

・パーティション － テープドライブに関連付けられた論理ライブラリ。 

2. 横にあるボックスをチェックしてドライブを選択します。 

別のドライブをクリックすると、前の選択がクリアされます。 

3. ドライブを選択したら、テーブルタイトルバーの上にあるドロップダウンメニューを

使用して、ダウンロードするログ（DMPファイル）のタイプを選択します： 

・Regular Dump － このオプションは、テープドライブの通常のダンプファイルを

ダウンロードします。 

・Forced Dump － このオプションは、テープドライブの強制ダンプファイルをダウ

ンロードします。 

・Dump to Flash － ログはライブラリのフラッシュメモリに保存されます。 
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4. [Save]をクリックします。 

このプロセスには最大 10 分かかる場合があります。通常ダンプまたは強制ダンプが

行われると、作成メッセージに[Download]ボタンと[Cancel]ボタンが表示されます。 

 

注：Dump to Flashログは自動的にダウンロードされ、メッセージがクリアされます。 

 

5. 通常ダンプまたは強制ダンプについては、[Download]をクリックして、開くか保存す

るかを選択します。 

 

システムの再起動 

RMIでライブラリを再起動するには、[Maintenance] > [System Reboot]ページに移動し、 

次に[Reboot]をクリックします。 

 

ドライブの再起動 

 

注：再起動用に選択できるドライブは一度に 1台だけです。 

 

RMIでドライブを再起動するには： 

1. [Maintenance] > [Drive Reboot]ページに移動します。 

2. リストから、再起動するドライブを選択します。 

3. [Submit]をクリックします。 

4. 確認メッセージで、[Yes]をクリックして再起動を開始します。 

 

UID LED コントロール 

UID（Unit Identification）LEDは、ユーザーやサービス担当者がどのコンポーネントに注

意が必要かを決める際に支援となるテープライブラリの青い LEDを指します。 

NEOの各モジュールコントローラーの背面に 1つの LEDがあります。 
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注：背面の UID LEDに加えてベースモジュールのフロントパネルにも、1つの UID LEDが

あります。この LED の制御は、ベースモジュールコントローラーの UID LED にリン

クしています。ベースモジュールコントローラーが選択され、その UID LEDが ONに

なっている場合、OCP UID LEDも同様に ONになります。 

 

UID LEDを選択して ONにするには： 

1. [Maintenance] > [UID LED Control]ページに移動します。 

2. UID LEDを ONにするコンポーネントを選択します。 

3. [Switch LEDs On]をクリックします。 

4. 完了したら、[Switch LEDs Off]をクリックします。 

 

ロボットのベースモジュールへの移動 

ラックからモジュールを拡張する前に、ロボットアセンブリはベースモジュールの停止位

置に戻る必要があります。通常の状況では、ライブラリが前面の電源ボタンにより電源 OFF

になると、ロボットはベースモジュール OCPの背後で自動的に停止しロックします。 

 

警告：ライブラリ電源 OFF の後、ラックからモジュールの拡張を進める前に、ロボットア

センブリが OCP の背後にあることを確認するため、上下の拡張モジュールの内部を見るよ

うにして下さい。 

 

ライブラリがロボットアセンブリを停止位置に移動しなかった場合は、[Maintenance] > 

[Move Robotic to base Module]ページから実行することができます。 

 

ロボットアセンブリをベースモジュールに戻すには： 

1. [Maintenance] > [Move Robotic to Base Module]ページに移動します。 
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2. [Submit]をクリックします。 

 

サポート情報 

[Maintenance] > [Support Information]ページには、オンラインまたは電話による NEOテ

ープライブラリのテクニカルサポートを受ける方法が表示されます。 

 

RMI オペレーションオプション 

 

RMI により NEO テープライブラリを日常的に操作するには、メインページで[Operation]を

クリックします。[Operation]ページの右枠には、選択可能ないくつかの標準オプションが

あります。 

 

ホームページの[Operation]をクリックして、RMIライブラリ操作機能にアクセスします。 

・メディアの移動 

・メールスロットを開く 

・マガジンを開く 

・テープドライブのクリーニング 

・カートリッジインベントリの再スキャン 

・ドライブからカートリッジを強制的に排出 

 

メディアの移動 

[Operation] > [Move Media]ページから、ソースエレメントにあるテープカートリッジを

同じパーティション内の利用可能な宛先エレメントに移動することができます。 
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・ソースエレメント － テープドライブ、有効なメールスロット、およびテープカート

リッジの入っている保管用スロット。 

・宛先エレメント － テープドライブ、有効なメールスロット、およびテープカートリ

ッジが入っていない保管用スロット。 

エレメントリストの構成は次の通りです。 

・メールスロットは、メールスロット番号の順に最初にリストされています。メールス

ロットには m.sの番号が付けられており、mはモジュール番号、sはモジュール内のメ

ールスロット番号です。 

・テープドライブは、ドライブ番号順に次にリストされています。テープドライブは、

ライブラリの物理的最上部より Drive(1)をスタートに番号が付けられます。 

・スロットは、スロット番号順にリストされています。スロットには m.s という番号が

付けられており、mはモジュール番号、sはモジュール内のスロット番号です。 

 

ライブラリ内カートリッジのサブセットを表示するには： 

1. バーコードフィルターを ON（デフォルト）にして、検索フィールドにバーコードラベ

ル文字の一部または全部を入力します。 

2. [Search]をクリックします。 

ソースエレメントリストが更新され、検索ボックスの文字のラベルが付いたカートリ

ッジのみが表示されます。 

3. 別の検索を実行するか、使用可能なすべてのカートリッジを表示するには、フィルタ

をバーコードフィルターOFFに切り替えます。 
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カートリッジを移動するには： 

1. ソースエレメントからカートリッジを選択します。 

エレメント名が表の下部に移動元として表示されます。 

2. 宛先エレメントから宛先ロケーションを選択します。 

エレメント名は、表の下部に宛先として表示されます。 

3. [Submit]をクリックします。 

移動メッセージが表示されます。完了すると、ソースリストが更新され、新しいカー

トリッジロケーションを表示し、宛先ロケーションが更新され、以前の場所が空にな

り利用可能になります。 

 

メールスロットを開く 

[Operation] > [Open Mailslot]ページから、ライブラリの有効になっているメールスロッ

トのステータスを確認し、ロックを解除することができます。 

 

メールスロットを開くには、適切なメールスロットの[Open]をクリックします。ライブラ

リはロックを解除し、その後ライブラリからメールスロットを引き出して、アクセスする

ことができます。 

 

注：メールスロットが開かれない場合、メールスロットは 30秒（または設定されている

場合は 5分）後に再ロックします。 

 

メールスロットを手動で開く方法については、36 ページの「マガジンのマニュアルリリー

ス」を参照して下さい。 

メールスロットは、開く前に有効にする必要があります。メールスロットを有効にするに

は、100ページの「メールスロット設定」を参照して下さい。 

 

マガジンを開く 

[Operation] > [Open Magazine]ページから、ライブラリ内のマガジンのロックを解除する

ことができます 
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マガジンのロックを解除するには、適切なマガジンの[Open]をクリックします。ライブラ

リはロックを解除します。その後、ライブラリからマガジンを引き出して、ストレージス

ロットにアクセスすることができます。 

 

注：マガジンを開くと、ライブラリはオフラインになります。マガジンは開かれないと

30秒後（または設定されている場合は 5分後）再ロックされます。 

 

マガジンを手動で開く方法については、36 ページの「マガジンのマニュアルリリース」を

参照して下さい。 

 

テープドライブのクリーニング 

[Operation] > [Clean Drive]ページから、ドライブのクリーニング操作を開始することが

できます。 
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1. [Source Elements]リストから[Cleaning Cartridge]を選択します。 

ライブラリは、バーコードラベル（CLNxxxxx）を使用して、クリーニングカートリッ

ジを識別します。使用可能なクリーニングカートリッジがない場合、メールスロット

またはマガジンスロットを使用して 1巻をロードして下さい。 

2. [Destination Elements]リストから、クリーニングを行うテープドライブを選択しま

す。 

現在カートリッジが入っているテープドライブは表示されません。リストにないテー

プドライブをクリーニングするには、カートリッジをドライブから取り出します。 

3. [Submit]をクリックします。 

 

カートリッジインベントリの再スキャン 

ライブラリでカートリッジを再スキャンするには、[Operation] > [Rescan Inventory]ペ

ージに移動し[Rescan]をクリックします。ライブラリはスキャン中（オフライン）ステー

タスに変わり、スキャンが完了するまで他の操作を実行することはできません。 

 

ドライブからカートリッジを強制的に排出 

強制ドライブメディアイジェクト操作は、テープドライブからカートリッジを強制的にイ

ジェクトさせ、空いているスロットに格納します。この機能にアクセスするには、管理者

パスワードが必要です。 

 

このオプションを実行する前に、バックアップソフトウェアまたはライブラリの[Move 

Media]操作を使用して、テープをイジェクトしてみることをお勧めします。ドライブが強

制イジェクトされている間、プロセスが進行中であることを示すウィンドウが表示されま

す。強制イジェクトが完了するまで操作を行うことはできません。 

 

注：ドライブからカートリッジを取り出せない場合、メディアが不良または損傷してい

る可能性があります。 

 

1. [Operation] > [Force Drive Media Eject]ページに移動します。 

2. [Source Elements]リストでドライブを選択します。 

3. [Destination Elements]リストで宛先を選択します。 
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4. [Submit]をクリックします。 

 

RMI ステータスオプション 

 

NEOテープライブラリとそのコンポーネントのステータスを RMIで表示するには、メインペ

ージにて[Status]をクリックします。 [Status]ページの右枠には、選択可能ないくつかの

オプションがあります。 

 

ホームページで[Status]をクリックして、RMIライブラリステータスにアクセスします。 

 

・ライブラリ（およびモジュール）ステータス 

・カートリッジインベントリ 

・パーティションマップ 

・ドライブステータス 

・ネットワークステータス 

・セキュリティステータス 

 

ライブラリ（およびモジュール）ステータス 

ライブラリ情報とステータスの概要がトップバナーと左枠に表示されます。追加のライブ

ラリモジュール設定とステータス情報については、[Status] > [Library Status]ページに

移動して下さい。 

このページには 3つの領域があります。 

・ライブラリ情報 

・ライブラリステータス 

・モジュールステータス 
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ライブラリ情報 

必要に応じてオプションバーをクリックして、このセクションにリストされている次の項

目を表示します。 

 

・ベンダー 

・シリアル番号 － ライブラリのシリアル番号。 

・ベースファームウェアリビジョン － 現在インストールされているベースライブラリ

モジュールファームウェアのバージョン。 

・ロボットハードウェアリビジョン 

・バーコードリーダーハードウェアリビジョン 

・製品番号 

・拡張ファームウェアリビジョン － 現在インストールされている拡張ライブラリモジ

ュールファームウェアのバージョン。 

・ロボットファームウェアリビジョン － 現在インストールされているロボットアセン

ブリファームウェアのバージョン。ロボットアセンブリファームウェアは、ライブラ

リファームウェアにバンドルされてインストールされます。 

・バーコードリーダーファームウェアリビジョン － 現在インストールされているバー

コードリーダーファームウェアのバージョン。バーコードリーダーファームウェアは、

ライブラリファームウェアにバンドルされてインストールされます。 

 

ライブラリステータス 

必要に応じて、オプションバーをクリックして、このセクションにリストされている次の

項目を表示します。 
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・ライブラリステータス（トップバナーのステータスと一致）。 

・Idle － ライブラリロボット機構はアクションを実行する準備ができています。 

・Moving － ライブラリロボット機構がカートリッジを移動しています。 

・Scanning － ライブラリロボット機構がカートリッジのインベントリを実行して

います。 

・Offline － ライブラリロボット機構はライブラリによってオフラインになりまし

た。 

・Cartridge in Transparent － 適用される場合、現在ロボットアセンブリ内にあるカ

ートリッジのバーコードラベルを表示します。 

・Robotic Location － ロボットが現在配置されているモジュールを表示します。 

・Total Power On Time － 製造後、ベースモジュールの電源投入合計時間。 

・Odometer－ ロボットアセンブリの移動回数。 

・Shipping Lock － ロボット機構が配送用にロック解除されているか、ロックされてい

るかを示します。 

 

モジュールステータス 

必要に応じて、オプションバーをクリックして、このセクションにリストされている次の

項目を表示します。 
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・Base/Expansion Controller Revision ― 選択したモジュールに現在インストールさ

れているコントローラーボードのハードウェアリビジョン。 

・Lower Power Supply － 下部 PSUベイの電源の有無を表示します。 

・Drive Power Board － モジュールのドライブスロットのドライブ電源ボード（DC-DC

コンバーター）のステータス。 

・Left Magazine Status － オープンまたはクローズのいずれかを示します。 

・Mailslot Status － オープン、クローズ、または無効（メールスロットを開くことが

できまない）を表示します。 

・Power Supply Status － 電源の冗長性のステータスを表示します。 

・Upper Power Supply － 上部 PSUベイの電源の有無を表示します。 

・Right Magazine Status － オープンまたはクローズのいずれかを示します。 

[Refresh]をクリックして、ステータスを更新することができます。 

 

カートリッジインベントリ 

ライブラリスロット、カートリッジ、ドライブをモジュール別に表示するには、[Status] > 

[Cartridge Inventory]に移動します。そこから、エレメントの[Graphical View]または

[List View]を選択します。どちらのインベントリ表示オプションとも、スロットまたはド

ライブに格納されたカートリッジに関する情報とともに各エレメントを表示します。 

 

注：移動操作に使用できない未使用のスロットに保管されているカートリッジはグレー

表示され、どのパーティションにも割り当てられません。 

 

カートリッジビューには、異なる 2つのタイプがあります。 

 

・カートリッジグラフィックビュー 

・カートリッジリストビュー 

 

カートリッジグラフィックビュー 

グラフィックビューはモジュールごとに分かれており、各エレメント（スロットやテープ

ドライブ）、そのエレメントに格納されているカートリッジに関する情報を表示します。 

 

注：移動操作に使用できない未使用のスロットはグレー表示され、「ｘ」が表示されます。

これらのスロットに保管されているカートリッジは、通常のスロットと同じように表

示されます。 
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ドライブイメージの上にマウスを移動すると、追加情報が表示されます。 

 

・上部領域には、ドライブ番号、ドライブタイプ、ドライブの詳細（LTO 世代/フォーム

ファクタ）が表示されます。 

・中央部領域には、ドライブのシリアル番号、パーティション番号、および SCSIエレメ

ントアドレスが表示されます。 

・下部領域には、以下が表示されます。 

・カートリッジがドライブ内にある場合、バーコード、LTO世代、所属するパーティ

ション、ロード回数、データが暗号化されているかどうか、およびカートリッジ

タイプ（データまたはクリーニング）が表示されます。 

・ドライブ内にカートリッジがない場合は、[empty]と表示されます。 

 

スロットまたはカートリッジイメージの上にマウスを移動すると、追加情報が表示されま

す。 
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・カートリッジがスロット内にある場合クリックすると、ポップアップにバーコード、

LTO 世代、スロット番号（m.sの形式、mはモジュール番号、sはスロット番号）、それ

が配置されているパーティション、SCSI エレメントアドレス、ロード回数、データが

暗号化されているかどうか、カートリッジのタイプ（データまたはクリーニング）が

表示されます。 

・空の場合、何も表示されません。 

 

特定のドライブまたはカートリッジの警告およびエラーの状態は、色付きのアイコンで示

されます。 

 

 

カートリッジリストビュー 

モジュール別にエレメントのリストを表示するには、[Status] > [Cartridge Inventory] > 

[List View]に移動します。デフォルトのビューは、すべてのスロットエレメントの 1つで

す。 

 

リストビューが表示するのは： 

・Module ― モジュール番号 

・Slot #/Drive # 

・スロットの場合、現在カートリッジが存在するスロット番号（m.sの形式で、mは

モジュール番号、sはスロット番号）が表示されます。 

・ドライブの場合、現在カートリッジが存在するドライブ番号（下から上に番号が

付けられています）が表示されます。 
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・Barcode － バーコードラベル（ある場合） 

・Full － カートリッジがスロットにある場合は[X] 

・Gen. － カートリッジの LTO世代 

・Slot（ドライブのみ）― カートリッジの元のスロット 

・Partition － パーティションのスロット番号を示すパーティション番号 

 

注：移動操作に使用できない未使用のスロットに保管されているカートリッジはグレー

表示され、どのパーティションにも割り当てられません。 

 

デフォルトのビューは、スロット内のカートリッジです。上部のボタンにより、ビューを

切り替えて表示をフィルタリングできます： 

 

Slots or Drives.リストをテープドライブのみに制限するには、[Drives]をクリックしま

す。ドライブエレメントのみ表示され、ボタンにより[Slots]に切り替わります。デフォル

トのスロットビューに戻るには、[Slots]をクリックします。 

 

Cartridges or Elements.リストをカートリッジの入っているライブラリエレメントのみに

制限するには、[Cartrides]をクリックします。空エレメントを含むフルリストに戻るには、

[Elements]をクリックします。 

 

Grouping. [Group On]をクリックすると、リストがモジュールごとにグループ化されます。 

最初のコラムのモジュール番号の横にある三角形をクリックして、各グループのリストを

拡大または縮小することができます。グループ化を無効にするには、[Group Off]をクリッ

クします。 

 

Filtering by Barcode Label.バーコードラベルに基づいてリストをフィルタリングするに

は、[Filter On]をクリックし、「検索」フィールドを表示し、「検索」フィールドにバーコ

ード文字を入力して、[Search]をクリックします。ラベルのどこの文字であっても構いま

せん。検索文字は大文字と小文字が区別されません。またワイルドカードはありません。

フィルタリングを無効にしてすべてのスロットを表示するには、[Filter Off]をクリック

します。 

 

パーティションマップ 

パーティション別のエレメントを表示するには、[Status] > [Partition Map]に移動しま

す。3種類の異なるタイプのパーティションビューがあります： 
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・パーティションマップビュー 

・パーティショングラフィックビュー 

・パーティション設定ステータス 

 

両方のインベントリビューオプションは、スロットまたはドライブに格納されたカートリ

ッジの情報とともに各エレメントを表示します。 

 

注：移動操作に使用できない未使用のスロットに保管されているカートリッジはグレー

表示され、どのパーティションにも割り当てられません。 

 

設定ステータスはパーティション情報を表示します。 

 

パーティションマップビュー 

パーティション別のエレメントリストを表示するには、[Status] > [Partition Inventory] 

> [List View]に移動します。デフォルトのビューは、すべてのスロットエレメントの 1つ

です。 

 

レイアウトと機能は、137ページの「カートリッジリストビュー」と同じです。グループは 

モジュールではなくパーティションごとになります 

 

パーティショングラフィックビュー 

グラフィックビューはパーティションごとに分割され、各エレメント（スロット、テープ

ドライブなど）を、そのエレメントに格納されているカートリッジに関する情報とともに

表示します。 
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注：移動操作に使用できない未使用のスロットはグレー表示され、「ｘ」が表示されます。

これらのスロットに保管されているカートリッジは、通常のスロットと同じように表

示されます。 

 

パーティションマップのグラフィックビューには、すべてのマガジンのパーティション番

号が表示されます。以下の例では、メールスロットマガジンとして設定可能なマガジン＃8

にて単体のスロットが表示されています。メールスロットとして設定される場合、スロッ

ト番号の先頭に「M」が付きます。 

 

パーティションの一部の上にマウスを移動すると、追加情報が表示されます。 

 

・Name － パーティション名 

・Barcode － ホストに報告されるバーコードの長さと方向 
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・Media Removal － メディアの取り出しがホストによって許可されているかどうかを示

します 

・Key Manager Type － 暗号化管理タイプ 

・Partition S/N － パーティションのシリアル番号 

・Drive Count － このパーティションのドライブ数 

・Slot Count － このパーティションのスロット数 

・Cartridge Count － このパーティション内のカートリッジ数 

・Mailslot Count － このパーティションのメールスロット数 

 

パーティション設定ステータス 

パーティションの設定、そのエレメント、およびそれらのステータスを表示するには、

[Status] > [Partition Map] > [Configuration Status]へ移動します。 

 

必要に応じて、パーティションオプションバーをクリックして開きます。[Configuration 

Status]は次の通りです。 

 

・Partition Number － パーティション番号。 

・Partition Name － パーティション名。 

・Partition S/N － パーティションのシリアル番号。 

・Partition WWide Node － パーティション World Wideノード番号。 

・Number of Drives － このパーティションのドライブ数。 

・Number of Slots － このパーティションのスロット数。 

・Number of Mailslots － このパーティションのメールスロット数。 
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・Barcode Label Length Rep. to Host － ホストに報告されるバーコード長。 

・Barcode Label Alignment Rep. to Host － ホストに報告されるバーコード配列。 

・Auto Clean － ドライブの自動クリーニングが有効か無効かを示します。 

・Key Manager Type － 暗号化管理タイプ。 

・Active Control Path Drive － このパーティションの LUNドライブ。 

・ LTO7 Multi-initiator SCSI Conflict Detection ー  Multi-initiator Conflict 

Detectionが有効か無効かを示します。 

 

ステータスを更新するには、[Refresh]をクリックします。 [Expand All]をクリックして、

すべてのパーティションデータセクションを展開します。一旦展開したら、[Collapse All]

をクリックして、すべてのパーティションデータセクションをオプションバーだけに折り

たたみます。 

 

ドライブステータス 

[Status] > [Drive Status]ページで、ライブラリにインストールされた各ドライブの設定

とステータスを確認することができます 

 

ドライブ情報はオプションバーに表示されます： 

・Drive Number － ドライブには、ライブラリの下部から上部に向かって番号が付けら

れます。 
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・Serial Number － ライブラリによってテープドライブに割り当てられ、ホストアプリ

ケーションに報告されるシリアル番号（S/N）。シリアル番号は変更できません。 

・Vendor/LTO Generation/Form Factor/Interface － 基本的なドライブ情報。「ドライ

ブ設定」を参照下さい。 

・Library Health － ライブラリの全体的なヘルスステータスを示すアイコン。 

・Drive Status － 現在のドライブ動作状態。 

・Power Status － ドライブの電源が現在 ONか OFFかを示します。 

 

必要に応じて、ドライブオプションバーをクリックして開きます。[Drive Status]ページ

は以下を表示します。 

・Vendor 

・Firmware － 現在ドライブにインストールされているファームウェアのバージョン。 

・Powered － ドライブの電源が現在 ONか OFFかを示します。 

・Temperature 

・Encryption － 暗号化管理のタイプ。 

・IP Address 

・Module Loc － ドライブを含むパーティション。 

・Cooling Fan Status － ドライブ冷却ファンのステータス。 

・SCSI Element Addr 

・Personality 

・Manufacturer S/N － 製造時にドライブに割り当てられたシリアル番号。テクニカル

サポートとやり取りする場合は、このシリアル番号を使用して下さい。 

・WWNN － ドライブの World Wide Node番号。 

・Partition － パーティション番号。パーティションに現在ライブラリと SCSI 通信を

行っているドライブが含まれている場合、「（ライブラリ LUN）」で指定されます。 

・Cartridge － カートリッジがドライブにある場合のカートリッジのバーコード。 

・Media Removal － メディア取り出しの許可または禁止。 

・Data Compression － データ圧縮の有効または無効。 

・Product ID 

 

水平バーの後に、ポート情報が表示されます。 

 

FC ドライブの場合： 

・Speed － 2 Gb/s、4 Gb/s、または 8 Gb/sを示します。 

・Port Type － ループ（タイプ）またはファブリック。 
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・Interface － ログイン完了か光未検出等のインターフェースのステータスを表示しま

す。 

・Loop ID/ALPA or Port ID 

 

SASドライブの場合： 

・Speed － 1.5 Gb/s、3 Gb/s、または 6 Gb/sを示します。 

・Interface － 接続済みまたは未接続のいずれかを示します。 

 

[Refresh]をクリックして、ステータスを更新します。 [Expand All]をクリックして、す

べてのパーティションデータセクションを展開します。一旦展開したら、[Collapse All]

をクリックして、すべてのドライブデータセクションをオプションバーだけに折りたたみ

ます。 

 

ネットワークステータス 

 

必要に応じて、ドライブオプションバーをクリックして開きます。 [Network Status]ペー

ジには以下が表示されます。 

・Host name － ライブラリのホスト名。 

・Domain Name 

・Protocol － IPV4または IPv6。 
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・General Network Settings： 

・MAC Address － 形式 xx：xx：xx：xx：xx：xx のライブラリコントローラーネッ

トワークインターフェースのユニーク ID。 

・Link Status － 有効または無効。 

・Link Speed － ライブラリへのイーサネット接続の速度（Mbit/s）。 

・Duplex － 有効または無効。 

・IPv4設定（使用する場合）： 

・DHCP － DHCP が有効な場合、ライブラリは電源が ON になるたびに DHCP サーバー

から IPアドレスを要求します。 

・Address － ライブラリが使用している IPアドレス。 DHCPが有効な場合、このア

ドレスは DHCP サーバーから取得されます。 DHCP が有効でない場合、アドレスは

静的に設定されます。 

・Netmask － DHCP が有効になっていない場合に使用されるライブラリコントローラ

ーのネットワークマスク。 

・Gateway － DHCPが有効になっていない場合に使用されるゲートウェイ。 

・DNS 1 － プライマリ DNSサーバーの IPアドレス。 

・DNS 2 － セカンダリ DNSサーバーの IPアドレス。 

・IPv6設定（使用する場合）： 

・Stateless Addressing － 有効にするとデバイスは、ルーター広告から取得した

ルーティング情報と MAC アドレスをもとに自身でアドレスを生成します。デバイ

スは異なるルーターから割り当てることができる最大 5 つのグローバルアドレス

を同時に管理することができます。 

・Static Addressing － 有効にすると、ライブラリは静的に設定されたアドレスを

使用します。 

・Static Assigned Address  －Static Addressingが有効の場合の IPv6 アドレスで

す。 

 

セキュリティステータス 

[Status] > [Security Status]ページで、ライブラリ内の各パーティションとインストー

ルされているドライブのセキュリティ暗号化タイプのステータスを確認することができま

す。 
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このページには 3つの領域があります。 

・セキュリティ暗号化ステータス 

・パーティション暗号化ステータス 

・ドライブ暗号化ステータス 

 

セキュリティ暗号化ステータス 

・KMIP － 有効およびライセンスのステータス。 

 

パーティション暗号化ステータス 

各パーティションオプションバーをクリックして、以下を表示します。 

・Partition Number 

・Partition Name and S/N (Serial Number) 

・Encryption Configuration 

 

ドライブ暗号化ステータス 

テーブルには、各ドライブの暗号化ステータスについての 3つの列があります。 

・Drive － インストールされているドライブのリスト。 

・Encryption － 各ドライブの暗号化ステータス。 

・Partition No. － ドライブが関連付けられているパーティション。 
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7  サービスとアップグレード 
手順とリスクについて通知を受けた資格のある担当者のみが、サービスまたは NEO ハード

ウェアのアップグレードを行って下さい。修理またはアップグレード手順に進む前に、ト

ラブルシューティングのドキュメントと手順をすべてお読み下さい。 

 

警告：装置への電気的なショックや損傷を防止するために、ライブラリでの作業中は常に

電源コードを取り外すようにして下さい。 

 

注意：ライブラリでの作業中は、マイクロ回路または静電気に敏感なデバイスへの損傷を

防ぐための予防措置として、標準の静電放電（ESD）を遵守して下さい。 

 

必要に応じて、詳細についてはテクニカルサポートにお問い合わせ下さい。 

必要なツールのリストは次の通りです。 

・＃2プラスドライバー 

・小型のマイナスまたはトルクスドライバー 

・T10トルクスドライバー 

・小型のマイナスドライバー 

・クリップナット取り付けツール 

 

サービスとアップグレードのトピック： 

・故障したコンポーネントの特定 

・テープドライブの取り付けまたは交換 

・電源の交換 

・コントローラーボードの交換 

・ドライブ電源ボードの取り付けまたは交換 

・拡張モジュールの追加 

・モジュールの交換（ベースまたは拡張） 

・テープライブラリの移動 

・ロボットアセンブリとスプールメカニズムの交換 

・ベースモジュールのフロントベゼル/OCPの交換 

 

故障したコンポーネントの特定 

RMIを使用して、故障したコンポーネントを特定します。 
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1． [Maintenance] > [UID LED Control RMI]ページから、UID（ユニット識別）LEDを 

アクティブにします。 

これにより、ベースモジュールの前面と背面にある青い LEDが点灯し、故障したコン

ポーネントを含むライブラリを特定します。 

2 .故障したコンポーネントを含むライブラリのモジュールを特定します。 

a. ホームページの左上隅で、エラーを示すモジュールを見つけます。 

b. 障害が発生したコンポーネントの情報については、[module]をクリックして下さ

い。 

 

テープドライブの取り付けまたは交換 

 

テープドライブの取り外し 

テープドライブを交換する前に： 

・テープカートリッジがテープドライブから取り除かれていることを確認します。 OCP

または RMI を使用して、カートリッジをストレージスロットまたはメールスロットに

移動します。 

・シングルドライブユニットのテープドライブまたはマルチドライブユニットのマスタ

ードライブを交換する場合は、交換するドライブでバックアップが行われていないこ

とを確認します。マスタードライブでバックアップが実行されている場合、ドライブ

交換中、オートローダーまたはライブラリが、このドライブにアクセスしないことを

確認して下さい。 

テープドライブを取り外すには： 

 

1. OCPまたは RMIを使用して、テープドライブの電源を切ります。 

2. テープドライブアセンブリの LEDが消灯していることを確認し、テープドライブから

FC または SASケーブルを取り外します。 

3. テープドライブの青い拘束ネジを緩めます。 

4. テープドライブハンドルを使用して（下部を支えながら）ユニットからまっすぐ後ろ

に引いて取り外します。 
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149ページの「テープドライブの取り付け」に進みます。 

 

ドライブベイカバーの取り外し 

モジュールに追加のテープドライブを取り付ける場合、ハーフハイト（HH）ドライブを取

り付けるにはハーフハイトドライブベイカバーを 1 つ、またはフルハイト（FH）ドライブ

を取り付けるには HHカバーを 2つ取り外す必要があります。 

1. テープドライブ位置の特定 

最初のテープドライブの場合は、一番下のドライブベイに取り付けます。それ以外の

場合は、取り付け済みドライブのすぐ上に新しいドライブを取り付けます。 

 

1. #2プラスドライバーを使用して、プレートを固定している 2つのネジを外します。 

プレートとネジは、将来使用できるように保管しておきます。 

 

テープドライブの取り付け 

テープドライブをインストールするには： 
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1. 下部のドライブアセンブリを支えながら、調整の上ゆっくりと開いているドライブベ

イにテープドライブを挿入します。  

テープドライブを挿入すると、デバイスの背面パネルと面一になるはずです。 

 

2. テープドライブが固定されるまで、青い拘束ネジを指で締めます。 

 

ドライブケーブルの接続 

SAS ケーブルの接続 

1. SASケーブルの HBA側を HBAのコネクタに接続します。 

SAS ファンアウトケーブルを使用している場合は、コネクタが 1 つのみの方を HBA に

接続する必要があります。 

 

 2. ケーブルのドライブ側を接続します。 

・両端に 1 つのコネクタが付いたケーブルを使用している場合は、もう一方の端を

テープドライブのコネクタに接続します。 

・SAS ファンアウトケーブルを使用している場合は、1 つの mini-SAS コネクタを各

テープドライブのコネクタに接続します。 SAS ファンアウトケーブルの未使用端

は単一チャンネルであり、ディスクアレイでの使用には適していません。もう一

方の端を使用してテープドライブを接続するか、巻き付けてラックに固定し、コ

ネクタに負荷をかけないようにして下さい。 
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注：各テープドライブは 1 つのチャネルを使用し、ライブラリでの使用が推奨されるフ

ァンアウトケーブルは、4つのチャネルのそれぞれを HBAからドライブ側の 1つのチ

ャネルへ位置付けます。4つのドライブコネクタはどのテープドライブに接続しても

構いません。 

 

ヒント：ライブラリ指定の SAS ケーブルを使用していない場合は、かみ合わせの形状が異

なる可能性があるので、SASケーブルの mini-SASコネクタをテープドライブの mini-SASコ

ネクタに無理に押し込まないで下さい。 

 

注：SAS 信号伝達においては、HBA とテープドライブ間のクリーンな接続が必要です。HBA

とテープドライブ間にアダプターまたはコンバータを使わないで下さい。信頼性確保のた

めに、SASケーブルの最大長は 6メートルまでにして下さい。 

 

ファイバーチャネルケーブルの接続 

1. 必要に応じて、FC ポートのキャップを取り外します。 

2. FCケーブルの一端をテープドライブのポート Aに接続します。 

 

3. FCケーブルのもう一方の端をスイッチまたは HBAに接続します。 

新しいテープドライブをインストールするときは、FC インターフェースの設定を、Port 

Speed：Automaticおよび Port Type：Auto Detectのデフォルト設定のままにしておくこと

をお勧めします。これらの設定でテープドライブは適切な設定となります。 

 

インストールの確認 

1. 必要に応じて、OCPまたは RMIからドライブの電源を入れます。 

2. ライブラリが新しいテープドライブを認識していることを確認します。 

新しいドライブが、OCP 画面または RMI ページの左側のモジュールステータス概要領

域に表示されます。 

3. テープドライブのファームウェアが最新であることを確認します。 

必要に応じてファームウェアを更新します。RMI（[Maintenance] > [Firmware 

Upgrades] > [System Firmware]）または OCP（[Maintenance] > [Library Firmware 

Upgrade]）からファームウェアの更新が可能です。 
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電源の交換 

 

故障したコンポーネントの特定 

RMI ページ（[Maintenance] > [UID LED Control]）を使用して、データセンター内のライ

ブラリを特定するため、UID（ユニット識別）LED をアクティブにします。詳細な手順につ

いては、147ページの「故障したコンポーネントの特定」を参照して下さい。 

 

電源取り外しの準備 

下部の緑色の LED②の消灯またはすべての LEDが消灯のいずれかにより、ライブラリ背面の

障害のある電源を見つけます。 

 
交換する電源から AC電源コードを抜きます。 

 

電源の取り外し 

1. 電源装置の 2つの青い拘束ネジを指で緩めます。 

2. つまみねじ（両側に 1 つずつ）を使用して、4 インチ（10cm）ほど電源装置をゆっく

りと引き出します。 

3. 底部を支えながら、モジュールから電源を取り外します。 

 

新しい電源の取り付け 

1. 新しい電源を位置合わせレールに配置します。 

2. 電源をモジュールの背面パネルと面一になるまでモジュール内にスライドさせます。 



  

153 

 

 

3. 青色の拘束ネジを指で締めて、モジュールに固定します。 

4. AC電源コードを新しい電源に接続します。 

 

電源の取り付けと動作の確認 

1. すべての電源 LED の点灯をチェックして、新しい電源が正常に動作していることを確

認します。 

2. RMIを使用し、電源の故障を示すイベントがクリアされていることを確認します。 

3. UID LEDがまだ点灯している場合は、RMIを使用してそれらを非アクティブにします。 

 

コントローラーボードの交換 

注意：このパーツを取り付けまたは交換するには、ライブラリの電源を切って、損傷を防

止して下さい。 

 

注：ベースモジュール筐体とベースモジュールコントローラーの両方を同じ手順内で交

換しないで下さい。両方のコンポーネントが同時に交換されると、ファームウェア

によりライブラリは動作しません。ライブラリの WWIDとシリアル番号はコントロー

ラーと筐体内に保存されます。 1 つを交換すると、元のコンポーネントのデータは

修理コンポーネントに転送されます。ベースモジュール筐体とベースモジュールコ

ントローラーの両方を交換する場合、コンポーネント交換の間にライブラリの電源

を入れ直す必要があります。 

 

故障したコンポーネントの特定 

RMI ページ（[Maintenance] > [UID LED Control]）を使用して、データセンター内のライ

ブラリを特定するため、UID（ユニット識別）LED をアクティブにします。詳細な手順につ

いては、147ページの「故障したコンポーネントの特定」を参照して下さい。 

 

設定の保存 

ライブラリ設定はライブラリ筐体にあり、コントローラー交換の際に自動的に復元されま

す。ただし用心のため、コントローラーボードを取り外す前に、設定を保存することをお

勧めします。設定をファイルまたは USB フラッシュドライブに保存する手順については、

84 ページの「ライブラリ設定の保存/復元」を参照して下さい。 

 

ライブラリの電源 OFF 

1. フロントパネルで、電源ボタンを 3秒間押し続けます。 
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注：ライブラリがソフトシャットダウンを実行しない場合は、電源ボタンを 10秒間押し

続けて下さい。 

 

2. ロボットアセンブリが停止位置にあることを確認します。 

3. すべてのホストプロセスがアイドル状態であることを確認します。 

 

コントローラー取り外しの準備 

1. 故障したコントローラーを含むモジュールから AC電源ケーブルを取り外します。 

2. 他のモジュールに接続している拡張相互接続ケーブルがある場合は取り外します。 

3. イーサネットケーブルと USBデバイスがある場合は取り外します。 

拡張モジュールコントローラーには、イーサネットまたは USB ポートがありません。 

 

コントローラーの取り外し 

1. コントローラーの 2つの青い拘束ネジを緩めます。 

2. つまみねじを使用して、モジュールからコントローラーをゆっくりと取り外します。 

 

コントローラーの取り付け 

1. 新しいコントローラーを位置合わせレールに配置します。 

2. コントローラーをモジュールの背面パネルと面一になるまでゆっくりとモジュール

内にスライドさせます。 
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3. 青色の拘束ネジを指で締めて、モジュールに固定します。 

4. 拡張相互接続ケーブルを取り外した場合には交換します。 

5. イーサネットケーブルと USBデバイスを取り外した場合には交換します。 

6. AC電源ケーブルを差し込みます。 

 

コントローラー取り付けの確認 

1. OCP または RMI を使用して、[Status] > [Library Status] > [Module x]をクリック

し、コントローラーのステータスを確認します。 

2. コントローラーに障害があることを示すイベントがクリアされたことを確認します。 

3. ライブラリのファームウェアが最新のリビジョンであることを確認します。 

ライブラリにインストールされているファームウェアのバージョンを確認するには、

OCPまたは RMIの左上隅を確認します。 

 

4. 必要に応じて、RMI の[Maintenance] > [Firmware Upgrade] > [System firmware]ア

ページを使用してファームウェアを更新します。 

5. ベースモジュールコントローラーを交換する場合は、保存された設定ファイルからの

復元、または OCPまたは RMIを使用してそれらを入力することにより、以前の設定を

復元します。 

6. UID LEDがまだ点灯している場合は、RMIを使用してそれらを非アクティブにします。 

7. ホストアプリケーションを再開します。 

 

ライブラリの電源 ON 

OCPディスプレイのすぐ下にある電源ボタンを押して、ライブラリの電源を入れます。緑の

光が点灯します。 

ライブラリの電源が ONになると、ライブラリはマガジン内のテープカートリッジのインベ

ントリ、すべてのモジュールのファームウェアバージョンの確認、テープドライブの設定、

既存のモジュール有無の確認、および新しいモジュールの検索を行います。 

 

ドライブ電源ボードの取り付けまたは交換 

 

故障したコンポーネントの特定 

RMI ページ（[Maintenance] > [UID LED Control]）を使用して、データセンター内のライ

ブラリを特定するため、UID（ユニット識別）LED をアクティブにします。詳細な手順につ
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いては、147ページの「故障したコンポーネントの特定」を参照して下さい。 

 

ライブラリの電源 OFF 

1. フロントパネルから、電源ボタンを 3秒間押し続けます。 

 

注：ライブラリがソフトシャットダウンを実行しない場合は、電源ボタンを 10秒間押し

続けて下さい。 

 

2. ロボットアセンブリが停止位置にあることを確認します。 

3. すべてのホストプロセスがアイドル状態であることを確認します。 

 

ライブラリ/拡張コントローラーとドライブ電源ボードの取り外し 

ドライブ電源ボードは、コントローラーベイの内部にあります。 

1. 故障したドライブ電源ボードを含むモジュールから AC電源コードを抜きます。 

2. コントローラーの 2つの青い拘束ネジを緩めます。 

3. つまみネジを使用して、コントローラーをモジュールからゆっくりと取り外し、ESD

を施した安全な場所に置きます。 

 
4. 故障したドライブ電源ボードラッチを押し下げて解除します。 
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5. ドライブ電源ボードをゆっくりとモジュールから引き出します。 

 

新しいドライブ電源ボードの取り付け 

1. 新しいドライブ電源ボードを位置合わせレールに配置します。 

2. しっかりと固定されるまで、ドライブ電源ボードをモジュール内にスライドさせます。 

3. カチッと音がして所定の位置に収まるまで、ボードのラッチを押し上げます。 

ドライブ電源ボードが正しく取り付けられていれば、ラッチが緩むことはありません。 

4. コントローラーを位置合わせレールの上に置き、モジュールの背面パネルと面一にな

るまでスライドさせ内部に入れます。 

5. つまみねじを指で締めて、モジュールに固定します。 

6. 取り外した AC電源コードを差し込みます。 

 

ライブラリの電源 ON 

OCPディスプレイのすぐ下にある電源ボタンを押して、ライブラリの電源を入れます。緑の

光が点灯します。 

ライブラリの電源が ONになると、ライブラリはマガジン内のテープカートリッジのインベ

ントリ、すべてのモジュールのファームウェアバージョンの確認、テープドライブの設定、

既存のモジュール有無の確認、および新しいモジュールの検索を行います。 

 

ドライブ電源ボード取り付けの確認 

1. 存在するすべてのテープドライブの電源が入っていることを確認します。 

2. ドライブ電源ボードに障害があったことを示すイベントがクリアされたことを確認

します。 

3. ライブラリの背面から、各ドライブの緑色の LED が点灯していることを確認します。 

4. UID LEDがまだ点灯している場合は、RMIを使用してそれらを非アクティブにします。 
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5. ホストアプリケーションを再開します。 

 

拡張モジュールの追加 

 

概要 

追加の拡張モジュールを NEO XLシリーズテープライブラリにインストールするには： 

1. 必要に応じて、ラックのスペースを空けます。 

2. ラックレールを取り付けます。 

3. 必要に応じて、上部または下部のカバーを拡張モジュールに移します。 

4. 拡張モジュールをラックに取り付け、モジュールをライブラリに合わせます。 

5. ケーブルを差し込み、取り付けを確認します。 

小型のマイナスドライバーまたはトルクスドライバー、および＃2プラスドライバーが必要

です。 

 

ライブラリの電源 OFF 

1. フロントパネルから、電源ボタンを 3秒間押し続けます。 

 

注：ライブラリがソフトシャットダウンを実行しない場合は、電源ボタンを 10秒間押し

続けて下さい。 

 

2. ロボットアセンブリが停止位置にあることを確認します。 

3. すべてのホストプロセスがアイドル状態であることを確認します。 

 

新しいモジュールへカバーを移動 

ライブラリには、取り外し可能な上部および下部カバーがあります。上部または下部にモ

ジュールを追加する場合、上部または下部のカバーを新しいモジュールに移動する必要が

あります。詳細は 27ページの「ライブラリモジュールの準備」を参照して下さい。 

 

この手順ではベースモジュールからカバーを移動することを参照しますが、拡張モジュー

ルからカバーを移動する場合も同様です。 
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モジュールのラックへの取り付け 

詳細と手順については、25 ページの「モジュールのラックへの取り付け」を参照して下さ

い。 

 

モジュールの調整と接続 

新しいモジュールをライブラリに正しく合わせることで、ロボットがモジュール間をより

自由に動くことができます。アライメント機構がロックされていない限り、ライブラリは

動作しません。詳細については、25 ページの「モジュールの調整と接続」を参照して下さ

い。 

 

インストールと設定の確認 

ライブラリの電源を入れ、以下を確認します。 

・ライブラリの電源が ONになり、正しく初期化されていること、およびステータスが準

備完了であることを確認します。 

・OCPまたは RMIから、新しい拡張モジュールが表示されることを確認します。 

・追加のストレージスロットやメールスロット、およびテープドライブに関連するライ

ブラリ設定を確認します。必要に応じて更新します。 

拡張モジュールは、既存のライブラリファームウェアを使用して動作します。ライブラリ

は常に最新のファームウェアバージョンに更新することを推奨します。RMI（[Maintenance] 

> [Firmware Upgrades] > [System Firmware]）または OCP（[Maintenance] > [Library 

Firmware Upgrades]）からファームウェアを更新することができます。 

 

モジュールの交換（ベースまたは拡張） 

重要：モジュールを交換したりライブラリを移動したりする前に、第 2章「インストール」

を確認して下さい。このプロセスの最新情報については、交換用モジュールに付属のドキ

ュメントを確認して下さい。 

 

NEO XLシリーズテープライブラリのモジュールを交換するには： 

1. ライブラリ設定を保存します。 

2. テープカートリッジを取り出し、ライブラリの電源を切ります。 

3. テープドライブを取り外し、電源コードとケーブルを取り外します。 

4. モジュールをラックから取り外し、新しいモジュールを開梱します。 

5. カバーとコンポーネントを古いモジュールから新しいモジュールに移します。 

6. 交換用モジュールをラックに取り付け、位置を合わせます。 

7. テープドライブの再取付けを行い、電源コードとケーブルを再接続します。 
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8. テープカートリッジを再投入します。 

9. ライブラリの電源を入れ、操作を確認します。 

ドライブベイカバーを取り外すには、T-10 トルクスドライバーと小さなマイナスドライバ

ーが必要です。 

 

設定の保存 

ライブラリ設定はライブラリシャーシにあり、コントローラーを交換する際に自動的に復

元されます。ただし予防策として、コントローラーボードを取り外す前に設定を保存する

ことをお勧めします。OCPまたは RMIを用いて設定をファイルまたは USBフラッシュドライ

ブに保存する方法については、84ページの「ライブラリ設定の保存/復元」を参照して下さ

い。 

 

取り外しのためのモジュールの準備 

各 NEOxl 40モジュールの重量は、ドライブまたはテープなしの状態で 55.1ポンド（25kg）

を超え、ドライブ 3 台と 40 巻のテープ込みでは 68.3 ポンド（31kg）以上となります。モ

ジュールを移動または持ち上げる前に、重量を減らすために、テープマガジンとドライブ

を取り外します。 

 

テープカートリッジの取り外し 

重要：ベストプラクティスとして、アプリケーションがアイドル状態のときにこの手順を

実行して下さい。マガジンが引き出されたり取り外されたりすると、ライブラリロボット

アセンブリはメディアを移動することができません。一度に 1 つのマガジンのみ開けるこ

とが可能です。 

 

1. マガジンロック解除ボタンまたは RMIを使用して、テープマガジンのロックを解除し

ます。 

注：これらの方法が失敗した場合、またはデバイスの電源が入っていないときにマガ

ジンを取り外す必要がある場合、マガジンを手動でリリースすることができます。

36ページの「マガジンのマニュアルリリース」を参照して下さい。 

 

2. 下に支えながら、テープマガジンを取り外します 
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注：テープカートリッジは新しいモジュールの同じスロットに挿入する必要があるた

め、マガジンから取り出さないで下さい。 

 

3. 他のマガジンについてもこれらのプロセスを繰り返します。 

 

ライブラリの電源 OFF 

1.フロントパネルから、電源ボタンを 3秒間押し続けます。 

 

注：ライブラリがソフトシャットダウンを実行しない場合は、電源ボタンを 10秒間押し

続けて下さい。 

 

2. ロボットアセンブリが停止位置にあることを確認します。 

3. すべてのホストプロセスがアイドル状態であることを確認します。 

 

ケーブルの取り外し 

交換するモジュールに適用します： 
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1. すべての電源コードを取り外します（1）。 

2. 拡張モジュール相互接続ケーブル（2）を、ユニットとそれらが接続されているモジ

ュールから外します。 

 

注：両端からケーブルを完全に取り外すと、モジュールの取り外しと交換の際の拡張

相互接続ケーブルの損傷を防ぐことができます。 

 

3. ベースモジュールを交換する際は、必要に応じてイーサネットケーブル（3）をモジ

ュールから取り外します。 

4. SAS/FCケーブル（4）をドライブから取り外してラベルを付けます。 

5. ベースモジュールを交換する際は、必要に応じてオプションの USBデバイスを取り外

します（5）。 

 

テープドライブの取り外し 

交換するモジュールに適用します： 

 

注：ライブラリはドライブの場所を追跡し、ドライブが所定の場所にない場合イベント

を発行するので、同一のドライブベイにてドライブ交換が行われるよう、ドライブ

の場所を書き留め、ドライブにラベルを付けて下さい。 

 

1. テープドライブの青い拘束ネジを指で緩めます。 

2. ドライブの底部を支えながら、テープドライブのハンドルをまっすぐ後ろへ引き、モ

ジュールから引き抜きます。 

 

注意：内部接続部分の損傷を防ぐため、テープドライブを取り外す際は底面を支えて下さ

い。 
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3. ドライブを安全な静電放電（ESD）が施された場所に置きます。 

4. 追加ドライブについても、このプロセスを繰り返します。 

 

ラックからのモジュール取り外し 

警告：ラックへの取り付けまたは取り外しの際はけがを避けるために、機械式補助リフタ

ーを使用する（または少なくとも 2 人で作業を行う）ことをお勧めします。ラックへの取

り付けまたは取り外しの際には、誤ってラックを傾けたり倒したりしてけがをしないよう

注意して下さい。 

 

1. 前面から＃2 のプラスドライバーを使用して、モジュールとそれに隣接するモジュー

ル両方の埋め込みネジを 2回転させ緩めます。 

 

2. ライブラリ背面から、隣接するモジュールと接続している調整メカをアンロックして

下さい。 

3. 慎重にモジュールを機械式リフターに引き出します。 
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4. モジュールを安全な静電放電（ESD）が施された場所に置きます。 

5. 新しいモジュールを開梱し、古いモジュールの隣に置きます。 

 

カバーとコンポーネントの移動 

カバーの移動 

重要：上部および/または下部カバーのあるモジュールを交換するときは、古いモジュール

から新しいモジュールへカバーを移動する必要があります。 

 

上部カバーを移動するには： 

1. 古いモジュールにて、小さなマイナスヘッドまたはトルクスドライバーを解放穴に挿

入し、約 1/4インチ（6mm）横にスライドさせて、スプリング式ロックを解除します。 

 

2. 上部カバーの前端を約 4 インチ（10cm）持ち上げ、カバーを静かに前方に引き出し、

モジュールの中心にあるピボットポイントから外します。 
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3. 新しいモジュールにて、カバーを同じ角度にしてカバーの背面をピボットポイントで

はめ込みます。 

4. ラッチが両側でかみ合うまで、トップカバーの前面を下げます。 

 

下部カバーを移動するには： 

1. 両方のモジュールを上下逆に置きます。 

2. 古いモジュールにて、小さなマイナスヘッドまたはトルクスドライバーを解放穴に挿

入し、約 1/4インチ（6mm）横にスライドさせて、スプリング式ロックを解除します。 

3. カバーの前端を約 4インチ（10cm）上げ、静かに前方に引き出し。モジュールの中心

にあるピボットポイントから外し、取り外します。 

 

4. 新しいモジュールにて、カバーを同じ角度にして、カバーの背面をピボットポイント

ではめ込みます。 

5. ラッチがかみ合うまでカバーの前面を下げます。 

 

電源の移動 

注：電源が取り付けられている場合は、新しいモジュールに移動する必要があります。 

 

1. 新しいモジュールにて、適切な電源カバーを取り外します。 

2. 古いモジュールにて、指で電源の 2つの青い拘束ネジを緩めます。 

3. つまみネジを使用して、電源を約 4インチ（10cm）引き出します。 
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4. 底部を支えながら、電源を取り外します。 

5. 新しいモジュールにて、電源を位置合わせレールに配置します。 

6. 電源をモジュールの背面パネルと面一になるまでスライドさせます。 

7. つまみネジを指で締めて固定します。 

8. 必要に応じて、冗長電源についてもこれらの手順を繰り返します。 

9. 取り外した電源カバーを古いモジュールに取り付けます。 

 

コントローラーの移動 

1. 古いモジュールにて、コントローラーの 2つの青い拘束ネジを緩め、モジュールから

ゆっくりと取り外し、脇に置いておきます。 

2. ドライブ電源ボードが取り付けられている場合は、それも移動します。 

 

a. ドライブ電源ボードのラッチを押し下げて解除します。 

b. モジュールからドライブ電源ボードをゆっくりと引き出します。 

c. 新しいモジュールにて、ドライブ電源ボードを位置合わせレールに配置します。 

d. ドライブパワーボードをしっかりと固定されるまでスライドさせます。 

e. カチッと所定の位置に収まるまで、ボードのラッチを押し上げます。 

3. 新しいモジュールにて、コントローラーを位置合わせレールに置き、モジュールの背

面パネルと面一になるまでスライドさせます。 

4. つまみネジを指で締めて、モジュールに固定します。 

 

ドライブベイカバーの移動 

古い拡張モジュールのドライブベイにカバーが取り付けられている場合は、新しい拡張モ

ジュールに移動する必要があります。 
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ラックへのモジュール取り付け 

警告：ラックへの取り付けまたは取り外しの際はけがを避けるために、機械式補助リフタ

ーを使用する（または少なくとも 2人で作業を行う）ことをお勧めします。 

  

1. 機械式リフターを使用して、モジュールを前面に配置し、ラックレールに合わせます。 

2. モジュールをレールフランジにスライドさせてラックに挿入します。 

 

3. 埋め込みネジを 1 回転だけ締めて、モジュールを固定します。 

 

4. ライブラリの背面で、位置合わせロックレバーを使用して、位置合わせを行い新しい

モジュールを隣接するモジュールに固定します。 

 

注：位置合わせメカニズムがロック位置にない限り、ライブラリは動作しません 

（下部モジュールを除く）。 
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抵抗がある場合、上部モジュールを調整して、位置合わせメカニズムピンを下部モジ

ュールの嵌合穴に合わせます。 

5. ライブラリの一番下のモジュールについて、その位置合わせメカニズムがロック解除

の位置にあることを確認します。 

6. ライブラリの前面から、プラスネジを締め新しいモジュールと隣接するモジュールを

すべてラックに固定します。 

 

インストールの完了 

テープドライブの再インストール 

テープドライブが古いモジュールにあった場合は、新しいモジュールの同じベイに取り付

けを行います。 

1. テープドライブをハンドルで持ち、下から支えて適切なベイの位置合わせレールに置

きます。 

2. テープドライブをライブラリの背面と面一になるまでドライブベイにゆっくりとス

ライドさせます。 
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3. 青い拘束ネジを指で締めて固定します。 

4. 追加のテープドライブについて、手順 1〜3を繰り返します。 

 

ケーブルとコードの再接続 

 

1. 拡張相互接続ケーブル（2）を拡張モジュールから隣接する拡張モジュールに再接続

します。 

2. 以前に古いベースモジュールから取り外した場合は、イーサネット管理ケーブル（3）

を再接続します。 

3. SAS/FCケーブル（4）を同じテープドライブに再接続します。 

4. 以前に古いベースモジュールから取り外した場合は、USB デバイスを再度挿入します

（5）。 

5. AC電源コード（1）を電源に再接続します。 

 

テープマガジンの再インストール 

前に取り外したテープマガジンを新しいモジュールに再度取り付けます。 

1. マガジンアクセスハンドルを使用してそれを下から支え、マガジンを位置合わせレー

ルに置きます。 

2. マガジンをモジュールにスライドさせます。 

3. 他のマガジンについて、手順 1〜2を繰り返します。 

 

ライブラリ設定の確認 

ライブラリの電源を入れ、以下を確認します。 

・ライブラリの電源が ONになり、正しく初期化されていること、およびステータスが Ready

であることを確認します。 

・OCPまたは RMIから、新しいモジュールが表示されることを確認します。 

・追加のストレージスロット、メールスロット、およびテープドライブに関連するライ

ブラリ設定を確認します。必要に応じて更新します。 
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モジュールは、既存のライブラリファームウェアを使用して動作します。ライブラリを常

に最新のファームウェアバージョンに更新することをお勧めします。RMI（[Maintenance] > 

[Firmware Upgrades] > [System Firmware]）または OCP（[Maintenance] > [Library Firmware 

Upgrade])からファームウェアを更新することができます。 

 

テープライブラリの移動 

重要：ライブラリを移動する前に、第 2 章「インストール」を確認して下さい。ラック内

または別のラックのいずれかにライブラリを移動する際、けがやモジュールを損傷しない

ように注意して下さい。 

 

テープライブラリを移動するには： 

1. ライブラリ設定を保存します。 

2. テープドライブからテープカートリッジを取り出し、テープマガジンを取り外し、ラ

イブラリの電源を切ります。 

3. 電源コードとケーブルを外し、位置合わせメカニズムのロックを解除します。 

 

注意：すべてのケーブルを外さないと、ケーブルおよび/またはライブラリ内の嵌合する電

子アセンブリが損傷する可能性があります。 

 

4. モジュールを慎重に解放して、ラックから取り外します。 

5. ラックレールをラックから取り外し、目的のラックが左右/前後とも水平であること

を確認後、目的のラックにレールを取り付けます。 

6. モジュールをラックに慎重に取り付け、調整メカをロックします。 

7. ケーブルを適切なポートに再接続します。 

8. 電源コードを接続し、ライブラリの電源を入れ、動作を確認します。 

9. テープマガジンを再度取り付けます。 

 

詳細については、159 ページの「モジュールの交換（ベースまたは拡張）」を参照して下さ

い。 

 

ロボットアセンブリとスプールメカニズムの交換 

このプロセスにてベースモジュールのロボットアセンブリとスプールメカニズムを交換し

ます。 
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重要：ライブラリコンポーネントの交換を行う前に、「はじめに」の「静電放電」を確認し

て下さい。 

 

取り外しのためのモジュールの準備 

各ベースモジュールの重量は、ドライブまたはテープなしで 55.1ポンド（25kg）以上あり、

3 台のテープドライブと 40巻のテープ込みでは 68.3 ポンド（31kg）以上になります。モジ

ュールを移動または持ち上げる前に、重量を減らすために、テープマガジンとドライブを

取り外します。 

 

テープカートリッジの取り出し 

重要：ベストプラクティスとして、アプリケーションがアイドル状態のときにこの手順を

実行して下さい。マガジンが引き出されたり取り外されたりすると、ライブラリロボット

アセンブリはメディアを移動することができません。一度に開くことができるマガジンは 1

つだけです。 

 

1. マガジンロック解除ボタンまたは RMIを使用して、テープマガジンのロックを解除し

ます。 

 

注：これらの方法がうまくいかない場合、またはデバイスの電源が入っていないとき

にマガジンを取り外す必要がある場合、マガジンを手動で解放することができま

す。36ページの「マガジンのマニュアルリリース」を参照して下さい。 

 

2. 下から支えながら、テープマガジンを取り出します。 

 

注：テープカートリッジは新しいモジュールの同じスロットに挿入する必要があるた

め、マガジンからテープカートリッジを取り出さないで下さい。 

 



  

172 

 

 

3. 他のマガジンについてもこれらのプロセスを繰り返します。 

 

ライブラリの電源 OFF 

1. フロントパネルから、電源ボタンを 3秒間押し続けます。 

 

注：ライブラリがソフトシャットダウンを実行しない場合は、電源ボタンを 10秒間押し

続けて下さい。 

 

2. ロボットアセンブリが停止位置にあることを確認します。 

3. すべてのホストプロセスがアイドル状態であることを確認します。 

 

ケーブルの取り外し 

 

1. すべての電源コードを取り外します（1）。 

2. 拡張モジュール相互接続ケーブル（2）を、ベースモジュールおよび隣接するモジュ

ールから取り外します。 

 

注：モジュールの取り外しと交換時に両端からケーブルを完全に取り外すことにより、

拡張相互接続ケーブルの損傷を防ぐことができます。 

 

3. モジュールからイーサネットケーブル（3）を取り外します。 

4. SAS/FCケーブル（4）をドライブから取り外してラベルを付けます。 

5. 存在する場合、オプションの USBデバイスを取り外します（5）。 
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テープドライブの取り外し 

テープドライブを取り外して、モジュールの重量を減らします。 

 

注：ライブラリはドライブの場所を追跡し、ドライブが所定の場所にない場合イベント

を発行するため、ドライブにラベルを付けて、同じドライブベイに交換できるよう

にします。 

 

1. テープドライブの青い拘束ネジを指で緩めます。 

2. ドライブの底部を支えながら、テープドライブハンドルをまっすぐ後ろへ引き、モジ

ュールから取り外します。 

 

注意：内部接続部分の損傷を防ぐため、テープドライブを取り外す際は底面を支えて下さ

い。 

 

3. ドライブを安全な静電放電（ESD）が施された場所に置きます。 

4. 追加のドライブについても、このプロセスを繰り返します。 

 

ラックからのモジュール取り外し 

 

警告：ラックへの取り付けまたは取り外しの際はけがを避けるために、機械式補助リフタ

ーを使用する（または少なくとも 2 人で作業を行う）ことをお勧めします。ラックへの取

り付けまたは取り外しの際には、誤ってラックを傾けたり倒したりしてけがをしないよう

注意して下さい。 

  

1. 前面から＃2 プラスドライバーを使用して、ベースモジュールとそれに隣接するモジ

ュールの両方の埋め込みネジを 2回転させ緩めます。 
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2. ライブラリ背面から、ベースモジュールと隣接するモジュールを接続している調整メ

カのロックを解除します。 

3. 慎重にベースモジュールを機械式リフターに引き出します。 

 

4. モジュールを安全な静電放電（ESD）が施された場所に置きます。 

 

5. 新しいロボットアセンブリとスプールメカニズムを開梱し、モジュールの隣に置きま

す。 

 

トップカバーの取り外し 

ベースモジュールにトップカバーがある場合は、取り外す必要があります。 

1. 小さなマイナスヘッドまたはトルクスドライバーを解放穴に挿入し、約 1/4 インチ

（6mm）横にスライドさせて、スプリング式ロックを解除します。 
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サイドの再ロックを防ぐには、反対側のロックを解除するときに端を上に保持しなけ

ればならない場合があります。 

2. トップカバーの前端を約 4インチ（10cm）持ち上げ、カバーを静かに前方に引き出し

モジュールの中心にあるピボットポイントから外します。 

 
3. 交換が完了したら、再取り付けできるようにカバーを安全な場所に置きます。 

 

古いロボットアセンブリの取り外し 

交換のために、古いロボットアセンブリとスプールメカニズムを取り外します。 

 

ロボットアセンブリのロック解除 

 

注：必要に応じて、青いロックレバーにアクセスするために、ロボット機構のカートリ

ッジキャリアをロボットアセンブリの中心に向かって手動でスライドさせます。 

 

モジュールの正面に立って、青いレバーを左に動かしてロボットのロックを解除し、それ

からあなたの方へ、そして右へ動かします。 
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テープカートリッジがロボットアセンブリのカートリッジキャリアに残っている場合は、

カートリッジをまっすぐ持ち上げ取り出します。カートリッジを左右に少し動かす必要が

あるかもしれません。 

 

モジュールからのロボットアセンブリ取り出し 

モジュールからロボットアセンブリを静かに引き出します。 

 

1. ロボットアセンブリの大きな穴に指を置き、ゆっくりと（毎秒約 1/2 インチ[13mm]）

透明になるまで引き上げます。 

2. ロボットアセンブリをモジュールの内側から静かに持ち上げ、右側（スプールメカニ

ズムの反対側）少し前方のモジュールの上部に置きます。 

 

注：スプールケーブルを損傷しないように注意して下さい。 

 

スプールメカニズムの取り外し 

1. ロボットアセンブリからスプールケーブルコネクタを取り外します。 

 

a. 小さなマイナスヘッドドライバーまたはトルクスツールを使用して、小さなラッ

チを押し下げ（1）、それを押し出して（2）、ロボットの左後方にあるスプールケ

ーブルコネクタのロックを解除します。 
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b. ロボットアセンブリからコネクタを外側に回転させ、スプールメカニズムの上部

にケーブルをループさせます。そしてコネクタの終端をメカニズム上部のドッキ

ングスロット（3）に差し込みます。 

スプールケーブルは、メカニズム上部でフラットになるようにして下さい。 

 

注：スプールケーブルの終端を回転させるロボットアセンブリのフックに注意して下

さい。新しいスプールケーブルを新しいロボットアセンブリに接続するときにこれを

知っておくことが重要です。 

 

2. ロボットアセンブリを安全な静電放電（ESD）が施された場所に移動します。 

3. スプールメカニズムを取り外します。 

a. スプールメカニズムの背面上部にあるラッチ（1）を押し下げます。 

b. 後部のコネクターがリリースするまで、スプールメカニズム全体を静かに右に動

かします。 

 

もう一方の手で左側を押すとよいかもしれません。 

c. スプールメカニズムを前に引き出し、後部の金属壁から外し脇に置きます。 

 

新しいロボットアセンブリの取り付け 

新しいスプールメカニズムとロボットアセンブリをベースモジュールに取り付けます。 

 

新しいスプールメカニズムの取り付け 

1. 新しいスプールメカニズムを左上部にドッキングされたスプールコネクタとともに、

後部の金属壁取り付けポイントの前で支えます。 
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2. スプールメカニズム背面上部のラッチを背面金属壁の鍵穴に合わせます。 

3. 後部プラグが接続され、メカニズムが所定の位置にはめ込まれるまで、スプールメカ

ニズムを押し入れ、その後左へ押し込みます。 

もう一方の手で右側を押すとよいかもしれません。 

 

ロボットアセンブリの取り付け 

1. 新しいロボットアセンブリをモジュールの右側に配置します。 

2. ロボットアセンブリのロックが解除されていることを確認します。 

そうでない場合は、青いレバーを左に次に正面に向かって、次に右側に動かし解除し

ます。 

3. スプールメカニズムコネクタを取り付けます。 

 

a. スプールメカニズムの上部からコネクタのロックを解除し、ラッチ端を上げ保持

します。 

b. ケーブルの端をロボットアセンブリのフックに配置します。 

c. ラッチが接続するように上部を回転させて所定の位置にします。 

4. 2 つのピンが水平に配置されるようロボットアセンブリのコーナーギアの 1 つを回転

させます。 

すべてのギアが同期され、調整されます。 
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5. 4 つの垂直方向ギアレールの溝の上部に、ロボットアセンブリのギアをそっと置きま

す。 

 

 

 

6. ロボットアセンブリのベースがモジュールの底に到達するまで、ロボットアセンブリ

を静かに押し下げます。 

 

注意：ロボットアセンブリは、毎秒 1/2 インチ（13mm）以下の速度で下げて下さい。もし

ロボットアセンブリが正しく位置合わせされていないか、強く押しすぎたり、速すぎたり

すると、ロボットアセンブリとベースモジュールの損傷が発生する可能性があります。 

 

注：ロボットアセンブリは、それ自体でスムーズに落下するはずです。そうでない場

合はギアの位置合わせ状態を確認して下さい。 

 

7. 青いレバーを左に、次に後方に次に右に動かしてロボットアセンブリをロックします。 
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カバーの再取り付け 

1. カバーを取り外したときと同じ角度にして、ピボットポイントでカバー後部を再びか

み合わせます。 

 

2. ラッチが両側にかみ合うまで、カバーの前面を下げます。 

 

ラックへのモジュール再取り付け 

1. 機械式リフターを使用して、ベースモジュールを取り外しを行ったラックの前に配置

し、ラックレールに位置合わせします。 

2. モジュールをラックレールフランジの上にスライドさせてラックに入れます。 

 

3. 埋め込みネジを 1 回転だけ締めて、モジュールを固定します。 
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モジュールの調整と接続 

ベースモジュールを他のライブラリ拡張モジュールと調整することにより、ロボット 

アセンブリはモジュール間を自由に移動することができるようになります。 

 

注：ライブラリは、すべての調整メカニズム（最下部モジュールは除く）がロック位置

になければ動作しません。 

 

1. ライブラリ背面で、位置合わせロックレバーを使用して、ベースモジュールと接続す

る拡張モジュールの位置合わせを行いロックします。 

 

抵抗がある場合は、位置合わせメカニズムピンが下部モジュールの嵌合穴に移動する

ように、上部モジュールを調整します。 

2. 必要に応じて、ライブラリ一番下のモジュールの位置合わせメカニズムがロック解除

位置にあることを確認します。 

3. ライブラリ前面で、ベースモジュールと隣接する拡張モジュールの埋め込みネジを締

めすべてをラックに固定します。 

 

再取り付けの完了 

テープドライブの再取り付け 

一番下のテープドライブベイから始めて、上に向かって取り付けを行います。同じドライ

ブが適切なベイにあることを確認します。 

1. テープドライブをハンドルで持ち、下から支えてアライメントレールに配置します。 
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2. ライブラリ背面に面一になるまで、ドライブベイにテープドライブをゆっくりとスラ

イドさせます。 

3. 青い拘束ネジを指で締めて固定します。 

4. 上に移動し、追加のテープドライブについて手順 1〜3を繰り返します。 

 

ケーブルとコードの再接続 

1. ベースモジュールから隣接する拡張モジュールへ、拡張相互接続ケーブル（2）を再

接続します。 

 

2. イーサネット管理ケーブルを再接続します（3）。 

3. SAS/FCケーブル（4）をテープドライブに再接続します。 

4. 以前取り外した場合は、USBデバイスを再挿入します（5）。 

5. AC電源コード（1）を電源に再接続します。 

 

テープマガジンの再取り付け 

前に取り外したテープマガジン（およびテープ）をベースモジュールに再度取り付けます。 

1. マガジンアクセスハンドルを使用してそれを下に支え、適切なベイの位置合わせレー

ル上にマガジンを配置します。 
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2. マガジンをモジュールにスライドさせます。 

3. 他のマガジンについて、手順 1〜2を繰り返します。 

 

ライブラリ設定の確認 

ライブラリの電源を入れ、以下の確認を行います。 

・ライブラリの電源が ONになり、正しく初期化されていること、およびステータスが Ready

であることを確認します。 

・追加のストレージスロット、メールスロット、およびテープドライブに関連するライ

ブラリ設定を確認します。必要に応じて更新します。 

・UID LED がまだ点灯している場合は、RMIを使用してそれらを非アクティブにします。 

ライブラリは常に最新のファームウェアバージョンに更新することをお勧めします。RMI

（[Maintenance] > [Firmware Upgrades] > [System Firmware]）または OCP（[Maintenance] 

> [Library Firmware Upgrade]）からファームウェアをアップデートすることができます。 
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ベースモジュールのフロントベゼル/OCP の交換 

ライブラリの電源 OFF 

ライブラリの電源がまだ入っている場合： 

1.フロントパネルから、電源ボタンを 3秒間押し続けます。 

 

注：ライブラリがソフトシャットダウンを実行しない場合は、電源ボタンを 10秒間押し

続けて下さい。 

 

2. ロボットアセンブリが停止位置にあることを確認します。 

3. すべてのホストプロセスがアイドル状態であることを確認します。 

 

テープマガジンの取り外し 

1. マガジンを手動で解放するには、小さなマイナスヘッドドライバーまたはトルクスド

ライバーを適切なマガジン解放穴に差し込み、タブを静かに押し込みます。 

 

重要：抵抗がある場合、力を加えないでください。デバイスが破損する恐れがありま

す。 

 

2. 下から支えて、テープマガジンを取り外します 
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注：テープカートリッジは新しいモジュール内の同じスロット位置に挿入する必要が

あるため、マガジンから取り出さないでください。 

 

3. 他のマガジンについてもこれらのプロセスを繰り返します。 

 

ベゼルの取り外し 

1. 小さなマイナスヘッドまたはトルクスドライバーを、ベゼルの中央下部にある 2つの

銀色のベゼルリリース穴の 1つに挿入します。 

2. ベゼルが外れるまでドライバーを押します。 

ベゼルのその側を少し動かして、再ラッチしないようにします。 

3. ドライバーをもう 1つの穴に挿入して押し込みます。 

4. ベゼルの底を上に動かして外します。 

 

注：OCPケーブルの損傷を防ぐために、軽く引っ張ってください。 OCPケーブルの配

置、配線と接続場所をメモしておいてください。 

 

5. OCPケーブルを取り外します。 

 

ベゼルの取り付け 

1. 新しいベゼルの OCPケーブルを接続します。 

2. ベゼルの上部タブをモジュールの上部スロットに配置します。 

3. カチッと所定の位置に収まるまで、ベゼルの底を内側に回転させます。 

 

テープマガジンの再取り付け 

前に取り外したテープマガジンをベースモジュールに再度取り付けます。 

1. マガジンアクセスハンドルを使用して下から支え、マガジンを位置合わせレール上に

配置します。 

2. マガジンをモジュールにスライドさせます。 

3. 他のマガジンについて、手順 1〜2を繰り返します。 

 

ライブラリの電源 ON 

OCPディスプレイのすぐ下にある電源ボタンを押して、ライブラリの電源を入れます。緑の

ライトが点灯します。 

ライブラリの電源が ONになると、ライブラリはマガジン内のテープカートリッジのインベ

ントリを作成し、すべてのモジュールのファームウェアバージョン、テープドライブの設

定、既存モジュールの有無の確認、および新しいモジュールの検索を行います。 
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付録 A トラブルシューティング 
 

この付録では、NEOのトラブルシューティング手順について説明します。 

 

トラブルシューティングのトピック： 

・ファイバーチャネル接続の問題 

・SASドライブインストール後の検出問題 

・運用上の問題 

・パフォーマンスの問題 

・イベント情報の検索 

・マガジンのロック解除 

・スタックしたテープのアンロード 

・ロボットアセンブリのベースモジュールへの帰還 

・ライブラリテストの実行 

 

ファイバーチャネル接続の問題 

RMI の[Status] > [Drive Status]ページを使用して、テープドライブのリンク接続を確認

します。 

・RMIページに[Logged Out]が表示されている場合： 

・ファイバー速度が[Automatic]に設定されていること、または正しいファイバー速度

が選択されていることを確認して下さい。ドライブが接続されている HBA またはス

イッチの速度がわからない場合は、[Automatic]を試して下さい。 

・正しいポートタイプ、[Fabric]または[Loop]が選択されていることを確認します。

[Loop]には追加設定が必要です。正しいポートタイプがわからない場合は、

[Automatic]を試して下さい。 

・RMI ページに[No Link]と表示されている場合、速度ステータスはダッシュ（-）、ドラ

イブ背面のリンク LED が OFF になっており、速度が正しく設定されていない可能性が

あります。速度を[Automatic]に設定してみて下さい。 

それでも問題が解決しない場合は、ポートタイプを[Auto Direct]に変更します。 

・RMIページに[No Light]と表示されている場合： 

・ケーブルが正しく差し込まれていません。ドライブのポート A に正しく接続されて

いることを確認します。 

・ケーブルが損傷しています。FC ケーブルはデリケートです。ケーブルが激しく曲が

ったりねじれたりした場合、破損する可能性があるため、交換する必要があります。 
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・RMIページに[ALPA Conflict]と表示されている場合、ループポートの ALPAアドレスと

のコンフリクトが発生している可能性があります。 

テープドライブが FC ファブリックに接続するたびに、システムが使用可能なアドレス

を選択できるように、ループモードで[Soft]を選択します。サーバー設定がアドレス

の変更をサポートしていない場合には、ループモードの[Hard Auto-Select]オプショ

ンを使用してみて下さい。これにより、システムは最初の接続時に使用可能なアドレ

スを選択し、今後の接続のためにそのアドレスを保持します。 

 

SAS ドライブインストール後の検出問題 

インストール後に発生する問題の多くは、不適切な SAS ケーブルの接続、アプリケーショ

ンソフトウェア設定エラー、またはオペレーティングシステムの設定ミスが原因です。ア

プリケーションソフトウェアまたはオペレーティングシステムがインストール後ライブラ

リと通信しない場合、検出問題の範囲を特定します。 

・アプリケーションソフトウェアはテープドライブを検出しますか？ 

・アプリケーションソフトウェアはライブラリを検出しますか？ 

・オペレーティングシステムはテープドライブを検出しますか？ 

・オペレーティングシステムはライブラリを検出しますか？ 

・オペレーティングシステムはライブラリを検出し、それを汎用デバイスとしてリスト

しますか？ 

検出の問題の範囲に基づいて、以下を確認します。 

・アプリケーションソフトウェアもオペレーティングシステムもテープドライブを検出

しない場合、またはテープドライブとライブラリの両方を検出しない場合: 

・すべての SAS ケーブルが両端でしっかりと接続されていることを確認します。テー

プドライブ（および一部の HBA）に接続している mini-SAS コネクタがプラグインし

ない場合は、固定具合を確認して下さい。テープドライブの mini-SASコネクタは、

エンドデバイスの標準位置である 4番に固定されます。ケーブルコネクタが別の位置

に固定されている場合、コネクタが接続されないだけでなく、ケーブルが機能しない

可能性があります。 

・SASケーブルの長さと整合性を確認します。信頼できる操作のために、6 メートルを

超える SASケーブルを使用しないで下さい。HBAとライブラリの間でケーブルアダプ

ターやコンバータを使用しないで下さい。 

・SASコネクタに損傷やゴミの付着がないか確認して下さい。 

・HBAがホストコンピューターでサポートされており、ライブラリでの使用が認定され

ていることを確認します。 

•HBA のファームウェアが最新であることを確認します。 



  

188 

 

 

・アプリケーションソフトウェアまたはオペレーティングシステムがテープドライブを

検出しているが、ライブラリを検出しない場合： 

HBA で複数の LUNサポートが有効になっていることを確認します。ライブラリはテープ

ドライブ（LUN 0）およびロボット（LUN 1）を制御するために 2 つの論理ユニット番

号（LUN）を使用します。ライブラリでは複数の LUNをサポートする HBAが必要であり、

複数の LUN サポートがホストコンピューターで有効になっている必要があります。複

数の LUN サポートが有効になっていない場合、ホストコンピューターはテープドライ

ブを認識できますが、ライブラリは認識できません。 

 

注：多くの RAIDまたはアレイコントローラーは、複数の LUNをサポートしていません。 

 

・アプリケーションソフトウェアまたはオペレーティングシステムが HBA 上のデバイス

を検出しない場合： 

・SASホストアダプターが正しくインストールされていることを確認します。 

インストールとトラブルシューティングの手順についてホストアダプター付属のマ

ニュアルを参照して下さい。設定を説明するステップには特に注意を払って下さい。

ホストアダプターがマザーボードスロットに正しく装着され、オペレーティングシ

ステムがホストアダプターを正しく検出していることを確認します。 

・SASホストアダプターについて、適切なデバイスドライバーがインストールされてい

ることを確認します。 

・ライブラリがオペレーティングシステムによって検出されているが、アプリケーショ

ンソフトウェアでは検出されない場合： 

適切なインストールを確認する手順については、バックアップアプリケーションに付

属のドキュメントを参照して下さい。一部のバックアップソフトウェアパッケージに

はロボットと通信するための追加のモジュールが必要です。 

・ライブラリがオペレーティングシステムによって検出されているが、不明または汎用

デバイスとしてリストされている場合： 

適用可能な場合、デバイスに適切なデバイスドライバーがインストールされているこ

とを確認します。ソフトウェアプロバイダーの Web サイトで最新のドライバーとパッ

チを確認します。 

 

注：多くのバックアップアプリケーションは、独自のドライバーを使用します。ドラ

イバーをインストールする前に、それがアプリケーションソフトウェアとコンフ

リクトしないことを確認して下さい。 

 

SASライブラリで引き続き問題が発生する場合は、以下を確認して下さい。 
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・ライブラリが使用予定の SAS ホストアダプターおよびバックアップアプリケーション

と互換性があることを確認して下さい。 

・HBA がホストコンピューターでサポートされており、ライブラリで認定されていること

を確認して下さい。 

・互換性のある高品質のケーブルを使用していることを確認して下さい。 

 

運用上の問題 

電源の問題 

問題 解決策 

デバイスの電源が入ら

ない 

・すべての電源コードの接続を確認して下さい。 

・電源の LED をチェックして、動作していることを確認して下さ

い。 

・フロントパネルの電源ボタンが押されていること、緑色の

[Ready]LEDが点灯していることを確認して下さい。 

・コンセントに電力が供給されていることを確認して下さい。別

の正常なコンセントを試して下さい。 

・電源コードを交換して下さい。 

OCP にメッセージが表

示されない 

・すべての電源コードの接続を確認して下さい。 

・電源の LED をチェックして、動作していることを確認して下さ

い。 

・フロントパネルの電源ボタンが押されていること、緑色の

[Ready]LEDが点灯していることを確認して下さい。 

・コンセントに電力が供給されていることを確認して下さい。別

の正常なコンセントを試して下さい。 

 

OCP の警告とエラー 

問題 解決策 

OCP が警告またはエラ

ーアイコンを表示 

アイコンをタップし、LCD上でイベントの詳細を確認して下さい。 

 

OCP にエラーコードが

表示される 

エラーコードを調べて、障害を解決し、ライブラリの電源を入れ

直します。（付録 B「イベントコード」を参照）。 
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テープ移動の問題 

問題 解決策 

テープがドライブに詰

まっている 

次の手順をこの順序で試して、詰まったテープを取り外して下さ

い。 

 

注：テープドライブは、テープをイジェクトする前に巻き戻す必

要があります。これは 5分ほどかかる場合があり、テープが

どれくらい巻き戻す必要があるかによります。テープが巻き

戻されると、イジェクトサイクルにかかる時間は 16 秒未満

です。 

 

テープの巻き戻し中は、[Ready]ライトが点滅します。別の操作

を試みる前に、テープ巻き戻しが完了するのを待ちます。 

バックアップソフトウェアからテープのアンロードを試してみ

て下さい。 

バックアップソフトウェアをシャットダウンし、オペレーティン

グシステムのリムーバブルストレージサービスを停止します。 

RMI の[Operation] > [Move Media]ページから、アンロードまた

はスロットへのテープの移動を試してみて下さい。 

ライブラリの電源を切り、ケーブルをドライブから取り外し、ラ

イブラリの電源を入れ、テープドライブがアイドルまたは Ready

になるまで待ちます。 RMI の[Operation] > [Move Media]ページ

から、テープのアンロードまたはスロットへの移動を試みます。 

RMIの[Operation] > [Force Drive Media Eject]から、アンロー

ドまたは緊急アンロード操作を実行します。 

 

重要：詰まったテープカートリッジをチェックして下さい。カー

トリッジの損傷またはラベルの貼り位置違いは、ロード/アンロ

ードが失敗する原因となります。問題があることが判明したテー

プカートリッジは破棄して下さい。 

 

テープがストレージス

ロットから取り出せな

い 

1.RMIの[Operation] > [Open Magazine]ページから（または手動

で）マガジンのロックを解除し開け、ストレージスロットにア

クセスします。 

2.カートリッジをつかんで、ストレージスロットから取り外しま

す。いくつかのカートリッジについては、マガジン内外への自
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由な出し入れを調整するために、数回挿入および取り出しを行

う必要があるかもしれません。 

3.バーコードラベルと、それがカートリッジに固定されているこ

とを確認して下さい。 

4.カートリッジに損傷がないか確認して下さい。 

5.ストレージスロットに損傷がないか確認して下さい。 

 

メディアの問題 

問題 解決策 

クリーニングまたはデ

ータカートリッジがド

ライブと互換性がない 

・イベントログをチェックして、どれが互換性のないカートリッ

ジか確認して下さい。 

・データとクリーニングカートリッジがドライブとデバイスのモ

デルと互換性があり、操作に適切なカートリッジタイプを使用

していることを確認して下さい。デバイスは互換性のないカー

トリッジを自動的にアンロードし、[Attn]LEDが点滅します。メ

ディアをエクスポートして下さい。 

テープに読み書きでき

ない 

・カートリッジが、すでに使用された WORMカートリッジでないこ

とを確認して下さい。 

・カートリッジが書き込み可能であることを確認して下さい（ラ

イトプロテクトスイッチを有効な位置に動かします）。 

・データカートリッジがドライブモデルと互換性があることを確

認して下さい。LTOテープドライブは、2世代前までのデータカ

ートリッジを読み取ることができ、1世代前までのデータカート

リッジに書き込むことができます。（LTO-8 以降はともに 1 世代

前まで） 

・消磁していない Ultrium カートリッジを使用していることを確

認して下さい。Ultriumカートリッジを消磁しないで下さい。 

・カートリッジが過酷な環境、または電気的状況にさらされてい

ないこと、物理的ないかなる損傷もないことを確認して下さい。 

・多くのバックアップアプリケーションは、異なるバックアップ

アプリケーションで作成されたカートリッジの読み取りまたは

書き込みを行いません。この場合、カートリッジの消去、フォ

ーマット、またはラベル付け操作を実行しなければならない場

合があります。 

・バックアップアプリケーションが使用し、カートリッジへの書

き込みを妨げる可能性のあるデータ保護または上書き保護スキ
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ームについて理解していることを確認して下さい。 

・別の既知の正常なテープを使用して操作を再試行して下さい。 

・RMI の[Operation] > [Clean Drive]ページからテープドライブ

のクリーニングを実行して下さい。 

 

[Attn]LED の点灯 

問題 解決策 

Attn LED と Clean LED

の両方が点灯する 

これは、テープを読み取ることができない汚れたドライブが原因

である可能性が高く、テープに無効のマークを付けます。 

OCP または RMI にログインし、イベントログをチェックしてどの

ドライブのクリーニングが必要であると報告しているかを確認

して下さい。認可された Ultrium クリーニングカートリッジでド

ライブをクリーニングして下さい。 

特定のカートリッジが

Clean LEDのトリガーと

なる 

ライブラリからそのカートリッジを取り出して下さい。 

 

別の環境から最近イン

ポートされたカートリ

ッジが問題を引き起こ

す 

ある環境から別の環境に移動されたメディアは、新しい条件に慣

れるまで問題を引き起こす可能性があります。カートリッジは使

用する前に、特にライブラリよりも温度または湿度のレベルが大

幅に異なる場所に保管されている場合、少なくとも 24 時間順応

させる必要があります。 

カートリッジのロード

後、Attn LED が点灯し

ているが、Clean LEDが

点灯していない 

ライブラリは、選択されたテープカートリッジで要求された操作

を完了することができません。 

・ドライブタイプと互換性のあるカートリッジのみを使用して下

さい。 

・操作に適したタイプのカートリッジを使用して下さい。例えば

クリーニングにはクリーニングカートリッジを使用して下さ

い。 

・ユニバーサルクリーニングカートリッジを使用していることを

確認して下さい。 

カートリッジのロード

後、Attn LED が点灯し

ているが、Clean LEDが

点灯していない 

クリーニングカートリッジの有効使用回数切れです。クリーニン

グカートリッジは、50回のクリーニングサイクル後使用できなく

なります。 
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特定のカートリッジに

より、Attn LED と多く

の場合 Clean LED が点

灯 

別のクリーニングカートリッジを使用して再試行して下さい。 

Attn LEDがクリアされ、ドライブがクリーニングされた後、特定

のカートリッジがリロードされるたびにすぐに再表示される場

合、そのカートリッジには欠陥があると疑われます。 

・これが発生した場合は、そのカートリッジをエクスポートして、

正常なカートリッジをロードします。場合によっては、カート

リッジがすり減り、不良品になることがあります。 

・メモリーまたはファームウェアアップグレードカートリッジと

してフォーマットされている場合があります。 

・欠陥または汚染の疑いがあるカートリッジは、どのドライブで

も再利用しないで下さい。 

・不良カートリッジがクリーニングカートリッジの場合、使用有

効回数が切れている可能性があります。 

 

インベントリの問題 

問題 解決策 

ライブラリに正しくな

いバーコードが表示さ

れる 

・ラベルが正しく貼られていることを確認して下さい。 

・ラベルが汚れていないことを確認して下さい。 

 

 

RMI ネットワーク接続の問題 

問題 解決策 

RMIに接続できない ・イーサネットケーブルがベースモジュールのコントローラーボ

ード管理ポートおよび LAN に接続されていることを確認して下

さい。 

・デバイスの電源が入っているとき、RJ45（LAN）コネクタのリン

ク LEDが点灯していることを確認して下さい。LEDが点灯してい

ない場合、デバイスは LAN との通信ができていません。ネット

ワーク管理者に問い合わせて下さい。 

・デバイスが、ネットワークアドレスを取得できるよう、有効な

スタティックネットワークアドレスに設定されているか、また

は DHCPが有効になっていることを確認して下さい。DHCPを使用

している場合は、OCPログイン画面からデバイスのネットワーク

アドレスをメモして下さい。デバイスが DHCP経由で有効なアド

レスを取得しなかった場合、DHCPサーバーが起動していること、

およびライブラリはそれにネットワークアクセスできることを
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確認して下さい。必要に応じて、代わりにスタティックネット

ワークアドレスをセットして下さい。 

・デバイスと同じ LAN に接続されている Web ブラウザのアドレス

バーに、ライブラリの IP アドレスを入力して下さい。RMI Web

ページが表示しない場合には、デバイスの IP アドレスに ping

を打って下さい。ping が失敗した場合は、デバイスに有効なネ

ットワークアドレスがあり、Web ブラウザ PC とデバイス間にネ

ットワークトラフィックに対するファイアウォールまたはその

他の障壁がないか確認して下さい。ネットワーク管理者に問い

合わせて下さい。 

 

クリーニングの問題 

問題 解決策 

クリーニングカートリ

ッジをロードできない 

・Ultriumクリーニングカートリッジを使用していることを確認し

て下さい。 

・クリーニングカートリッジが有効使用回数に達していないこと

を確認して下さい。クリーニングカートリッジは 50 回のクリー

ニングサイクル後に有効使用回数切れになります。 

・ライブラリの電源を入れ直して下さい。 

 

パフォーマンスの問題 

ファイルのバックアッププロセスには、ディスク上のファイルシステム内のファイルから、

バックアップサーバーを介してライブラリに送信される多くのシステムコンポーネントが

含まれ、それらはすべてオペレーティングシステム上でソフトウェアによって管理されて

います。バックアッププロセスは、システム内の最も遅いコンポーネントの速度でのみ実

行可能です。 

パフォーマンスの問題は、システム内でパフォーマンス制限を特定し対処することで解決

されます。下記の潜在的なパフォーマンス制限については、以下のセクションを参照して

下さい。 

・平均ファイルサイズ 

・ファイルストレージシステム 

・バックアップ/アーカイブホストサーバーからディスクアレイへの接続 

・バックアップ/アーカイブサーバー 

・バックアップ/アーカイブソフトウェアおよび方法 

・アーカイブ/バックアップホストサーバーからライブラリへの接続 
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・メディア 

 

平均ファイルサイズ 

ハードドライブは、読み取りを開始する前に、ファイルの位置をシークする必要がありま

す。ディスクがより多くの時間ファイルをシークしていると、パフォーマンスが低下しま

す。したがって、平均ファイルサイズが小さいと、読み取りパフォーマンスが低下します。 

 

平均ファイルサイズを決定するには、バックアップのサイズをファイル数で割ります。 

 

平均ファイルサイズが小さい（64 KB以下）場合は、個々のファイルの代わりに、ハードド

ライブまたは LUN イメージ全体をバックアップするシーケンシャル、イメージまたはブロ

ックバックアップ方式の使用を検討して下さい。これらの方法のいずれかを使用する代わ

りに、個々のファイルではなく全体のイメージを復元することしかできない場合がありま

す。 

 

注：ファイルの断片化により、過度のドライブシークが発生し、パフォーマンスが低下

するため、ファイルは定期的にデフラグするようにして下さい。 

 

ファイルストレージシステム 

ファイルストレージシステムは、ディスク上のファイルの構成を決定します。複数のディ

スクにファイルを分散させる RAIDコントローラーにより、ディスクの読み出し中に別のデ

ィスクをシークすることができるため、パフォーマンスを改善することが可能です。単一

の非 RAIDディスクにファイルを保存するとパフォーマンスは最も遅くなり、ハイエンドの

ディスクアレイにファイルを保存するとパフォーマンスは最も速くなります。 

スタンドアローンディスクを RAIDに変換すると、パフォーマンスが向上します。 

 

バックアップ/アーカイブホストサーバーからディスクアレイへの接続 

ホストサーバーとディスク間の接続により、一度にディスクからホストコンピューターに

転送できるデータ量が決定されます。不十分な接続帯域幅は、テープドライブがフルスピ

ードで書き込むのに十分なデータを提供することができません。最適なパフォーマンスの

ため、ストレージサブシステムは、テープドライブの最大転送速度でデータを提供できる

必要があります。 

 

低速のイーサネットネットワークを使用するバックアップシステムは、複数のネットワー

ク接続を使用する必要があります。 
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バックアップ/アーカイブサーバー 

バックアップサーバーは、バックアップまたはアーカイブソフトウェアやその他のプロセ

スを実行することに加え、ファイルをディスクからテープドライブに転送するのに十分な

RAMとプロセッサ能力が必要です。 

バックアップ操作中に RAM とプロセッサの使用状況を確認して下さい。それらが能力全開

で動作している場合、RAMまたはプロセッサ能力を追加すると、パフォーマンスが向上しま

す。 

 

バックアップ/アーカイブソフトウェアおよび方法 

各バックアップ方式では、どれだけうまくテープドライブへのデータストリーミングを維

持できるかによって、パフォーマンスに影響します。ほとんどの場合、ネイティブアプリ

ケーションには LTO テープドライブのパフォーマンスを最大化するために必要な機能があ

りません。このライブラリでは、フル機能のバックアップまたはアーカイブアプリケーシ

ョンを使用することをお勧めします。 

 

個々のファイルのリストアが必要な場合、ファイルごとのバックアップまたはアーカイブ

方式は、リストア時に最高のパフォーマンスを提供します。ただし、平均ファイルサイズ

が小さい場合、ファイルごとの方式ではパフォーマンスが大幅に低下します。 

 

ディスクイメージ、フラッシュ、またはシーケンシャルバックアップ方式は、全体のディ

スク、パーティション、または LUN をバックアップし、ディスクのシークが最小限に抑え

られるため、最速のパフォーマンスを提供します。欠点はバックアップおよびリストアオ

ペレーションが、全体のディスク、パーティション、または LUN で動作することです。フ

ァイルの一部分をバックアップしたり、単一のファイルをリストアすることはできないか

もしれません。単一のファイルをリストアできる場合、リストアプロセスは遅くなります。 

 

データベースのバックアップパフォーマンスは、使用モデルによって異なります。データ

ベースからのデータバックアップのパフォーマンスを改善するには： 

・データベース用の特定のバックアップエージェントを使用して下さい。 

・データベースの最新バージョンを使用して下さい。 

・個々のメールボックスをバックアップしないで下さい。 

・特定のレコードのバックアップを行わない、またはレコードごとのバックアップを行

って下さい。 

・データベースが頻繁に使用されている場合はバックアップを行わないで下さい。 
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アーカイブ/バックアップホストサーバーからライブラリへの接続 

最高のパフォーマンスを得るには、ホストサーバーからライブラリへの接続にテープドラ

イブのストリーミングを維持するのに十分なデータを提供する帯域幅を保つことが必要で

す。現在の LTOテープドライブでは最速のインターフェースのいくつかが利用可能であり、

ライブラリをホストサーバーに接続するために使用するインターフェースのタイプが、パ

フォーマンス問題の原因である可能性は低いです。 

ただし、ケーブルとコネクタの問題により、パフォーマンスが制限される可能性はありま

す。 

推奨ケーブル長を超えないようにして下さい。 

 

メディア 

メディアの種類と状態もバックアップのパフォーマンスに影響します。最高のパフォーマ

ンスを得るには、テープドライブと同じ LTO世代のメディアを使用します。 

 

イベント情報の検索 

エラーコードを見つけるには、RMI の[Maintenance] > [Logs and Traces] > [View Logs]

ページでログファイルを確認するか、または RMI の[Maintenance] > [Download Support 

Ticket]ページからサポートチケットをダウンロードします。第 6章「リモート管理インタ

ーフェース」120ページの「ログとトレース」または 121ページの「ログとトレースのダウ

ンロード」を参照して下さい。 

 

マガジンのロック解除 

ロック解除ボタンまたは RMI を使用して、テープマガジンのロックを解除することをお勧

めします。もしこれが失敗した場合、またはデバイスの電源が OFF の際にマガジンを取り

出す必要がある場合は、マガジンを手動で解放することができます。一度に開くことがで

きるマガジンは 1つだけです。 

 

注：最善の手段として、アプリケーションがアイドル状態のときにこの手順を実行して

下さい。マガジンの拡張中、ライブラリのロボットアセンブリはメディアを移動す

ることができません。 

 

詳細については、以下を参照して下さい。 

・マガジンロック解除ボタンの使用 

・RMIを使用したマガジンのロック解除 
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・マガジンマニュアルリリースの使用 

 

マガジンロック解除ボタンの使用 

 

マガジンロック解除ボタンを 3秒以上押します。これでマガジンのロック解除が始まり LED

がゆっくり点滅します。 

マガジンのロックが解除されると、LEDがすばやく点滅し始めます。 

 

重要：マガジンを引き出す前に、LEDがすばやく点滅して OCPにマガジンのロックが解除さ

れたというメッセージが表示されるまで待って下さい。 

 

ライブラリからマガジンを引き出します。マガジンが引き出されるとすぐに、LED の点滅が

OFFになります。 

 

注：マガジンを開くと、ライブラリがオフラインになります。マガジンは 30 秒（または

設定されている場合は 5分）後に再ロックされます。 

 

RMI を使用したマガジンのロック解除 

管理者としてログインします。 

RMIホームページで、[Open Magazine]をクリックします。 
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オープンするマガジンを含むモジュール内の左または右マガジンコラムの[Open]をクリッ

クします。 

 

メッセージボックスに、マガジンがロック解除されたことが表示されます。 [RMI Open 

Magazine]ページに、マガジンのロックが解除されたことが表示されます。 

 

注：取り出さない場合、マガジンとメールスロットは 30秒（または設定されている場合

は 5分）後に再ロックされます。 

 

マガジンマニュアルリリースの使用 

重要：抵抗に遭遇したら、力を加えないでください。デバイスが破損する可能性がありま

す。 

 

電源が OFF のときにマガジンを手動で解放するには、小さなマイナスドライバーまたはト

ルクスドライバーを適切なマガジンリリースホールに差し込み、タブを静かに押し込みま

す。 

 

 

スタックしたテープのアンロード 

テープがテープドライブに詰まっている場合は、RMI の[Operation] ＞ [Force Drive Media 

Eject]ページにてドライブからテープを取り出します。 

テープがマガジンに詰まっている場合は、マガジンを開き、カートリッジをつかんで収納

スロットから引き出します。 
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ロボットアセンブリのベースモジュールへの帰還 

ライブラリの電源を OFF にし、ロボットアセンブリが OCP 後ろのベースモジュールの停止

位置に戻らなかった場合： 

1. ベースモジュールの電源ボタンを押して、ライブラリの電源を入れます。 

2. RMIから、RMIの[Maintenance] > [Move Robotic to Base Module]ページを使用して、

ロボットアセンブリを停止位置に戻します。 

3. ベースモジュールの電源ボタンを押してライブラリ電源を再び切り、3 秒間保持しま

す。 

 

それでもロボットアセンブリがベースモジュールにない場合は、次の 2 つのセクションの

どちらかの手順を使用して下さい： 

・ロボットアセンブリがベースモジュール付近またはモジュール間で停止 

・ロボットアセンブリがベースモジュールから離れているか、垂直方向に移動不可 

 

ロボットアセンブリがベースモジュール付近またはモジュール間で停止 

ベースモジュール、ロボットアセンブリを含む拡張モジュール、および必要に応じてその

間のモジュールからフロントベゼルを取り外します。184ページの「ベースモジュールのフ

ロントベゼル/OCPの交換」を参照して下さい。 

小さなマイナスドライバーをロボットアセンブリの右後部ベアリングブロックのドライバ

ーレリーフに挿入します。 

 

ドライバーを回して手動でロボットアセンブリのギアを操作し、ベースモジュールへロボ

ットアセンブリを移動します。 

 

 



  

201 

 

 

ベースモジュール内に入ったら、ロボットアセンブリのロックを解除します。モジュール

の前に立って青いレバーを左に動かし、次に手前に、そして右に動かします。 

前に取り外したベゼルを再度取り付けます。 

ロボットアセンブリとスプーリングメカニズムを交換します。第 7 章「サービスとアップ

グレード」の 170 ページ「ロボットアセンブリとスプーリングメカニズムの交換」を参照

して下さい。 

 

ロボットアセンブリがベースモジュールから離れているか垂直方向に移動不可 

ライブラリの電源はすでに OFF になっているはずです。すべてのモジュールの電源ケーブ

ルを外します。 

左側のマニュアルリリースを使用して、左側のベースモジュールマガジンを手動でロック

解除します。マガジンの下部を支えながら、左側のマガジンをベースモジュールから取り

外します。 

プラスチック製のはさみを使用して、左マガジンの開口部から手を伸ばし、慎重にスプー

ルケーブルを切断します。 

 

ロボットアセンブリとスプーリングメカニズムを交換します。第 7 章「サービスとアップ

グレード」170ページの「ロボットアセンブリとスプーリングメカニズムの交換」を参照下

さい。また下記例外を参照して下さい： 

・フリーのスプーリングケーブルを慎重にガイドしながら、ロボットアセンブリを含む

拡張モジュールを引き出します。 

・ロボットアセンブリを拡張モジュールから取り外し、脇に置きます。 

・拡張モジュールをスライドさせてラックに戻し、固定します。 

・指示に従ってベースモジュールを取り外します。 

・ベースモジュールから古いスプーリングメカニズムを取り外します。 

・新しいロボットアセンブリとスプーリングメカニズムを取り付けて、手順を完了しま

す。 
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ライブラリテストの実行 

本ライブラリでは、ライブラリ操作を確認するためのテストが提供されます。次のテスト

は、RMIで実行可能です： 

 

注：システム、スロット間、ロボット、および OCP テストは、OCPでも実行可能です。 

 

・システムテスト － ライブラリ内部でカートリッジを移動することによる、ライブラ

リ機能全体の演習。カートリッジは元の場所に戻ります。115ページを参照して下さい。 

・スロット間テスト － ライブラリ内でカートリッジをランダムに交換します。カート

リッジは元の場所には戻されません。115ページを参照して下さい。 

・エレメント間テスト － カートリッジを特定のエレメントに移動し、次にそれを元の

場所に戻します。116ページを参照して下さい。 

・ポジションテスト － ロボットアセンブリを 2 つのエレメント位置間で垂直に移動し

ます。本テストではカートリッジは移動しません。117ページを参照して下さい。 

・ウェルネステスト － 下記部分テストの実行による、ライブラリ機能の一般的なヘル

スチェックを実施。 

・基本的なハードウェアレビュー 

・ロボット初期化テスト 

・バーコードスキャンテスト 

・メディア移動テスト 

118ページを参照して下さい。 

・ロボットテスト － すべてのロボットアセンブリの動きとセンサーの確認を実行しま

す。119ページを参照して下さい。 

・OCPテスト（LCD調整リセット付き）－ フロントパネルの各 LEDを点灯させ、OCP LCD

のコントラストと輝度をデフォルトにリセットできるようにします。119ページを参照

して下さい。 
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付録 B イベントコードと頭字語 
 

この付録では、NEOのイベントコードと主要な頭字語について詳しく説明します。 

イベントコードと頭字語のトピック： 

・イベントコード 

・警告イベント 

・設定変更イベント 

・情報イベント 

・頭字語と省略語 

 

イベントコード 

イベントコード メッセージテキストと説明 詳細と解決策 

2000 
初期モジュール発見（拡張モジ

ュールの検出）に失敗 
ソース要素と目的要素を確認し、移動操作を再試行して下さい。 

2002 
ドライブからクリーニング要求

あり 

すべての拡張モジュールの電源が入っていること、および拡張モ

ジュール相互接続ケーブルが正しく取り付けられていることを

確認して下さい。 

2003 
ライブラリの温度がクリティカ

ルリミットを超過 

以下を確認して下さい。 

・存在する各モジュールで筐体ファンが機能している。 

・ドライブがない場所にドライブカバープレートが取り付けられ

ている。 

・すべての電源が取り付けられている。 

・周囲の温度が許容範囲内。 

2004 ライブラリの起動失敗 

マガジンが閉じていること、カートリッジが完全に装着されてい

ること、およびロボットアセンブリの障害物がないことを確認し

て下さい。すべてのモジュールに電源が供給されており、拡張モ

ジュールがモジュール間相互接続ケーブルで正しく接続されて

いることを確認して下さい。上下のカバーがライブラリに正しく

取り付けられていることを確認して下さい。また、モジュールの

位置合わせロック（モジュールの背面）が適切な位置にあること

を確認して下さい。ロボットが前後には動くが垂直には動かない

場合、ロボットの配送時ロックが正しく配置されていない可能性

があるため、完全にロックまたは完全にロック解除された位置に

移動します。それでもエラーの場合、詳細情報についてライブラ

リベントを確認し、および/またはライブラリを再起動します。 

2005 ロボットスプールケーブル障害 

スプールケーブルがベースモジュールに完全に装着されている

こと、およびロボットアセンブリに正しく接続されていることを

確認して下さい。 

2006 スプール機構へのケーブル障害 

 

 

 

 

スプール機構がベースモジュールに完全に装着されていること、

およびロボットアセンブリに正しく接続されていることを確認

して下さい。 
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イベントコード メッセージテキストと説明 詳細と解決策 

2009 
ロボットアセンブリ障害による

ライブラリテストの失敗 

テストが引き続き失敗する場合は、テスト要件を確認し、テスト

を再試行して下さい。ロボットの障害物やその他ロボットの問題

をチェックして下さい。適切な操作のため、ロボットはライブラ

リの最下部に到達できなければなりません。ロボットの経路上の

ライブラリ下部やボトムカバー上に障害物がないことを確認し

て下さい。ライブラリ下部の障害物を確認するために、最初に前

面の電源ボタンを 5 秒間押し、ライブラリの電源を切り、デフォ

ルトパークロケーションを選択します。ライブラリの電源が OFF

になったら、最下部のライブラリモジュールの左側マガジンを取

り外し、ボトムカバーの全領域にロボットの経路を妨害する可能

性のある物がないことを確認して下さい。障害物をクリーンな状

態にした後、マガジン交換、ライブラリの電源投入を行い、そし

てライブラリの初期化とインベントリ完了後、これ以上クリティ

カルなイベントが生成されていないことを確認して下さい。 

2010 
スプール機構の欠陥によるライ

ブラリテストの失敗 

スプール機構がベースモジュールに完全に装着され、ロボットア

センブリに正しく取り付けられていることを確認して下さい。 

2011 
ドライブ電源ボードに障害が発

生し、ドライブの電源が OFF 

ドライブ電源ボードがモジュールと電源に完全に装着され、ライ

ブラリの電源を入れなおして下さい。 

2012 複数のボトムカバーを検出 
ライブラリ最下部のモジュール以外のボトムカバーをすべて取

り外して下さい。 

2013 複数のトップカバーを検出 
ライブラリ最上部のモジュール以外のトップカバーをすべて取

り外して下さい。 

2014 ボトムカバーなし 

ライブラリ最下部モジュールにボトムカバーを取り付け、モジュ

ール相互接続ケーブルおよびモジュール電源ケーブルの接続を

確認して下さい。ベースモジュールにトップカバーとボトムカバ

ーの両方が検出できない場合。ロボットは移動しません。 

2015 トップカバーなし 

ライブラリ最上部モジュールにトップカバーを取り付け、モジュ

ール相互接続ケーブルおよびモジュール電源ケーブルの接続を

確認して下さい。ベースモジュールにトップカバーとボトムカバ

ーの両方が検出できない場合。ロボットは移動しません。 

2016 
モジュール調整メカニズムが正

しくロックされていない 

調整メカニズムがライブラリ内の別のモジュール上のすべての

モジュールで機能していることを確認して下さい。 

2017 モジュール間通信で問題を検出 

すべてのモジュールに電源が入っており、相互接続ケーブルが正

しく取り付けられていることを確認して下さい。また、モジュー

ルの位置合わせロック（モジュールの背面）が正しい位置にある

ことを確認して下さい。 

2018 
多くのユニット位置送信/検出

エラー 

調整メカニズムがライブラリ内の別のモジュール上のすべての

モジュールで機能していることを確認して下さい。電源を入れな

おして下さい。 

2021 データベースアクセスエラー 設定バックアップを復元し、電源を入れなおして下さい。 

2022 

LUN マスターがアクティブステ

ータスの際にドライブが取り出

された 

取り外したドライブを取り外したときと同じ位置に再度挿入し

て下さい。 

2023 内部ソフトウェアエラー 
アップグレードのため、新しいシステムソフトウェアバージョン

をチェックして下さい。 

2024 
使用外アプリケーションによる

例外 

アップグレードのため、新しいシステムソフトウェアバージョン

をチェックして下さい。 

2027 
スロットからのカートリッジ引

き出し失敗 

スロットまたはドライブからの排出を妨げるラベルやカートリ

ッジの位置ずれをチェックして下さい。適切な操作のため、ロボ

ットはライブラリの最下部に到達できる必要があります。ロボッ

トのパス上のライブラリ底部またはボトムカバーに障害物がな

いことを確認して下さい。ライブラリ底部にある障害物を確認す

るため、最初に前面の電源ボタンを 5 秒間押してライブラリの電

源を切り、[Default Park]ロケーションを選択します。ライブラ

リの電源が OFFになったら、一番下のライブラリモジュールの左

側マガジンを取り出し、ロボットのパスを妨害するような物がボ

トムカバーの全領域にないことを確認して下さい。障害物を取り

除いた後、マガジンを交換しライブラリの電源を入れ、ライブラ

リが初期化およびインベントリを完了後、クリティカルイベント

がこれ以上生成されていないことを確認して下さい。 
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イベントコード メッセージテキストと説明 詳細と解決策 

2028 
スロットへのカートリッジ挿入

に失敗 

スロットまたはドライブへの移動を妨げるラベルやカートリッ

ジの位置ずれをチェックして下さい。適切な操作のため、ロボッ

トはライブラリの最下部に到達できる必要があります。ロボット

のパス上のライブラリ底部またはボトムカバーに障害物がない

ことを確認して下さい。ライブラリ底部にある障害物を確認する

ため、最初に前面の電源ボタンを 5 秒間押してライブラリの電源

を切り、[Default Park]ロケーションを選択します。ライブラリ

の電源が OFF になったら、一番下のライブラリモジュールの左側

マガジンを取り出し、ロボットのパスを妨害するような物がボト

ムカバーの全領域にないことを確認して下さい。障害物を取り除

いた後、マガジンを交換しライブラリの電源を入れ、ライブラリ

が初期化およびインベントリを完了後、クリティカルイベントが

これ以上生成されていないことを確認して下さい。 

2029 
ロボットの前後位置エラーによ

る初期化失敗 

はみ出したカートリッジなどの障害物がロボットのパス上にな

いかチェックして下さい。モジュールとフレームのアライメント

を確認して下さい。ロボットアセンブリがロックメカニズムで動

かなくなったか確認の上、ロボットアセンブリをロックメカニズ

ムから離して、ロックメカニズムを正常にします。 

2032 
ロボット回転位置エラーによる

初期化失敗 

ロボットの垂直パス上にロボットのシャトルに乗ったカートリ

ッジやその他ロボットの動作の妨げになるような障害物がない

ことを確認して下さい。 

2033 
ロボット垂直位置エラーによる

初期化失敗 

はみ出したカートリッジなどの障害物がロボットの垂直パス上

にないかチェックして下さい。モジュールとフレームのアライメ

ントを確認して下さい。適切な操作のため、ロボットはライブラ

リの最下部に到達できる必要があります。ロボットのパス上のラ

イブラリ底部またはボトムカバーに障害物がないことを確認し

て下さい。ライブラリ底部にある障害物を確認するため、最初に

前面の電源ボタンを 5 秒間押してライブラリの電源を切り、

[Default Park]ロケーションを選択します。ライブラリの電源が

OFF になったら、一番下のライブラリモジュールの左側マガジン

を取り出し、ロボットのパスを妨害するような物がボトムカバー

の全領域にないことを確認して下さい。障害物を取り除いた後、

マガジンを交換しライブラリの電源を入れ、ライブラリが初期化

およびインベントリを完了後、クリティカルイベントがこれ以上

生成されていないことを確認して下さい。 

2034 
ケーブルとスプールメカニズム

の接続が初期化中に失敗 

スプールメカニズムがベースモジュールに完全に装着されてい

ること。およびロボットアセンブリに正しく接続されていること

を確認して下さい。 

2035 
ロボットグリッパー位置エラー

による初期化失敗 

ロボットの垂直パス上にロボットのシャトルに乗ったカートリ

ッジやその他ロボットの動作の妨げになるような障害物がない

ことを確認して下さい。 

2036 
アプリケーションプロセスの意

図しない終了 
システムの再起動または電源を入れなおして下さい。 

2037 
ロボットファームウェアバージ

ョンの更新失敗 
システムの再起動または電源を入れなおして下さい。 

2038 モジュールへの接続 

すべてのモジュールの電源が入っており、相互設読ケーブルが正

しく取り付けられていることを確認して下さい。システムの再起

動または電源を入れなおして下さい。 

2039 

カートリッジがロボットグリッ

パーに残っている、オープンロ

ケーションへ移動できない 

メールスロットを有効化し、そのいくつかは空いていることを確

認して下さい。次に電源を入れなおして下さい。それでもうまく

行かない場合には、カバーを開きカートリッジを主導でグリッパ

ーから取り出して下さい。 

2040 
クリティカルエラーによりウェ

ルネステストが失敗 

・失敗の理由を示す追加のイベントを確認して下さい。 

・ウェルネステストを再試行して下さい。 

2041 
ユニットのロック不良にウェル

ネステストがより失敗 

調整メカニズムがライブラリ内の他のモジュール上のすべての

モジュールで機能していることを確認して下さい。 

2042 
トップカバーなしによりウェル

ネステストが失敗 

ライブラリ最上部のモジュールにトップカバーを取り付け、モジ

ュール相互接続ケーブルとモジュール電源ケーブルを確認して

下さい。ベースモジュールにトップ/ボトムカバーが両方とも検

出されないとロボットは動作しません。 

 



  

206 
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2043 
ボトムカバーなしによりウェル

ネステストが失敗 

ライブラリ最下部のモジュールにボトムカバーを取り付け、モジ

ュール相互接続ケーブルとモジュール電源ケーブルを確認して

下さい。ベースモジュールにトップ/ボトムカバーが両方とも検

出されないとロボットは動作しません。 

2044 
ドライブ電源ボード不良により

ウェルネステストが失敗 

ドライブ電源ボードがモジュールに完全に装着されていること

を確認し、ライブラリの電源を入れなおして下さい。 

2045 
メディア移動テストの失敗によ

りウェルネステストが失敗 

ウェルネスの最小要件は、少なくとも 1 台のアンロード済みのド

ライブと 1 巻のカートリッジが、ライブラリにインストールされ

たアンロード済みのドライブと互換性があることです。アンロー

ド済みのドライブがないか、または互換性のあるメディアがない

場合、テストは失敗しエラーイベントが生成されます。RMI から

イベントの詳細を確認するには、イベントをクリックして、すべ

てのイベントの詳細を表示し移動の失敗に関与した要素を確認

します。さらに、はみ出したカートリッジなどの障害物がロボッ

トのパス上にないかチェックして下さい。モジュールとフレーム

のアライメントを確認して下さい。ロボットアセンブリがロック

メカニズムで動かなくなったか確認の上、ロボットアセンブリを

ロックメカニズムから離して、ロックメカニズムを正常にしま

す。 

2046 
ドライブ通信テストの失敗によ

りウェルネステストが失敗 

ドライブキャニスターを取り外し、付けなおしてドライブを完全

に装着させて下さい。問題が解決しない場合はドライブをリセッ

トして下さい。ライブラリ RMI を使用して、ドライブサポートチ

ェットを取得し、デバイス分析セクションでヘルプの詳細をチェ

ックして下さい。 

2047 

バーコードスキャンテストの失

敗によりウェルネステストが失

敗 

ロボットアセンブリにあるカートリッジテーブルのバーコード

スキャンモジュールの前に障害物がないことを確認して下さい。

もしエラーが続く場合は、ロボットアセンブリを交換して下さ

い。適切な操作のため、ロボットはライブラリの最下部に到達で

きる必要があります。ロボットのパス上のライブラリ底部または

ボトムカバーに障害物がないことを確認して下さい。ライブラリ

底部にある障害物を確認するため、最初に前面の電源ボタンを 5

秒間押してライブラリの電源を切り、[Default Park]ロケーショ

ンを選択します。ライブラリの電源が OFFになったら、一番下の

ライブラリモジュールの左側マガジンを取り出し、ロボットのパ

スを妨害するような物がボトムカバーの全領域にないことを確

認して下さい。障害物を取り除いた後、マガジンを交換しライブ

ラリの電源を入れ、ライブラリが初期化およびインベントリを完

了後、クリティカルイベントがこれ以上生成されていないことを

確認して下さい。 

2051 
ロボットテストの失敗によりウ

ェルネステストが失敗 

はみ出したカートリッジなどの障害物がロボットのパス上にな

いかチェックして下さい。モジュールとフレームのアライメント

を確認して下さい。ロボットアセンブリがロックメカニズムのと

ころで動かなくなったのかどうかをチェックし、ロボットアセン

ブリをロックメカニズムから離し、ロックメカニズムが正しく動

作するようにして下さい。スプールケーブルがベースモジュール

に完全に装着していることを確認し、ロボットアセンブリに正し

く接続して下さい。 

2052 

開いているマガジンが 1 つ以上

のモジュールで検出され、シス

テムがオフラインになった 

すべてのマガジンが完全に挿入され、適切にロックされているこ

とを確認して下さい。ライブラリの操作中、およびロボットの動

作中に緊急リリースを使用してマガジンを開けないで下さい。 

2053 

トップカバーが開いているのが

検出され、システムがオフライ

ンになった 

トップカバーが完全に挿入され、適切にロックされていることを

確認して下さい。ライブラリの操作中、およびロボットの動作中

に緊急リリースを使用してトップカバーを開けないで下さい。 

2054 

ボトムカバーが開いているのが

検出され、システムがオフライ

ンになった 

すべてのユニットロックが適切にロックされていることを確認

して下さい。ライブラリの操作中、およびロボットの動作中に緊

急リリースを使用してユニットロックを開けないで下さい。 

2055 
ユニットロックが検出され、シ

ステムがオフラインになった 

 

ボトムカバーが完全に挿入され、適切にロックされていることを

確認して下さい。ライブラリの操作中、ロボットの動作中に緊急

リリースを使用してボトムカバーを開けないで下さい。 
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2056 
ピッカーの抜き差し位置決めエ

ラーによる初期化失敗 

はみ出したカートリッジや進行を妨げるケーブルなどの障害物

がロボットアセンブリの水平パス上にないかチェックして下さ

い。 

2057 
ロボットのシッピングロックが

間違った位置になっている 

ピッカーアセンブリにアクセスし、シッピングロックレバーをロ

ックまたはロック解除の位置へ手動で移動させて下さい。シッピ

ングロックを正しい位置に移動させた後、ライブラリを再起動し

て下さい。 

2061 
ドライブからのカートリッジ引

き出し失敗 

ドライブからのカートリッジ排出を妨げるラベルやカートリッ

ジの位置ずれをチェックして下さい。 

2062 
ドライブへのカートリッジ挿入

失敗 

ドライブへのカートリッジ挿入を妨げるラベルやカートリッジ

の位置ずれをチェックして下さい。 

2063 
ドライブ正面でのピッカー位置

不良 

障害物がロボットアセンブリの垂直または水平パス上にないか

チェックして下さい。例として、スロットに完全に装着されてい

ないカートリッジ、ロボットアセンブリが水平レベルに配置され

ていない、または進行を妨げるロボットスプールケーブルの問題

等が含まれます。 

2064 
重大なエラーでライブラリテス

トが失敗 

1. 失敗の理由を示す追加のイベントを確認して下さい。 

2. テストの最小要件が満たされていることを確認し、テストを再

試行して下さい。 

3. ロボットの動作を確認するため、スロット間テストを実行して

下さい。 

2065 

ロボット初期化時の問題により

ライブラリセットアッププロセ

スが失敗 

1. はみ出したカートリッジなどの障害物がロボットの垂直パス

上にないかチェックして下さい。 

2. ライブラリ底部にロボットアセンブリのパスをブロックする

ようなものがなき科チェックして下さい。 

3. より詳細な情報を得るため、イベントログをチェックして下さ

い。 

4. ロボットアセンブリがモジュール内で水平であることを確認

して下さい。モジュールが最近移動されたか、またはロボット

アセンブリが交換された場合、アセンブリがずれている可能性

があります。 

5. ロボットアセンブリのロックメカニズムが機能しているかど

うかを確認して下さい。機能している場合、ロボットアセンブ

リを完全にロック位置に移動して下さい。 

2066 
インベントリスキャン時にライ

ブラリ起動プロセスが失敗 

1. はみ出したカートリッジなどの障害物がロボットの垂直パス

上にないかチェックして下さい。 

2. ライブラリ底部にロボットアセンブリのパスをブロックする

ようなものがなき科チェックして下さい。 

3. より詳細な情報を得るため、イベントログをチェックして下さ

い。 

4. ロボットアセンブリがモジュール内で水平であることを確認

して下さい。モジュールが最近移動されたか、またはロボット

アセンブリが交換された場合、アセンブリがずれている可能性

があります。 

5. ロボットアセンブリのロックメカニズムが機能しているかど

うかを確認して下さい。機能している場合、ロボットアセンブ

リを完全にロック位置に移動して下さい。 

2067 
安全上の理由からロボットが所

定の位置で停止 

すべてのマガジン、トップまたはボトムカバー、ユニットロック

が完全に挿入され、適切にロックされていることを確認して下さ

い。ライブラリの操作中およびロボットの動作中に、緊急リリー

スを使用してマガジンを開けたり、カバーまたはユニットロック

の取り外しを行わないで下さい。すべてのモジュールに電力が供

給され、相互接続ケーブルが正しく接続されていることを確認し

て下さい。 

2068 

1 つ以上のモジュールで緊急停

止条件が検出され、ロボットの

初期化が妨げられた 

すべてのマガジン、トップまたはボトムカバー、ユニットロック

が完全に挿入され、適切にロックされていることを確認して下さ

い。ライブラリの電源投入前に、すべてのオープン状態のマガジ

ンを挿入し、すべての必要なカバーとユニットロックを取り付け

て下さい。すべてのモジュールに電力が供給され、相互接続ケー

ブルが正しく接続されていることを確認して下さい。 
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イベントコード メッセージテキストと説明 詳細と解決策 

2069 
バーコードリーダーエラーによ

る初期化失敗 
テクニカルサポートに連絡して下さい。 

2070 
エレベーター軸の問題によりイ

ンベントリスキャンに失敗 

はみ出したカートリッジなどの障害物がロボットの垂直パス上

にないかチェックして下さい。モジュールとフレームのアライメ

ントを確認して下さい。適切な操作のため、ロボットはライブラ

リの最下部に到達できる必要があります。ロボットのパス上のラ

イブラリ底部またはボトムカバーに障害物がないことを確認し

て下さい。ライブラリ底部にある障害物を確認するため、最初に

前面の電源ボタンを 5 秒間押してライブラリの電源を切り、

[Default Park]ロケーションを選択します。ライブラリの電源が

OFF になったら、一番下のライブラリモジュールの左側マガジン

を取り出し、ロボットのパスを妨害するような物がボトムカバー

の全領域にないことを確認して下さい。障害物を取り除いた後、

マガジンを交換しライブラリの電源を入れ、ライブラリが初期化

およびインベントリを完了後、クリティカルイベントがこれ以上

生成されていないことを確認して下さい。 

2071 
スキャンの際にカートリッジが

ピッカーに乗り上げた 

ロボットアセンブリにあるカートリッジテーブル上のバーコー

ドスキャンモジュールの前に障害物がないことを確認して下さ

い。エラーが続く場合はロボットアセンブリを交換して下さい。 

2072 ボトムカバーの位置が不正 
スタックアセンブリを確認し、カバーを適切な位置に配置して下

さい。 

2073 トップカバーの位置が不正 
スタックアセンブリを確認し、カバーを適切な位置に配置して下

さい。 

2074 
GPIO エラーでライブラリの起動

に失敗 
システムを再起動または電源を入れ直して下さい、 

2075 

ロボットのシリアルポートオー

プンの際のエラーでライブラリ

の起動に失敗 

システムを再起動または電源を入れ直して下さい、 

2076 I2Cバス信号が無効 

影響を受ける筐体のドライブキャニスターをすべて取り外し、ラ

イブラリを再起動して下さい。問題が解決しない場合、筐体を交

換して下さい。解決した場合、問題が再発するまでドライブを追

加して行って下さい。問題再発を引き起こしたドライブを交換し

て下さい。 

2077 
筐体への校正データの保存に失

敗 
システムを再起動または電源を入れ直して下さい、 

2078 
エンコーダーと互換性のないロ

ボットアセンブリを検出 

エンコーダーと互換性のあるロボットアセンブリに交換を行う

かエンコーダーレスコントロールをサポートするファームウェ

アバージョンにアップグレードを行って下さい。 

2079 

バーコードリーダーのファーム

ウェアをアップグレードするこ

とができない 

ライブラリを再起動して下さい。エラーが続く場合は、ロボット

を交換して下さい。 

2080 
スロット/ドライブへの挿入中

にカートリッジが紛失 

ソースおよび宛先エレメントをチェックし、ロボットのパス上に

障害物がないことを確認して下さい。 

2081 
I2C ポートエクスパンダ―のリ

ード/ライトエラー 

ライブラリを再起動して下さい。エラーが続く場合は、筐体を交

換して下さい。筐体の交換前にすべてのテープカートリッジを取

り出したことを確認して下さい。テープカートリッジにアクセス

するために、マガジンを取り出す必要がある場合は、最初にデバ

イスの電源を切り、各々のマガジンを手動でリリースします。一

度に 1 つのマガジンのみオープンするようにして下さい。 

2083 

ドライブ電源ボードがライブラ

リと互換性がなく、インストー

ルされている電源に適合しない 

互換性のないドライブ電源ボードを取り外して下さい。ライブラ

リと互換性のあるドライブ電源ボードのみをインストールして

下さい。 

2084 

異常なネットワークアクティビ

ティが原因と思われるモジュー

ルへの接続喪失 

すべてのモジュールに電源が入っており、相互接続ケーブルが正

しく取り付けられていることを確認して下さい。このイベントが

複数のモジュールで、またはすべての相互接続ケーブルが適切に

接続されていることを確認後に見られる場合、ベースモジュール

が接続されているネットワークで、ブロードキャストストームま

たはその他の異常なアクティビティが発生していないことを確

認して下さい。モジュールを再検出するためシステムを再起動ま

たは電源を入れ直して下さい。 
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2085 

ベースモジュールコントローラ

ーボードの I2C ポートエキスパ

ンダーコンポーネントへの通信

障害 

この問題が解決されるまで、ベースモジュールは接続されている

拡張モジュールを検出できません。ライブラリを再起動して、エ

ラーが継続するかどうか確認して下さい。エラーが解決しない場

合は、ライブラリの電源を切り、ベースモジュールコントローラ

ーを取り付け直して下さい。それでもエラーが解決しない場合

は、ベースモジュールコントローラーを交換して下さい。 

2086 

拡張モジュールコントローラー

ボードの I2C ポートエキスパン

ダーコンポーネントへの通信障

害 

この問題が解決されるまで、ベースモジュールは接続されている

拡張モジュールを検出できません。ライブラリを再起動して、エ

ラーが継続するかどうか確認して下さい。エラーが解決しない場

合は、ライブラリの電源を切り、拡張モジュールコントローラー

を取り付け直して下さい。それでもエラーが解決しない場合は、

拡張モジュールコントローラーを交換して下さい。 

2087 
バックプレーンフラッシュメモ

リーへのアクセスエラー 

ライブラリを再起動して下さい。エラーが続く場合は、筐体を交

換して下さい。筐体の交換前にすべてのテープカートリッジを取

り出したことを確認して下さい。テープカートリッジにアクセス

するために、マガジンを取り出す必要がある場合は、最初にデバ

イスの電源を切り、各々のマガジンを手動でリリースします。一

度に 1 つのマガジンのみオープンするようにして下さい。 

2088 

ライブラリの垂直最下部への移

動失敗、ボトムカバー上の障害

物をチェック 

適切な操作のため、ロボットはライブラリの最下部に到達できる

必要があります。ロボットのパス上のライブラリ底部またはボト

ムカバーに障害物がないことを確認して下さい。ライブラリ底部

にある障害物を確認するため、最初に前面の電源ボタンを 5 秒間

押してライブラリの電源を切り、[Default Park]ロケーションを

選択します。ライブラリの電源が OFFになったら、一番下のライ

ブラリモジュールの左側マガジンを取り出し、ロボットのパスを

妨害するような物がボトムカバーの全領域にないことを確認し

て下さい。障害物を取り除いた後、マガジンを交換しライブラリ

の電源を入れ、ライブラリが初期化およびインベントリを完了

後、クリティカルイベントがこれ以上生成されていないことを確

認して下さい。 

2089 
互換性のないロボットアセンブ

リを検出 

互換性のないロボットアセンブリが検出されました。ライブラリ

の損傷を回避するために、ロボットアセンブリの電源が入りませ

ん。ライブラリの電源を切り、ロボットアセンブリを互換性のあ

るバージョンに置き換えて下さい。 

2090 

互換性のないドライブ電源ボー

ドが検出され、ウェルネステス

トが失敗 

互換性のないドライブ電源ボードを取り外して下さい。ライブラ

リと互換性があるドライブ電源ボードのみをインストールして

下さい。 

2091 

オペレーターコントロールパネ

ル（OCP）のディスプレイコント

ローラーがエラーを報告 

ライブラリを再起動して、OCP コントローラーを新たに初期化し

て下さい。エラーが引き続き解決しない場合は、オペレーターコ

ントロールパネルを交換して下さい。 

 

警告イベント 

イベントコード メッセージテキストと説明 詳細と解決策 

4000 
ドライブキャニスターのファ

ン速度が遅すぎる 
ファンに障害物がないことを確認して下さい。 

4002 
ドライブがクリーン要求を送

信 

承認されたクリーニングカートリッジでドライブをクリーニング

して下さい。 

4003 ドライブ設定に失敗 

ドライブキャニスターを取り外して取り付け直し、操作を再試行し

て下さい。ストールされているドライブが以前のドライブとは異な

る世代である場合、デフォルトにリセットし、必要に応じてドライ

ブを再設定する必要があるかもしれません。ライブラリ RMIを使用

してドライブサポートチケットを取得し、さらにデバイスアナリシ

スセクションをチェックして下さい。 

4004 
ドライブのステータス要求が

失敗 

ドライブキャニスターを取り外して取り付け直し、ドライブが完全

に固定されていることを確認して下さい。問題が解決しない場合

は、ドライブをリセットして下さい。ライブラリ RMI を使用してド

ライブサポートチケットを取得し、さらにデバイスアナリシスセク

ションをチェックして下さい。 
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4005 
ドライブが重大なテープアラ

ートを報告 

ドライブの電源を入れ直し、ドライブが同じテープアラートを報告

するかどうか確認して下さい。ライブラリ RMI を使用してドライブ

サポートチケットを取得し、さらにデバイスアナリシスセクション

をチェックして下さい。 

4006 
ドライブの温度がしきい値を

超過 

ドライブのファンが回転していて、障害物がないこと、および周囲

の温度が仕様の範囲内であることを確認して下さい。また、ドライ

ブベイのドライブが取り付けられていない各場所の所定の位置に

カバープレートがあることを確認して下さい。ドライブカバープレ

ートは、適切なエアフローのために必要です。 

4007 カートリッジエラー 
カートリッジを取り出し、損傷がないかどうかを調べて下さい。別

のカートリッジで操作を再試行して下さい。 

4008 
クリーニングテープの使用回

数超過 

クリーニングカートリッジを破棄し、新しいクリーニングカートリ

ッジで再度クリーニング操作を行って下さい。 

4009 

1 台もしくは複数の拡張モジ

ュールのファームウェアアッ

プグレードに失敗 

ベースモジュールはアップグレードを実行するために、電源が入っ

ていて接続されている拡張モジュールと通信可能でなければなり

ません。拡張コントローラーを取り付け直し、モジュール間ケーブ

ルと電源の接続を確認して下さい。ファームウェアアップグレード

を再試行して下さい。 

4010 
ドライブがライブラリと互換

性なし 

互換性のないドライブを取り外して下さい。ライブラリにサポート

されているドライブのみをインストールして下さい。 

4012 

ドライブまたはメディアの問

題によりカートリッジの移動

操作が失敗 

イベントの詳細を表示して、関連するカートリッジを特定します。

別の移動操作でこのメディアの問題を指摘する関連するイベント

を確認して下さい。ライブラリからメディアを取り出し、メディア

に物理的な損傷がないことを確認するため、メディアの物理的検査

を行って下さい。メディアが破損していない場合、メディアをライ

ブラリに戻し、移動を再試行して下さい。問題が解決しない場合、

同じドライブで異なるカートリッジにて操作を再試行して下さい。

メディアに依存して問題が発生する場合は、使用しているメディア

を取り出して下さい。問題がドライブに依存している場合は、ライ

ブラリ RMI を使用してドライブダンプを取得し、テクニカルサポー

トに連絡して下さい。 

4014 
ドライブの問題でライブラリ

テストが失敗 

テストパラメータを確認し、テストを再試行して下さい。テストが

失敗した場合は、このドライブに関連付けられた特定のイベントの

ライブラリベントログをチェックして下さい。ライブラリ RMI を使

用してドライブダンプを取得し、テクニカルサポートに連絡して下

さい。 

4015 
電源の故障、冗長電源使用不

可 

すべての電源が正しく取り付けられていること（モジュールごとに

2 つ）、および各電源が有効な電源ソースに接続されていることを

確認して下さい。 

4016 
ベースモジュールへの設定デ

ータのバックアップに失敗 

ライブラリ設定の保存を試み、ライブラリの電源を入れ直して操作

を再試行して下さい。 

4017 
筐体からの設定データ復元に

失敗 

ライブラリ設定の保存を試み、ライブラリの電源を入れ直して操作

を再試行して下さい。 

4018 

ファームウェアのアップグレ

ードに失敗、テープドライブ 

がファームウェアファイルの

適用時にエラーを報告 

ファームウェアファイルがドライブに対して正しいことを確認し、

またドライブにカートリッジがない状態で、健全であることを確認

し、操作を再試行して下さい。 

4019 
一般的なドライブファームウ

ェアアップグレード失敗 

ファームウェアファイルがドライブに対して正しいことを確認し、

またドライブにカートリッジがない状態で、健全であることを確認

し、操作を再試行して下さい。 

4020 

ライブラリの電源投入を妨げ

る問題によりデータベースが

リセット 

ライブラリがデフォルト設定に復元された場合は、以前保存した設

定ファイルを使用して保存された設定に復元して下さい。設定ファ

イルが存在しない場合、ライブラリの設定に進んで下さい、 

4021 

データ転送デバイスしてアク

ティブなステータスの際にド

ライブが取り外された 

ライブラリからドライブを取り外す前に、ドライブの電源を OFF

にする必要があります。取り外したドライブを取り外した同じ位置

に戻して下さい。 

4024 
1 つまたは 2 つのユニット位

置送信機/検出器の障害 

ライブラリに最新のファームウェアがインストールされているこ

とを確認して下さい。 

4025 
カートリッジエラーによりラ

イブラリテストが失敗 

カートリッジを取り出し、損傷がないかどうかを調べて下さい。別

のカートリッジで操作を再試行して下さい。 
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4028 

ドライブが不明またはサポー

ト外のフォーマットのためメ

ディアを使用不可、メディア

の世代が間違っている可能性

大 

メディアとドライブの LTO の世代を確認して下さい。テープドライ

ブとの互換性がないカートリッジを取り出して下さい。 

 

4029 

メディアバーコードIDチェッ

クにより、互換性のないメデ

ィアの移動操作がブロックさ

れた 

メディアバーコードラベルが LTO の世代と一致しているかどうか

を確認して下さい。ラベルを交換するか、互換性のないメディアを

システムから取り出して下さい。 

4030 
メディアエラーによりカート

リッジ移動操作が失敗 

カートリッジを取り出し、損傷がないかどうかを調べて下さい。別

のカートリッジで操作を再試行して下さい。 

4033 KeyGenPolicy がサポート外 

ネットワーク接続と指定されたパーティションの ESKM サーバー設

定を確認して下さい。ライブラリのすべてのパーティションが

ESKMサーバー上の有効な KeyGenPolicyを持っていることを確認し

て下さい。すべてのパーティションが一致する KeyGenPolicy を持

っていることを確認した後、指定したパーティションに対しパーテ

ィショニングウェザードを再試行して下さい。 [Status] > 

[Security]ページを使用して、すべてのドライブとパーティション

が暗号化用に正しく設定されていることを確認して下さい。 

4041 
電源の冗長性テストの失敗に

よりウェルネステストが失敗 

すべての電源が正しく取り付けられていること（モジュールごとに

2 つ）、および各電源が有効な電源ソースに接続されていることを

確認して下さい。 

4044 

ソースエレメントまたは宛先

エレメントがアクセス不能の

ためライブラリテストの 1 つ

が失敗 

ライブラリはソースカートリッジを見つけることが出来なかった

もしくは、宛先エレメントが予期せずいっぱいになっていました。

このエラーは、宛先エレメントのカートリッジに読み取り不能なバ

ーコードラベル付いている場合に発生することがあります。 

1. イベントの詳細を参照して、ソースエレメントと宛先エレメン

トを見つけます。 

2. マガジンを開けて、ソースおよび宛先ドライブまたはスロット

を検査して下さい。 

3. ライブラリがバーコードラベルを使用しない設定になっていな

い限り、すべてのカートリッジに、高品質で適切なバーコード

ラベルが付いていることを確認して下さい。 

4059 

暗号化が有効になっているパ

ーティションに暗号化をサポ

ートしていないドライブが設

定されている 

LTO-4 またはそれ以降の世代のドライブに交換するか、このパーテ

ィションで暗号化を無効にして下さい。 

4060 KMIP サーバーへの接続に失敗 

KMIP サーバーへの接続に必要なユーザー名とパスワード、および

必要なすべての SSL 証明書を確認して下さい。KMIP サーバーがネ

ットワーク内に接続可能であることを確認して下さい。 

4061 
KMIP サーバーにキーが見つか

らない 

要求されたキーが KMIP サーバーで使用可能であることを確認して

下さい。追加詳細のため、KMIP サーバーログをチェックして下さ

い。 

4062 
KMIP サーバーでのキー作成に

失敗 

キー作成失敗の理由について、追加詳細のため KMIP サーバーログ

をチェックして下さい。 

4063 KMIP 設定が無効 KMIP 設定ウィザードを使用して、KMIP 設定を確認して下さい。 

4064 
KMIP 機能がライセンスされて

いない 

KMIP を無効にするか、KMIP 機能の適切なライセンスをインストー

ルして下さい。 

4065 
ドライブによりテープアラー

トフラッグが報告 
追加情報のためイベントの詳細をチェックして下さい。 

4067 

クリーニングカートリッジは

もうすぐ規定使用回数に達し

交換が必要 

 

カートリッジを交換して下さい。 

 

4068 
クリーニングカートリッジが

見つからない 

 

自動クリーニングが有効になっていますが、ラベルの付いたクリー

ニングカートリッジがライブラリの中にありません。ライブラリは

1 台もしくはそれ以上のドライブへの自動クリーニングを行うこ

とができませんでした。ラベルの付いた有効なクリーニングカート

リッジをインストールし、自動クリーニングを開始するため、クリ

ーニングが必要なドライブにロード/アンロードを行って下さい。 
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4071 電源ファン障害 
電源ファンが回転していることを確認し、ファン部分に障害物がな

いことを確認して下さい。 

4072 

パーティション内に自動クリ

ーニング用のクリーニングカ

ートリッジがない 

自動クリーニングが有効になっていますが、ラベルの付いたクリー

ニングカートリッジがパーティションの中にありません。ライブラ

リは 1 台もしくはそれ以上のドライブへの自動クリーニングを行

うことができませんでした。ラベルの付いた有効なクリーニングカ

ートリッジをインストールし、自動クリーニングを開始するため、

クリーニングが必要なドライブにロード/アンロードを行って下さ

い。 

4073 
メディアソースエレメントが

空になっている 

ソーススロットを目で確認し、インベントリを再スキャンして下さ

い。さらに有効で読み込み可能なバーコードラベルであることをチ

ェックして下さい。 

4074 
メディアソースエレメントが

空になっている 

ソーススロットを目で確認し、インベントリを再スキャンして下さ

い。さらに有効で読み込み可能なバーコードラベルであることをチ

ェックして下さい。 

4075 
スロット/ドライブからの排

出時にカートリッジが紛失 

ソース/宛先エレメントをチェックし、ロボットのパス上に障害物

がないことを確認して下さい。 

4077 
右側マガジンのロック解除に

失敗 

ライブラリを再起動し操作を再試行して下さい。エラーが継続する

場合は筐体を交換して下さい。テープカートリッジにアクセスする

ために、マガジンを取り出す必要がある場合は、最初にデバイスの

電源を切り、マガジンを手動でリリースします。一度に 1 つのマガ

ジンのみオープンすることが可能です。 

4078 
左側マガジンのロック解除に

失敗 

ライブラリを再起動し操作を再試行して下さい。エラーが継続する

場合は筐体を交換して下さい。テープカートリッジにアクセスする

ために、マガジンを取り出す必要がある場合は、最初にデバイスの

電源を切り、マガジンを手動でリリースします。一度に 1 つのマガ

ジンのみオープンすることが可能です。 

4079 
メールスロットのロック解除

に失敗 

ライブラリを再起動し操作を再試行して下さい。エラーが継続する

場合は筐体を交換して下さい。テープカートリッジにアクセスする

ために、メールスロットを取り出す必要がある場合は、最初にデバ

イスの電源を切り、マガジン全体を手動でリリースします。一度に

1 つのマガジンのみオープンすることが可能です。 

4080 
警告によりウェルネステスト

が失敗 

・失敗の理由を表示する追加のイベントをチェックして下さい。 

・ライブラリがテスト要求を満足していることを確認して下さい。 

・ウェルネステストを再試行して下さい。 

・システムテストを実行し、追加情報に関するイベントをチェック

して下さい。 

・メディアがライブラリ内にロードされていることを確認して下さ

い。 

4083 

ライブラリが適切に較正され

ていない。これによりメディ

ア移動時のエラーを引き起こ

すことがある 

ライブラリを再較正する必要があります。ライブラリファームウェ

アが最新であることを確認して下さい。ライブラリ再起動後もイベ

ントが継続する場合、あるいは再スタートにより較正が自動的に始

ま ら ない 場合 は、 RMI メニュ ー の [Maintenance] > [Auto 

Calibration]により、手動で較正を開始して下さい。 

4085 

ユニット警告または Ready 状

態でないことにより、ドライ

ブコマンドの過剰な再試行が

必要 

・失敗の理由を表示する追加のイベントをチェックして下さい。 

・ドライブ内のデータカートリッジの損傷や摩耗をチェックして下

さい。 

・ドライブ操作の完了を待って、コマンドを再試行して下さい。 

4086 
データベースへのアクセス不

可のより移動操作が失敗 

ライブラリが接続されているネットワークが正常に機能している

こと、およびライブラリが最新のファームウェアにて動作している

ことを確認して下さい。ライブラリは再起動する必要があります。 

4088 

ライブラリが適切に較正され

ていない、これによりメディ

ア移動失敗の可能性がある 

 

筐体較正データがインストールされているロボットに合っていま

せん。ライブラリを再起動し、システムの再較正を行って下さい。

ライブラリファームウェアが最新であることを確認して下さい。ラ

イブラリ再起動後もイベントが継続する場合、あるいはリスタート

の際に較正が自動的に始まらない場合は、 RMI メニューの

[Maintenance] > [Auto Calibration]により、手動で較正を行って

下さい。 
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4089 

1 つ以上のモジュールで自動

較正が失敗し、ライブラリが

正しく較正されていない、こ

れによりメディア移動失敗の

可能性がある 

ライブラリを再較正する必要があります。ライブラリファームウェ

アが最新であることを確認して下さい。このイベントは 1 つ以上の

ライブラリマガジンのグレー表示の較正ターゲットが較正されな

かったことを示します。各モジュールの較正ターゲットを検査し、

RMIメニューの[Maintenance] > [Auto Calibration]により自動較

正を再度実行して下さい。 

4090 

1 つ以上のモジュールで自動

較正が失敗し、ライブラリが

正しく較正されていない、こ

れによりメディア移動失敗の

可能性がある 

ライブラリを再較正する必要があります。ライブラリファームウェ

アが最新であることを確認して下さい。このイベントは 1 つ以上の

ライブラリマガジンのグレー表示の較正ターゲットが較正されな

かったことを示します。各モジュールの較正ターゲットを検査し、

RMIメニューの[Maintenance] > [Auto Calibration]により自動較

正を再度実行して下さい。 

4091 

1 つ以上のモジュールで自動

較正が失敗し、ライブラリが

正しく較正されていない、こ

れによりメディア移動失敗の

可能性がある 

ライブラリを再較正する必要があります。ライブラリファームウェ

アが最新であることを確認して下さい。このイベントは 1 つ以上の

ライブラリマガジンのグレー表示の較正ターゲットが較正されな

かったことを示します。各モジュールの較正ターゲットを検査し、

RMIメニューの[Maintenance] > [Auto Calibration]により自動較

正を再度実行して下さい。 

4092 

インストールされているロボ

ットが自動較正をサポートし

ていない 

移動エラーが発生する場合、ロボットアセンブリを自動較正をサポ

ートするロボットに交換する必要があります。ロボット交換後もイ

ベントが継続する場合、RMI メニューの[Maintenance] > [Auto 

Calibration]により手動で較正を実行して下さい。 

4093 
DHCP サーバーから IP アドレ

スが取得できない 

ネットワーク設定をチェックし、DHCP サーバーが接続できている

かどうかを確認して下さい。ネットワーク設定メニューを使用する

か、またはネットワークインターフェースの自動認識のトリガーと

するため、ネットワークケーブルを抜いて数秒後に差し直して下さ

い。 

4094 
ドライブインターフェース

I/Oエラー 

ライブラリを再起動し新たにハードウェアとデバイスドライバー

を初期化して下さい。問題が継続する場合はサービスに連絡して下

さい。 

4095 

ライブラリテストが失敗、テ

ストに使用可能な有効なカー

トリッジが不足 

・テストの遺体するカートリッジの要件を確認し、テストを実行す

るのに十分なカートリッジが必要な場所で利用可能であること

を確認して下さい。 

・テストを再試行して下さい。 

4097 

NPIV に設定されたドライブポ

ートがファイバーチャネルス

イッチへの接続に失敗 

ファイバーチャネルスイッチが NPIV をサポートしていること、お

よびテープドライブに接続されているポートでこのオプションが

有効になっていることを確認して下さい。注：スイッチの NPIV 設

定を変更後、ポートを切断および再接続する必要がある場合があり

ます。インフラで NPIV がサポート不能な場合はコントロールパス

フェールオーバーを無効にして下さい。 

4098 
SNTP によるシステムタイムの

同期失敗 

時間設定にて有効な SNTP サーバーアドレスをチェックして下さ

い。正しい場合、サーバーがネットワークから接続可能で、ファイ

アウォールにブロックされていないことを確認して下さい。 

4099 
予期しないロボットのリセッ

トを検出 

スプールケーブルがベースモジュール内で完全に装着され、ロボッ

トアセンブリに正しく接続されていることを確認して下さい。エラ

ーが再発する場合はロボットアセンブリを交換して下さい。 

4110 
互換性の内ドライブ電源ボー

ドによりドライブが動作不能 

互換性のないドライブ電源ボードを取り外して下さい。ライブラリ

と互換性のあるドライブ電源ボードのみを取り付けて下さい。 

4113 

カートリッジが適切にドライ

ブから引き継がれないためカ

ートリッジ移動操作が失敗 

スロットやドライブからの排出を妨げるようなラベルやカートリ

ッジの位置ずれをチェックして下さい。 

4117 
モジュールに電源がないため

ドライブが動作不能 

影響のあるドライブをすべて取り外して下さい。当該モジュールに

少なくとも 1 つの電源を取り付け、稼働して下さい。10 秒間待っ

てモジュールにドライブを再取り付けして下さい。 

4118 

モジュールにドライブ電源ボ

ードがないためドライブが動

作不能 

ライブラリの電源を落として下さい。当該モジュールに互換性のあ

るドライブ電源ボードを取り付けて下さい。ライブラリを再スター

トして下さい。 

4119 
通信用内部IPアドレスが不明

のためドライブが動作不能 

 

影響のあるドライブを取り外し、10 秒間待ってモジュールに大取

り付けして下さい。あるいはライブラリを再起動して下さい。 
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イベントコード メッセージテキストと説明 詳細と解決策 

4120 
システムテストに使用可能な

空のドライブがない 

ライブラリ内にカートリッジがローディングされておらず、すぐに

使用準備ができているテープドライブが、少なくとも 1 台利用可能

であることを確認して下さい。 

4121 
システムテストに使用可能な

互換性のあるメディアがない 

ライブラリ内にインストールされているテープドライブと互換性

のあるメディアが、少なくとも 1巻利用可能であることを確認して

下さい。 

4122 
スロット間テストに使用可能

なカートリッジがない 

ライブラリ内に少なくとも 1 巻のカートリッジが利用可能である

ことを確認して下さい。 

4123 
スロット間テストに使用可能

な空のスロットがない 

ライブラリ内に少なくとも 1 つの空のスロットが利用可能である

ことを確認して下さい。 

4124 

テープアンロードの際に、ド

ライブまたはメディア統計情

報を取得不能 

追加の警告チケットをチェックして下さい。メディア関連のテープ

アラートフラッグが報告された場合には、メディアを交換して下さ

い。 

4125 

コンフリクトの可能性：テー

プドライブが複数のイニシエ

ーターよりアクセス 

マルチイニシエーターコンフリクト検出（LTO7 以降の機能）が有

効なパーティション内のドライブで、複数の SCSI コマンドイニシ

エーターが検出されました。このイベントにリストされたホスト

WWNN アドレスのリストを確認し、テープドライブへのアクセスを

行いたくないホスト WWNN へのホストアクセスを避けるアクション

を取って下さい。他のすべてのホスト WWNN のテープドライブへの

アクセスが妨げられるとすぐに、イベントがクローズし、テープド

ライブが正常に使用可能になります。 

4126 

最下部のモジュールのアクセ

ス不能なスロットにカートリ

ッジを検出 

最下部のモジュールの最下部のマガジンスロットからメディアを

取り出して下さい。 

4127 
キャニスターのリセットによ

りドライブが再始動 

電源を入れ直し、ライブラリ内のドライブを再取り付けして下さ

い。可能であればドライブを別のスロットに取り付けてみて下さ

い。問題が繰り返される場合には、ドライブアセンブリのハードウ

ェア問題の可能性が高いと思われます。問題がライブラリの 1 つの

ドライブベイのみで発生する場合、ライブラリハードウェアの問題

の可能性が高いと思われます。 

4128 

拡張モジュールで電源を検出

したもののこの電源から電力

が供給されていない 

有効な電源ソースに接続された電源コードが電源に接続されてい

ることを確認して下さい。電源ソースが利用可能でないにもかかわ

らず、この拡張モジュールはなおテープストレージに使用されてい

ます。テープドライブの操作を行うことはできません。 

4129 
ドライブによりメディアの排

出が妨げられる 

ドライブからのメディア排出方法について、バックアップアプリケ

ーションをチェックして下さい。取り出し不可の場合、オペレーシ

ョンメニューの[Force Drive Media Eject]オプションを試してみ

て下さい。 

4130 

ドライブが最終的に初期され

ていないためウェルネステス

トが失敗 

ドライブの初期化が完了するまで待ち、テストを再試行して下さ

い。 

4131 

ドライブが電源のない状態で

モジュールに取り付けられて

いるためウェルネステストが

失敗 

当該ドライブのあるモジュールに少なくとも 1 つの電源を取り付

けるか、またはテープドライブを電源のあるモジュールに移動させ

て下さい。 

4132 

ドライブ電源ボードのないモ

ジュールにドライブが取り付

けられているためウェルネス

テストが失敗 

当該ドライブのあるモジュールにドライブ電源ボードを取り輸血

か、またはドライブをドライブ電源ボードのあるモジュールに移動

させて下さい。 

 

設定変更イベント 

イベントコード メッセージテキストと説明 

8000 ドライブ設定が変更されました。 

8001 ドライブがシステムに追加またはシステムから取り外されました。 

8002 パーティションが追加/削除または変更されました。 
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イベントコード メッセージテキストと説明 

8003 メールスロットが有効化/無効かされました。 

8004 ドライブファームウェアがファームウェアアップグレードにより変更されました。 

8006 E メール設定が変更されました。 

8007 日付/時間フォーマットが変更されました。 

8008 システム言語設定が変更されました。 

8009 タイムゾーン設定が変更されました。 

8010 新しいパーティションが追加されました。 

8011 ネットワーク設定が変更されました。 

8012 すべての拡張モジュールがアップグレードされました。 

8013 NTPタイム同期設定が変更されました。 

8014 SSHアクセスが有効化/無効化されました。 

8015 メディア世代チェックレベルが変更されました。 

8016 ユーザーによりライブラリがデフォルト設定にリセットされました。 

8017 ライブラリファームウェアが変更されました。 

8018 ラベルなしメディアサポート設定が変更されました。 

8019 ロボットファームウェアバ―ジョンがアップグレードされました。 

8022 RMI/OCP タイムアウト設定が変更されました。 

8024 メールスロット/マガジンアクセスコントロール設定が変更されました。 

8025 メールスロット/マガジン自動再ロック継続時間が変更されました。 

8026 ロボットの変更が検出されました。 

8029 SNMP 設定が変更されました。 

8030 SNMP ターゲットが追加されました。 

8031 SNMP ターゲットが削除されました。 

8032 SNMPv3設定が変更されました。 

8033 OCPモジュールが変更されました。 

8034 
RMIコマンドまたは REST インターフェースによりドライブの再起動の要求がありました。このプ

ロセスが通常操作と並行して行われると、副作用を引き起こす可能性があります。 

8035 筐体較正データが変更されました。 

8036 新しい筐体が検出されました。 

8037 筐体が取り外されました。 

8040 LDAP サーバーが追加されました。 

8041 LDAP サーバーが変更されました。 

8042 LDAP サーバーが削除されました。 

8043 LDAP ユーザーが追加されました。 

8044 LDAP ユーザーが変更されました。 
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イベントコード メッセージテキストと説明 

8045 LDAP ユーザーが削除されました。 

8046 ログアウト防止設定が変更されました。 

8057 ライブラリに新しいハードウェアコンポーネントが追加されました。 

8058 ライブラリからハードウェアコンポーネントが取り外されました。 

8059 ライブラリのハードウェアコンポーネントが交換されました。 

8060 新しい拡張コントローラーが検出されました。 

8061 新しいベースライブラリコントローラーが検出されました。 

 

情報イベント 

イベントコード メッセージテキストと説明 

9000 ドライブよりテープ警告フラッグが報告されました。 

9001 ドライブがシステム内にあるものの電源が OFF になっています。 

9002 ライブラリの電源が ON になりました。 

9003 メディア移動コマンドが実行されました。 

9004 インベントリスキャンが実行されました。 

9005 ライブラリがフロントパネルから電源 OFFされました。 

9006 ネットワークインターフェースのスイッチが ON になりました。 

9007 ネットワークインターフェースのスイッチが OFFになりました。 

9008 システム時間が NTP サーバーと同期しました。 

9009 マガジンのロックが解除されオープンされました。 

9010 マガジンがクローズされロックされました。 

9011 メールスロットのロックが解除されオープンされました。 

9012 メールスロットがクローズされロックされました。 

9013 ユーザーが RMIインターフェースにログインしました。 

9014 ユーザーが RMIインターフェースからログアウトしました。 

9015 ユーザーが OCPインターフェースにログインしました。 

9016 ユーザーが OCPインターフェースからログアウトしました。 

9020 MSL暗号化キットのパスワードが設定されました。 

9024 ドライブサポートチケットが作成されました。 

9025 ライブラリテストがスタートしました。 

9026 ライブラリテストが正常に終了しました。 

9027 ライブラリテストがユーザーにより停止されました。 

9028 ベースモジュールへの設定のバックアップに成功しました。 
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イベントコード メッセージテキストと説明 

9029 ベースモジュールからの設定の復元に成功しました。 

9031 ライブラリのヘルスステータスが OK に変更になりました。 

9032 ライブラリのヘルスステータスが警告に変更になりました。 

9033 ライブラリのヘルスステータスが重大に変更になりました。 

9034 新しいシステムコントローラーが検出されました。 

9035 新しいライブラリ筐体が検出されました。 

9037 ライブラリが再起動されました。 

9038 ライブラリがユーザーインターフェースにより再起動されました。 

9041 KMIP サーバー上にキーが作成されました。 

9043 ドライブはクリーニング中です。 

9045 ベースモジュールへのライブラリ設定データの複製に失敗しました。 

9058 電源ファンが故障しました。 

9060 1 台または複数台の設定された DNS サーバーが応答していません。 

 

頭字語と省略語 

頭字語 意味 

FC Fibre Channel 

FH Full Height 

GUI Graphical User Interface 

HBA Host Bus Adapter 

HH Half Height 

LUN Logical Unit Number 

OCP Operator Control Panel 

RMI Remote Management Interface 

SAN Storage Area Network 

SAS Serial Attached SCSI 

SNMP Simple Network Management Protocol 

SSH Secure Shell 

SSL Secure Socket Layer 

UID Unit Identification 

USB Universal Serial Bus 

WORM Write Once, Read many 

WWPN World-Wide Port Name 
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付録 C 技術的仕様 
 

この付録では NEOの技術的仕様についてカバーします。 

技術的仕様のトピック 

 ・物理的仕様 

 ・環境仕様 

 ・電気的仕様 

 ・法規制仕様（CSAテスト条件） 

 ・デフォルト設定 

 

物理的仕様 

特性 装置のみの場合 梱包時 

高さ 268mm 610mm 

幅 475mm 715mm  

奥行 892mm 1080mm 

重量 
ベースモジュール：25kg 

拡張モジュール：23kg 

ベースモジュール：31kg 

拡張モジュール：28kg 

 

環境仕様 

特性 仕様 

温度 

 動作時 5 – 35℃ 

 非動作時 -40 – 60℃ 

 推奨動作温度 10 – 30℃ 

 最大温度勾配 10℃/hour 

湿度 

 動作時 20 – 80%（結露なきこと） 

 非動作時 5 – 90%（結露なきこと） 

その他 

 ダスト濃度 200μg/㎥未満 

 高度 5000m 以下 
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電気的仕様 

特性 仕様 

電流 5.0 – 3.5A 

電圧 100 – 240V, 50/60Hz 

電力 350W 

 

法規制仕様（CSAテスト条件） 

 注：CSAテスト条件は製品仕様制限と異なる場合があります。 

特性 テスト条件/値 

機器稼働性 静止 – ラックマウント 

幹線給電への接続 プラグ脱着 - タイプ A 

動作条件 連続 

アクセスロケーション オペレータによるアクセス可能 

過電圧カテゴリ OVCII 

幹線給電許容差（%）または 

幹線給電量の絶対値 
-10%、+6% 

IT 電源システムのテスト No 

2 相電圧（V） N/A 

機器クラス Class 1 

考慮すべき電流レート（A） 20A（分岐回路保護） 

汚染度（PD） PD2 

IP 保護クラス IPXO 

動作高度 最大 2000m 

テスト高度 38m 

機器重量 最大 25kg 

製造者申告環境 40℃ 
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デフォルト設定 

パラメーター デフォルト設定 デフォルトへのリセット? 

ユーザーアカウント 

ユーザーログイン 
User = “user” 

PA = (null) 
NOT reset 

管理者ログイン 
User = “administrator” 

PW = “adm001” 
NOT reset 

セキュリティログイン 
User = “security” 

PW = “sec001” 
NOT reset 

LDAP 設定 Disabled NOT reset 

ネットワーク設定（eth0） 

ホスト名 Blank NOT reset 

IP アドレス (DHCP) NOT reset 

サブネットマスク (DHCP) NOT reset 

デフォルトゲートウェイ (DHCP) NOT reset 

オートネゴシエーション Enabled NOT reset 

スピード Auto NOT reset 

IPV4 Enabled NOT reset 

DHCPv4 Enabled NOT reset 

IPV6 Disabled NOT reset 

IPv6 Prefix Enabled NOT reset 

Static V6 Disabled NOT reset 

IPv6Method Disabled NOT reset 

DHCPv6 Disabled NOT reset 

Ipv4の DNS1/DNS2 設定 (DHCP) NOT reset 

IPv6の DNS1/DNS2 設定 Disabled NOT reset 

ネットワークアクセスサービス 

プライマリネットワークインターフェース（eth0） Enebled NOT reset 

SSH Disabled NOT reset 

HTTPS Disabled NOT reset 

自己署名 SSL 認証 No file NOT reset 

内部 IP（eth1） 192.0.2.0/24 NOT reset 

セカンダリネットワーク（fallback） Definable from range NOT reset NOT reset 

 

 

 

デフォルトコントローラーIP 

 

 

 

192.0.2.1 NOT reset 
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パラメーター デフォルト設定 デフォルトへのリセット? 

マガジンおよびメールスロット（I/O station） 

メールスロット Disabled Yes 

マガジン/メールスロットの”User”ユーザー 

アクセス 
Disabled Yes 

パーティション 
Disabled (one underlying 

partition) 

すべて削除され、シングル

パーティションのみとなる 

NTP/SNTP 設定 Disabled NOT reset 

日付 Blank or existing NOT reset 

時間 Blank or existing NOT reset 

タイムゾーン GMT NOT reset 

E メール通知（SMTP） Disabled Yes 

SNTP 

SNTP v1, v2, v3 Disabled Yes 

ライセンス機能（有効化にはライセンスが必要） 

暗号化 KMIP Disabled NOT reset 

OCPディスプレイプレファレンス 

スクリーンセーバー Default Image Yes 

アクティベーション 10 minutes Yes 

イメージ Customer specified Yes 

SCSI デフォルト 

製品名- マーケティング名  Yes 

ライブラリ製品 ID- INQUIRY ベンダーID String MULTISTAK  

ライブラリベンダーID- INQUIRYベンダーID  

String 
BDT Yes 

SCSI エレメントアドレス 

Starting element address in 

decimal: 

 Slot = 1001 

  Drives = 1 

  I/E Elements = 101 

 

Values in hex are： 

 Slot = 0x3E9 

  Drives = 0x1 

  I/E Elements = 0x65 

Yes 

その他の設定 

ホストへバーコードフォーマット報告 Align left Yes 

ホストへのバーコード長さ報告 8 left most characters Yes 

言語設定 English NOT reset 

自動クリーニング Disabled Yes 

メディアバーコード互換性チェック Enabled Yes 

RMIタイムアウト 30 minutes Yes 
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パラメーター デフォルト設定 デフォルトへのリセット? 

制限付き RMI ログイン Disabled Yes 

ドライブデフォルト 

ドライブスピード/トポロジー設定 Automatic/Automatic Yes 

走行距離計 Enabled NOT reset 

 


